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商標について 

ESMPRO と DianaScope は日本電気株式会社の登録商標です。 Linux は Linus Torvalds の米国およびその他の国における 
登録商標または商標です。 UNIX は The Open Group の登録商標です。 Microsoft、Windows、Windows Server、Windows 
NT、MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 Intel、Pentium、 
Xeon は米国 Intel Corporation の登録商標です。 AT は米国 International Business Machines Corporation の米国および 
その他の国における登録商標です。 ROM-DOS および Da ね怕 ht は Da ね怕 ht，Inc. の登録商標または商標です。 Adaptec と 
その□ゴ、 SCS に elect は米国 Adaptec, Inc. の登録商標または商標です。 LSI および LSI □ゴ-デザインは LSI せの商標ま 
たは登録商標です。 DLT と DLTtape は米国 Quantum Corporation の商標です。 Adobe、Adobe □ゴ、 Acrobat は、 Adobe 
Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 Red Hat および Red Hat をべースとした全ての商標と□ゴ 
は、 Red Hat,Inc. の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 

その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

Windows Server 2003 x64 Editions は Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Standard x64 Edition operating 
system および Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Enterprise x64 Edition operating system、 または Microsoft® 
Windows® Server 2003， Standard x64 Edition operating system および Microsoft® Window 汲 Server 2003, 
Enterprise x64 Edition operating system の略称です。 Windows Server 2003は Microsoft® Windows Server™ 2003 
R2, Standard Edition operating system および Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Enterprise Edition 
operating system、 または Microsoft® Windows® Server 2003, Standard Edition operating system および Microsoft® 
Windows® Server 2003, Enterprise Edition operating system の略称です。 Windows Vista は Microsoft® Windows 
Vista® Business operating system の略称です。 Windows XP x64Edition は、 Microsoft® Windows®XP Professional 
x64 Edition operating system の略称です。 Windows XP は Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 
および Microsof® Window 汲 XP Professional operating system の略称です。 Windows 2000は Microsof 惯 
Windows® 2000 Server operating system および Microsoft® Windows® 2000 Advanced Server operating system、 
Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 Windows NT は Microsoft® Windows NT ⑥ 
Server network operating system version 3.51/4.0 おょび Microsof 備 Windows NT® Workstation operating system 
version 3.51/4.0 の略称です。 Windows Me は Microsof 晒 Windows® Millennium Edition operating system の略称です。 
Windows 98 は Microsof 惯 Window 额 98 operating system の略称です。 Windows 95 は Microsof 晒 Window3®95 
operating system の略称でず。 

サンプルアプリケーションで使用している名称は、すべて架空のものです。実在する品名、団体名、個人名とは一切関 
係ありません。 

本製品で使用しているソフトウエアの大部分は、 BSD の著作と GNU のパブリ、ソクライセンスのを項に基づいて自由に配 
布することができます。ただし、アプリケーションの中には、その所有者に所有権があり、再配布に許可が必要なもの 
があります。 

本製品で使用している才ープンソース〕ードについては弊社サイト 『http://www.express.nec.co.jp/linux/』 をご参照く 
ださい。 


ごま意 

(1) 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

(3) 蝶せの許可な<複製-改変などを行うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
りましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

(5) 運用した結果の影響については （4) 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2008 



使用上のごを意（必ずお読みください ) iii 


この ユーザーズ ガイドは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておく 
よラにしてください。「使用上のごま意」を必ずお読みください。 


A 巧用上のご注意（化ずお読みください) 

本製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されています。また、本文中のを 
称については本書の「を部のを称と機能」の項をご参照ください。 


まをにかかねる表巧にごいて 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

この ユーザーズ ガイドには本製品のどこが危険でどのような危険に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避けられるかなどについて説明されています。また、装置内で危険が想をされる 
箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています(本体に印刷されている場合もあ 
ります）。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「を意」 
という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意□末を持つものとして定義されて 
います。 


防 人び死じする、または重傷を負うおそれびあることを示します。 


乂傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあることを示しま 
す。 


A ま意 


危険に対するを意-表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意□末を持つものとして定義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表します。記号の中の絵表 
示は危険の内容を図案化したもので 

(例） 

A 



す。 

(感電を意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やおくの絵表示は、してはなら 
ない行為の内容を図案化したもので 

(例 ） A 


す。 

(分解禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記 
号の中の絵表示は、しなければならな 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為が必 
要です。 

(例 ） A 

C 

(プラグを抜く） 





















iv 使用上のごを意(必ずお読みください) 


(ユーザーズガイドでの表示例) 



本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のおそれのあることを示しま 
す。 

A 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 

A 

けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

特定しない一般的なミま意•警告を示 
します。 

A 

爆発や破裂による傷害を負うおそ 
れがあることを示します。 



行為の禁止 


戀 

水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水にめらすと感電や 
発义のおそれがあります。 


本装置を分解 • 修理 • 改造しないで 
<ださい。感電や义災のおそれがあ 
ります。 


义気におづけないでください。発义 
するおそれがあります。 

(§) 

めれた手で触らないで<ださい。感 
電するおそれがあります。 

(§) 

指をされた場所には触らないで< 
ださい。感電や义傷などの傷害のお 
それがあります。 

Q 

特ちしない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 
からあいてください。义災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特ちしない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作を 
してください。 

@ 

必ず接地してください。感電や义災 
のおそれがあります。 
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巧を上のごを意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説明するを意事項をよく読んでご理解し、安全 
にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説明 
を参照してください。 

全般的なミち意事項 



警告 


Q 


瓜卷 


A 




瓜 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、人命 
(こ関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組み} A み 
やこれ6の機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。これ6設備や 
機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねます。 


煙や異臭、異音びしたまま使用しない 

万一、煙、 異臭、異音などが生じた場合は、ただち(こ電源を OFF (こして電源プラグ 
をコンセントか6抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社(こご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因となります。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブのすきまか6金属片や針 
金などの異物を差し} A まないで<ださい。感電の危険があります。 


規格似がのラックで使用しない 

本装置は曰 A 規格(こ適合した19型（インチ）ラックにも取り付けて使用できます。 
曰 A 規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常 
(こ動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本装置 
で使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。 


指定 m がの場所で使用しない 

本装置を取りがけるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくださ 
い。 

本装置やラック(こ取り付けているその他のシステム(こ悪影響をおよぼすばかりでな 
く、义災やラックの転倒(こよるけがなどをするおそれがあります。設置場所に関する 
詳細な説明や耐震工事(こついてはラックに添がの説明書を読むか保守サービス会社 
(こお間い合わせ < ださい。 














Vi 使用上のごを意(必ずお読みください) 



A を意 

AA 

海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。ミ毎外では使用できません。この装置を海外で使 
用すると义災や感電の原因となります。 

AA 

装置内に水や異物を入れない 

装置内(こ水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないで < ださい。义災や感 
電、故障の原因となります。もし人ってしまったときは、すぐ電源を OFF (こして、 
電源プラグをコンセントか6抜いてください。分解しないで販売店または保守サービ 
ス会社(こご連絡 < ださい。 
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ラックの設置-取り扱いに関するミち意事項 


A ミ主意 


1 人で搬送•設置をしない 

AQ 

ラックの搬送 • 設置は2人 iU 上で行って<ださい。ラックが倒れてけがや周囲の破損 
の原因となります。特に高さのあるラック (44U ラックなど）はスタビライザなど 
(こよって固定されていないときは不安定な状態(こあります。かな6ず2人上でラ、ソ 
クを支えなが6搬送-設置をして<ださい。 


荷重び集中してしまうような設置はしない 


ラック、および取りがけたデバイスの重量が一点(こ集中しないようスタビライザを取 
りがけるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけ 
がをするおそれがあります。 


1 人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 


ラック用のドアやレールなどの部品は2人 U 上で取り付けてください。また、ドアの 
取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認してくだ 
さい。部品を落として破損させるばかりではなく、けがをするおそれがあります。 

Q 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか 5 引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、/必ずラックを安定させた状態（スタビライザの設置 
や耐震工事など）で引き化して<ださい。 

Q 

複数台のデバイスをラックか 5 引き出した状態にしない 

複数台のデノ \イスをラックか6引き化すとラックが倒れるおそれがあります。装置は 
一度(こ1台ずつ引き化してください。 


定格電源を超える配線をしない 

A 

やけどや义災、装置の損傷を防止するためじラックに電源を供給する電源分岐回路の 
定格負荷を超えないよう(こして<ださい。電気設備の設置や配線に関しては、電源エ 
事を巧った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 













viii 使用上のごを意(必ずお読みください) 


電源-電源コードに関する注意事項 



警告 


A®\ 

瓜盛 

Q 


めれた手で電源プラグを持たない 

めれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につなびない 

アース 線は絶対(こガス管(こつながないでください。ガス爆発の原因(こなります。 


A を意 


指定似がのコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

指定された電圧でアース付のコンセントをお使い<ださい。指定] U 外で使うと义災や 
漏電の原因となります。 

また、延長コードが必要となるような場所(こは設置しないで<ださい。本装置の電源 
仕様に合っていないコード(こ接続すると、コードが過熱して义災の原因となります。 

A 

たこ足配線にしない 

コンセント(こ定格上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となるおそ 
れがあります。 


中途半端に差し込まない 

A \ A \ 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んで <ださい。中途半端(こ差し込むと接触不 
良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し} A み部にほこりがたま 
り、水滴などが付<と発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定杉がの電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード]:>(外のコードを使わないでください。電源コード 
(こ定格 U 上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や义災を防止するために次のを意をお守りくださ 
い。 

k \ lk \ 

• コード部分を引っ張6ない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードを折り曲げない。 • 電源コード(こ薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじ6ない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

参 電源コードを踏まない。 参電源コードを改造-加工-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わな • 損傷した電源コードを使わない。（損傷 

し、 した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

• 電源コードをステープラなどで コードと取り替えてください。な換(こ 

固定しない 関しては、お買い求めの販売店または 

保守サービス会社(こご連絡 < ださい。） 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

爪爪 

添付の電源コードは本装置(こ接続し、使用することを目的として設計され、その安全 
性が確認されている物です。巧して他の装置や用途に使用しないで<ださい。义災や 
感電の原因となるおそれがあります。 
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設置-装置の移動-保管-接続に関するを意事項 


A ミ主意 


1 人で持ち上げない 

Q 

本装置の質量は最大 31 kg (構成によっては異なる）あります。1人で運ぶと腰を痛め 
るおそれがあります。装置は2人]: Ih で底面をしっかりと持って運んでください。ま 
た、フ□ントべゼルを取り付けた状態で持ち上げないでください。フ□ントべゼルが 
外れて落下し、けがの原因となります。 


指定似がの場所に設置-保管しない 

A ® 

本装置を次(こ示すような場所や本書で指定している場所]:>(外(こ置かないでください。 
义災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそばなど湿気のをい場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 不安定な場所。 


腐食性ガスの存在する環境で使用または保管しない 

AQ 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど） 
の存在する環境に設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中(こ腐食を促 
進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へ 
も設置しないで<ださい。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙•発义の 
原因となるおそれがあります。もしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、販売店 
または保守サービス会社にご相談ください。 


カバーをがしたまま取り付けない 

AA 

本装置のカバー類を取り外した状態でラ、ソクに取りがけないでください。装置内部の 
冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでな<、ほこりが入って义災や感電 
の原因となることがあります。 

A 1 

I 指を挟まない 

ラックへの取りがけ-取り外しの際(こレールなどで指を挟んだり、切ったりしないよ 

I う十分を意して<ださい。 

Q 

ラックか 5 引き出したが態にある装置に荷重をかけない 

ラックか6引き化された状態じある装置の上か6重荷をかけないでください。フレー 
ムが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがをするおそ 
れがあります。 


プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

AA 

インタフェースケーブルの取りがけ/取りかしは電源コードをコンセントか6抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF (こしても電源コードを接続したままケーブルやコ 
ネクタに触ると感電したり、ショート(こよる义災を起こしたりすることがあります。 


指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 

A 

インタフェースケーブルは、弊社が指定するものを使用し、接続する装置やコネクタ 
を確認した上で接続して<ださい。指定]: i 外のケーブルを使用したり、接続先を誤っ 
たりすると、ショートじより义災を起こすことがあります。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次のミ主意をお守りください。 

• 破損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 














X 使用上のごを意（必ずお読みください) 


お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 


▲警告 

A\A\ 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を巧ったりしない 
でください。装置が正常に動作しなくなるばかりでな<、感電や义災の危険がありま 
す。 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

A A 

0(g) 

本装置内部(こはリチウムバッテリが取り付け6れています（オプションデバイスの中 
(こはリチウムバッテリやニッケル水素バッテリを搭載したものもあります）。バッテ 
リを取り外さないでください。リチウムバッテリやニッケル水素バッテリは义をおづ 
けたり、水(こ浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解•を 
換•充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社(こ連絡して<だ 
さい。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

瓜爪 

c 

お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取り付 
け/取り外しは、本装置の電源を OFF (こして、電源プラグをコンセントか6抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品(こ触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれ 
があります。 


A を意 


局温ま意 

A 

本装置の電源を OFF (こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
装置内の部品が高温(こなっています。十分(こぶめたことを確認してか6取り付け/取 
り外しを行ってください。 

A 

中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインタフェースケーブル、ボードは確実に取りがけてください。中途 
半端(こ取りがけると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあります。 


感電ま意 

A 

本装置のぶ却ファン、八ードディスクドライブ、および電源ユニットに台搭載時の 
み）はホ、ソトスワップ(こ対応しています。通電中(こ部品の交換をする際は、内部の部 
品の端子部分などに触れて感電しないよう十分注意して < ださい。 
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運用中の注意事項 



警告 


A\A\ 

A 

aqI 

/fey 


ラックか 5 引き出したままや取り外したまま使用しない 

本装置をラックか6引き化したり、ラックか6取りかしたりしないでください。装置 
が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックか6かれてけがをするおそれがありま 
す。 


雷びなった5触5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントか6抜いてください。また電源プラ 
グを巧<前に、雷が鳴りだした6、ケーブル類も含めて装置(こは触れないで<ださ 
い。义災や感電の原因となります。 

ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排ミ世物や体毛が装置内部(こ 
入って义災や感電の原因となります。 

光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間か6ほこりが入り誤動作を起こすおそれがあります。また、卜 
レーにぶつかりけがをするおそれがあります。 


装置の上にちのを載せない 

本体がラックか6かれて周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 


巻さ込みを意 

本装置の動作中は背面にあるぶ却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでくださ 
い。手をはさまれたり、手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをする 
おそれがあります。 













xii 使用上のごを意（必ずお読みください) 


警告ラベルに::)いて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが表示されています（警告ラベルは本 
体に印刷されているか、貼りがけられている場合があります）。これは本体を取り扱う際、考 
えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、塗り 
つぶしたり、ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれ 
かかっている、ミちれている、本体に巧刷されていないなどしているときは販売店じご連絡くだ 
さい。 


装置外観 


A 注意 CAUTION 

高温になるコンポーネントがあります。十分にぶえてか6触れるようにしてください。 

As some components may become very hot during system operation, 

give ample time to allow cooling as well as use precaution 

when handling internal components immediately after powering down. 


A 

電源を切ってもバッテリで稼働している部分があります。 

保守をする前にを々のコンポーネントの取り扱い説明書をお読み<ださい。 

Some internal components may still be operational on battery power. 
Refer to instruction manuals for this system 
as well as options prior to maintenance. 


A 

オプションの取がけ、取かし時は電源プラグをコンセントからあき、外部装置と接続しているケーブルをかして下さい。 

Disconnect all AC power cords from both system a 

and external peripherals prior to / 々 \ 

installing/removing options. 電源プラグを巧く 感電を意 

ネジは本体内部へ落とさない様、十分ごを意下さい。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 

ボード及びオプション機器の接続の際は、必ずユーザーズガイドを参照し、正しく接続して下さい。 
誤った接続は、故障や义災の原因となりまず。 

Refer to "User's Guide" when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents. 

A 

指をはさんだり、ぶつけたりしないようにミ主意して下さい。 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 

瓜 

手を挟ま械レようを意 

装置の持ち上げ、移動の際は、装置の底面をしっかり持って持ち上げて下さい。 

Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system. 


A 


A 


注意 

CAUTION 


落下注意 

これ於上引くと落下します。 

Firmly hold the bottom of the system 
when removing from the rack cabinet. 
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KD 扱い上のごを意 


本装置を正しく動作させるために次に示すを意事項をお守りください。これらのを意を無視し 
た取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取り外しは本体の電源を OFR こなっていることを確認し、 
電源コードをコンセントから外した後に行ってください。 

参電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消なしている 
のを確認してから行ってください。 

• 本体の電源再投入闇隔は、下記時闇を遵守<ださい。 

- AC OFF 後、再び AC ON する時： 30秒上 

- AC ON 後 、 DC ON する時： 30秒上 
- DC OFF 後、再び DC ON する時： 30秒上 

無停電電源装置 ( UPS ) に接続している場合も上記の時闇闇隔の確保をお願いします。 

• 本体を移動する前に電源を OFF じして、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

• を期的に本体を清掃してください（清掃は7章で説明しています)。を期的な清掃はさま 
ざまな故障を未然に防ぐ効果があります。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下することがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• 規格に準拠しない「コピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクにつきましては、 
DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• PCI ス□、ソトじ搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルをあくときは、コ 
ネクタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツ 
メを押して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他の 
ポートを破損しないよう十分にを意してください。 

• 次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調整をしてください。 

- 装置の輸送後 

- 装置の保管後 

- 装置の動作を保証する環境条件（温度：10で〜35で • 湿度： 20%〜809 6) から外 
れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認して<ださい。また、高い時刻の精度を要 
求するようなシステムに組み a む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ）などを利用 
して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時聞の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 

• 再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勤めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で〜55で、湿度： 2096〜80%)を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 





XIV 使用上のごを意(必ずお読みください) 


• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所から暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るた 
めじち、 使用環境に十分になじませてからお使いください。 

参考： 冬季（室温と10度 t (上の気温差）の結露防止に有効な時間 

ディスク装置：約2〜3時間 
メディア： 約1曰 

• オプションは本体に取りがけられるものであること、また接続できるものであることを 
確認してください。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 

• オプションは弊社の純正品をお使いになることをお勤めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありますが、これらの製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期間中でも有償修理となります。 



保ずサービスについて 

本装置の保ずに関してま門的な知識を持つ保ず員によるを期的な診断-保ず 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよい状態でお使いになるためにも、保ずサービス会社とを 
期保ずサービスを契約されることをお勧めします。 


本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を OFF にしておいてください。 
電波による誤動作の原因となります。 




はじめに XV 


はじめに 


このたびは、 NEC の InterSec シリーズをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、プ□キシ機能、メー 
ルサービス、 Web サービス、ウィルスチェック機能、□ー ドパランサ機能など、を機能をそ 
れぞれの専用八ードウェアに集約した NEC の InterSec シリーズの1つです。 

コンパクトなボディに高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセ丰ュリティ機能が安全で高速なネッ 
トワーク環境を提供いたします。 

また、セットアップのわずらわしさをまったく感じさせない専用のセットアッププ□グラムや 
マネージメントアプリケーションは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービス 
を提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、 
装置の取り扱いを十分にご理解ください。 



XVI 本書について 


本書にごいて 

本書は、本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを行うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
り扱い上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見られるようにしてください。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これら 
の記号と意□ホをご理解になり、装置を正しくお取り扱い<ださい。 


w-O 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならない事柄や特に 
を意をすべき点を示します。 

✓ 

装置やソフトウェアを操作する上で磕認をしておく必要がある点を示しま 
す。 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


本書の再入手にごいて 


ユーザーズガイドは、 InterSec シリーズのホームページからダウン□ー ドすることができま 
す。 


http://nec8.com/ 
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本書の構ぶにごいて 


本書は7つの章から構ぶされています。それぞれの章では次のような説明が記載されていま 
す。なお、巻末には付録-用語解説-索引があります。必要に応じてご活用ください。 



r 使用上のごを意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に(2、ず本書の卷頭に記載されている「使用上のごを意」 
をお読みください。 r 使用上のごま意」では、本装置をま全に、正しくお使い 
になるために大切なミち意事項び記載されていまず。 


第1章 InterSec シリーズについて 

本製品の特長や添付のソフトウェアについて説明します。 

第2章八ードウェアの取り扱いと操作 

本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っ 
ておいていただきたい基本的なことがらについて説明しています。 

第3章システムのセットアップ 

専用ツールによるセットアップなど装置を使用できるまでの作業とを意事項を説明しま 
す。再セットアップの方まについても説明しています。 

第4章システムの管理 

クライアントマシンから Web ブラウザを使って本装置にアクセスする方まや Web ブラウ 
ザ上に表示される 「Management Console 」 を使ったシステムの設をや状態のチェック 
の方法について説明します。 

第日章保守•管理ソフトウェア 

本体に添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD の使い方と DVD にあるツールやアプリケー 
ションの使用方まについて説明します。また、本体添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD 
および「バックアップ DVD - ROM 」 にそれぞれ収納されている 「 ESMPRO / 

ServerManager 」 と 「 ESMPRO / ServerAgent 」 の使用方まについては、それぞれの DVD 
に格納されているオンラインド车ュメントをご覧ください。 

第目章システムの拡張とコンフィグレーション 

内蔵オプションの取りがけ/取り外し方法と、 BIOS の設を内容の確認と変更方法などに 
ついて説明します。 

第7章故障かな？と思ったときは 


r 故障かな？」と思ったときは、装置の故障を疑う前に参照してください。また、この章 
では故障を未然に防ぐための保守のしかたや InterSec シリーズをご利用のお客様に提供 
しているサービスについても紹介しています。 






xviii 付属品の確認 


付属品の確認 

捆包箱の中には、本体じ(外にいろいろな付属品が入っています。添付の構成品表を参照してす 
ベてがそろっていることを確認し、それぞれ点橫してください。万一足りないものや損傷して 
いるものがある場合は、販売店に連絡してください。 


Hi 


付属品について 

• 添付品はセットアップをするときやオプションの増設、装置び故障した 
ときに必要となりますので大切に保管してください。 

• フ□ッピーディスクび添付されている場合は、フ□ッピーディスクの 
バックアップをとってください。また、添付のディスクをマスタディス 
クとして大切に保管し、バックアップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスクまたは DVD-ROM は使用方法を誤るとお客様 
のシステム環境を変更してしまうおそれびありまず。使用についてご不 
明な点びある場台は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店または保 
守サービス会社にお問い合わせください。 
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第云ちへの譲激こついて 


本体または、本体に添付されているものを第三者に譲渡（または売ま D ) ずるときは、次のを意 
を守ってください。 

参本体について 

本装置を第三者へ譲渡（または売却）する場合には、付属品も一緖にお渡しください。 


J \- ドディスクドライブ内のデータについて 

譲渡ずる装置内に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている 
大切なデータ（例えば顧客情報や企業の経理情報など）が第兰者へ漏洩するこ 
とのないようにお客様の責任において確実に処分してください。 

オペレーティングシステムのコマンドなどを使用して削除ずると、見た目は消 
去されたように見えまずび、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込 
まれたままの状態にありまず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフ 
トウェアにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）また 
はサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めしま 
す。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータび漏 
洩された場合、その責任は負いかねます。 


• 添付のソフトウエアについて 

本装置に添付のソフトウェアを第三者に譲渡（売ま D ) する場合には、 W 下の条件を満た 
す必要があります。 

- 添付されているすべてのちのを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこ 
と 

- をソフトウェアに添がされている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関 
する条件を満たすこと 

- 譲渡、移転が認められていないソフトウェアじついては、インストールした装置か 
ら削除した後、譲渡すること 




XX 消耗品 • 装置の廃棄について 


消耗品-装置の廃棄について 


• 本体、および八ードディスクドライブ、フ□、ソピーディスク、 DVD / CD - ROM などの 
ディスクやオプションのボードなどの廃棄についてはを自治体の廃棄ルールに従ってく 
ださい。また、本製品に添付の電源コードも他の製品への転用を防ぐために本体といっ 
しょに廃棄してください。詳しくは、を自治体へお問い合わせください。 



• 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄（および交換）については 
お買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせくださし、。 

• 八ードディスクドライブやバックアップデータカートリッジ、フ□ッ 
ピーディスク、その他書き込み可能なメディア （CD-R/CD-RW など） 
に保存されているデータは、第兰者によって復元や再生、再利用されな 
し、ようお客様の責任において確実に処分してか5廃棄してください。個 
人のプライバシーや企業の機密情報を保護ずるために十分な配慮び必要 
でず。 


• 本体の部品の中には、寿命により巧換が必要なものがあります（ぶ却!ファン、装置内蔵 
のバッテリ、内蔵光ディスクドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど)。装置を安 
走:して稼働させるために、これらの部品をを期的に巧換することをお勤めします。巧換 
や寿命については、お買い求めの販売店または保守サービス会社じご連絡ください。 



警告 


AA 


リチウムバッテリを取りがさない 

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付け6れています。リチウムバッテリを取り 
外さないでください。リチウムバ、ソテリは义におづけたり、水に浸けたりすると爆発 
するおそれがあります。 

また、リチウムバッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解•交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡し 
てください。 



マザーボード 
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XXVI ユーザー登録をしましょう！ /オンラインドキュメントについて 


-ユーザー登録をしましよう！- 

弊社では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。 
Club Express のインターネットホームぺージにてご登録ください。 

http://club.express.nec.co.jp/ 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる 
上で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club 
Express のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD には次のオンラインドキュメントが収められています。 

必要に応じて参照して < ださい。 

• ESMPRO/ServerManager Ve 「 .4.3 インストレーシヨンガイド 

• Universal RAID Utility (Linux 版）ユーザーズガイド 

参 DianaScope オンラインド车ュメント 

添付の「バックアップ DVD-ROM」 にはオンラインドキュメントとして 「ESMPR0/ 

ServerAgent (Linux 版） Ve「.4.2」 のユーザーズガイドが収められています。必要に応じて 

参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent Ver.4.2 (Linux 版）ユーザーズガイド 
/nec/doc/300/esmpro.sa/users_v42.pdf 

• Express 5800 /LB シリーズコンテンツデリバリ機能ユーザーズガイド 
/nec/doc/contents.pdf 

• Express 5800 /LB シリーズ 分散ノー ド用ユーザーズガイド 
/nec/doc/nodeguide.pdf 






























NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /LB300f 


■ nterSec シリーズについて 

本製品や添付のソフトウェアの特長や導入の際に知っておいていただきたい事柄について說 
明します。 



InterSec シリーズとは （2 ぺージ） 

InterSec シリーズの紹介と製品の特長-機能について説明しています。 


特長と機能 （4 ページ） 

本製品の機能と特長について説明します。 

添付のディスクについて （8 ページ） 

本体に添付のディスクの紹介とその説明です。 





2 InterSec シリーズとは 


InterSec シリーズとは 


r オール-イン-ワン」から「ビルドアップ」へ。 

お客様の運用目的に特化した設計で、必要のないサービス/機能を省き、セキュリティホール 
の可能性を低減し、インターネットおよびイントラネットの構築時に不可欠なセ羊ュリティに 
ついて考慮して設計されたインターネットセ车ュリティ製品です。 



1台のラックにそれぞれの機能を持つ装置を搭載 
(クラスタ構成可能） 


InterSec シリーズの主な特長と利点は次のとおりです。 

• 省スぺース 

設置スペースを最ル限に抑えたコンパクトな崖体を採用。 

• 運用性 

運用を容易じする管理ツールを提供します。 

• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるためじ、障害発生の影響は個々の 
ユニットに抑えられます。また、おり込まれた機能のみが動作するため、万一の障害発 
生時の原因のおり込みが容易です。 

• 高い拡張性 

専用機として、機能ごとに単体ユニットで動作させているために用途に応じた機能拡張 
が容易に巧能です。また、複数ユニットでクラスタ構成にすることによりシステムを拡 
張していくことができます。 

• コストパフオーマンスの向上 

運用目的への最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を確保 
できます。また、単機能動作に必要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなく低 
コスト化が実現されます。 

参管理の容易性 

環境設をや運用時における管理情報など、単機能が動作するために必要な設をのみです。 
そのため、導入-運用管理が容易に行えます。 





















InterSec シリーズについて 3 


InterSec シリーズには、目的や用途に応じて次のモデルが用意されています。 

• LB シリーズ（□—ドバランヴ） 


サーバへのアクセスを分散し、レスポンスと可用性の向上を行う装置です。 


• MW シリーズ（メール/ WEB ) 


Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールの送受信や制御などイン 
ターネットで必要となるサービスを提供する装置です。 

• CS シリーズ（プ□キシ） 

Web アクセス要求におけるプ□车シでのヒット率の向上（フォワードプ□车シ）、 Web 
サーバの負荷軽減•コンテンツ保護（リバースプ□车シ）を目的とした装置です。 

• VC シリーズ（ウィルスチェック） 

インターネット経由で受け渡しされるファイル履子メール添付のファイルや Web/FTP 
でダウン□ー ドしたファイル）からを種ウィルスを横化/除去し、オフィスへのウィルス 
侵入、外部へのウィルス流化を防ぐことを目的とした装置です。 



4 特長と機能 


特長と機能 

本装置は、複数サーバへの負荷分散を目的としたアプライアンス（専用）サーバです。本装置 
にインストールされている□ードバランシング用ソフトウェア（コーディネータ）は、アプラ 
イアンスサーバとして負荷分散機能の性能と信頼性を重視して開発されています。負荷分散対 
象サーバ（分散ノード）の状態監視機能により、個々のサーバの状態に応じたきめ細かな負荷 
分散制御を実現します。そして、 L 目シリーズ配下にある分散ノードへコンテンツの配信/同期 
を行うための、コンテンツデリバリ機能を搭載しています。 


マルチプラットフオームに対応 



負荷分散機能概要 






公開停止して順次配信 


上記 サーバでの 公開再開 
と同時に公開停止して配信 


コンテンツデリバリ機能概要 



















































InterSec シリーズについて 己 


L 目シリーズでは次の機能を提供します。 

• ネットワーク負荷の分散機能 

分散ルールに応じて、分散ノー ドへのトラフィ 、ソク (要求)を分散させます。 

— Round Robin (ラウンド□ビン） 

分散ノー ドはすべて対等として扱われ、クライアントからの要求を分散ノー ドに順 
番じ割り当てます。 

— Least Connection (最ルコネクシ3ン） 

接続された要求数 (TCP コネクション数)の最も少ない分散ノードに、次のクライア 
ントからの要求を割り当てます。 

- 分散ノードの固定化 

クライアントの IP アドレスやポート番号じより、分散先の分散ノー ドを固定します。 

• 静的重み付けの分散機能 

分散ノードの諸元（メモリ搭載量、動作 AP 数など）を考慮したを分散ノードへの重みが 
けにより分散させます。 

• CPU 負荷の分散機能 

分散ノードの CPU 負荷状況に応じて、トラフィック(要求)を最適サーバへ分散させます。 

- Weighted Round Robin (CPU 負荷に応じたラウンド□ビン） 

クライアントからの要求を CPU 負荷が最も少ない分散ノードに順番に割り当てま 
す。 


— Weighted Least Connection (CPU 負荷と最小コネクション） 

接続された要求数 (TCP コネクション数)が最少、かつ CPU 負荷が最少の分散ノード 
じ、次のクライアントからの要求を割り当てます。 

• クライアントへのダイレクトレスポンス 

分散ノードからのレスポンス(応答)はコーディネータを経由しません。直接クライアント 
に返すことによリスループット(処理応答時闇)を向上させます。ただし、 i モード、 URL、 
クライアントタイプじよる分散ノー ドの固定化 (Web サーバ固を化)を利用する場合のレ 
スポンスは LB シリーズを経由します。 

• 分散ノー ドの動的追加-切り離し 

分散ノードの追力日、停止一再起動、切り離しはシステムを停止させずに行うことができ 
ます。システムを停止させることなく メンテナンスが行えるため、クライアントからの 
要求にいつでも対応できます。 

分散ノードを常に監視しているため、 Web サーバ等に障害が起こった場合は、自動的に 
分散対象から切り離します。また Web サーバが復旧した場合は、自動的に分散ノードと 
して追加します。コーディネータ側での分散ノードの登録、削除手続きは不要です。 


• 分散ノー ドの待機 


特定の分散ノー ドを待機状態(分散対象にはならない)とし、その他の分散ノー ドがダウン 
した際に活性化します。 




6 特長と機能 


• 二重化 

二重化システムにすることで、本体の障害発生時に、スタンバイ側に負荷分散制御を引 
き継ぐことができます。コーディネータ復旧後は、自動的にフェイルバックを行います 
ので、フェイルバックのためのオペレーションは不要です。本装置のフェイルオーバー 
クラスタ構成は、最大2台です。 

• 監視/通報機能 

プ□セス異常やファイル異常を監視しその自動復旧を行うことができます。また、その 
異常内容やフェイルオーバー発生等を E-Mail で通報することができます。 

ESMPRO/ServerAgent の 「syslog 監視」を利用することで、 SNMP マネージャへトラ、ソ 
プを発行することができます。 ESMPRO/ServerAgent に関する詳細な説明は本体に添付 
の「バックアップ DVD-ROM」 内じあるオンラインマニュアル （PDF ファイル）を参照 
してください。 

《syslog 監視用の车ーヮードは、76ページをご参照ください。 

添がのノ\、ソクアツプ DVD-ROM: /nec/doc/300/esmpro.sa/users_v42.pdf 

• セッション維}寺機能 

t 又下の設定で個々のセッション維持を設定できます。 

- TCP 無通信タイムアウト時闇 
- TCP-FIN コネクション情報保持時闇 

• モニタおよび統計情報の表示機能 

本装置の状態や接続数、データ量を Web ブラウザで表示-確認できます。 

• 分散巧の固定化機能 

分散先を固を化する2つのタイプの機能をサポートしています。詳細は3章を参照してく 
ださい。 

- 分散ノード固定化機能 （L4 負荷分散） 

時闇指定による、クライアント （IP アドレスで区別）ごとの分散ノード固定化 
- Web サーバ固定化機能 （L7 負荷分散） 

Web サーバに特化した、 i モード、 URL、 クライアントタイプによる固定化 

• クライアントの IP アドレス通知機能 

HTTP リクエストヘッダにクライアントの IP アドレスを 「X-Fo「wa「ded-Fo「」 ヘッダとし 
てが加します。これによリクライアントの IP アドレスを分散ノー ドに通®できます。 

*「Web サーバ固を化機能 （L7 負荷分散)」利用時に有効になります。 

L4 負荷分散利用時は、クライアントの IP アドレスは直接分散ノー ドに通知されます。 

• コンテンツデリバリ機能 

コンテンツ配信時における分散ノー ドの自動停止-再開の制御、コンテンツ配信プ□セ 
ス監視等コンテンツデリバリ機能と連携しています。 
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• 分散ノー ドの対応 0 S 


分散ノードとして 、 Windows 2000 、 Windows Server 2003 、 SolarisS (SPARC 版）、 
Linux ( TurboLinux 、 RedHat など）のサーバが利用巧能です。 


• サーバ管理機能 

rESMPRO / ServerAgentJ は本体の稼動状ミ兄などを監視するとともに万一の障害発生時 
「 ESMPRO / ServerManager 」 と連携してただちに管理者へ通報します。 

データビューアの項目ごとの機能可否は下記の表のとおりです。 


機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能でず。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能でず。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス（シリアルポート、キーボード、マウス、ビ 
デオ）の情報参照をする機能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能で 
ず。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視ずる機能でず。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視ずる機能でず。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0S の情報を参照ずる機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク （ LAN) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能でず。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照ずる機能でず。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能でず。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO/ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視ずる機能でず。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視ずる機能でず。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使巧率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

RAID コント□ーラを監視ずる機能でず。 

Windows 版 ESMPRO/ServerAgent の機能とは一部異な 

LJ まず。 

障害通報機能のみのサポートです。 




※別途、 RAID コント□ーラの RAID システム監視ユー 
ティリティが必要です。 

その他 


〇 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
ず。 



〇 

0S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート A : —部サポート X: ホサホー F 
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添付のディスクについて 

本装置にはセ、ソトアップや保守-管理の際に使用する DVD / CD - ROM やフ□、ソピーディスクが 
添付されています。ここでは、これらのディスクに格納されているソフトウエアやディスクの 
用途について説明します。 


两"〇 添付のフ□ッピーディスクや DVD/CD-ROM は、システムのセットアップび 
完了した後でも、システムの再セットアップやシステムの保守-管理の際に使 
用する場合びありまず。なくさないように大切に保管しておいてください。 


• バックアップ DVD-ROM 

システムのバックアップとなる DVD - ROM です。 

再セットアップの際は、この DVD - ROM と添付の「インストール/初期導入設を用ディス 
ク」を使用してインス!-ールします。詳細は3章を参照してください。 

バックアップ DVD - ROM には、システムのセットアップに必要なソフトウェアやを種モ 
ジュールの他にシステムの管理 • 監視をするための専用のアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 と「エクスプレス通報サービス」が格納されています。システムに備わつ 
た RAS 機能を十分に発揮させるためにぜひお使いください。 ESMPRO / ServerAgent の 
詳細な説明はバックアップ DVD - ROM 内のオンラインドキュメントをご覧ください。エ 
クスプレス通報サービスを使用するには別途契約が必要です。お買い求めの販売店また 
は保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 「 EXPRESSBUILDER」DVD 

本体装置の保守-管理などにおいて使用するメディアです。 

このメディアには次のようなソフトウェアが格納されています。 

- EXPRESSBUILDER 

シームレスセットアップから RAID を構築したり、システム診断やオフライン保守 
ユーティリティなどの保守ツールを起動したりするときに使用します。詳細は5章を 
参照してください。 

— DianaScope 

システムが立ち上がらないようなときに、リモート ( LAN 接続または RS -232 C ケー 
ブルによるダイレクト接続）で管理 PC から本装置を管理する時に使用するソフト 
ウェアです。詳細は5章を参照してください。 

— ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされた〕ンピュータを管理します。詳細は 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインド羊ュメントを参照してください。 

• インストール/初期導入設定用ディスク（フ□ッピーディスク） 


セットアップ、再インストール時に使用する初期導入設を情報を書き込みます。設を情 
報の作成や変更をする「初期導入設定ツール」ち含まれています。 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /LB300f 



八ードウエアの取り巧いと操作 


本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に知っておい 
ていただきたい基本的なことがらについて説明します。 

設置 （10 ページ） 

本体の設置手順について説明します。 

各部の名称と機能 （20 ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

接続について （30 ページ） 

本体にケーブルを接続する際のを意事項を記載します。 

基本的な操作 （33 ページ） 

電源の ON や OFF の方ま、およびフ□、ソピーディスクや DVD / CD - R 0 M のセッ 
卜方法などについて説明しています。 





10 設屋 



本装置は卓上または EIA 規格に適合したラックに取りがけて使用します。 


ラックの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
るまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定似外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重び集中してしまうような設置はしない 

• 1人で部品の取り付けをしない•ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生する環境で使用しない 

Q 



次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 本体をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、を蔵庫などのおく）。 

• 強い振動の発生する場所。 
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• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進ずる成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類のおくや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止力日エが施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくじ設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 


wO ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりすると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10 た〜3己で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中に 
ラック内部の温度び保証節囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気します。 






12 設置 


ラックへの巧り付け / ラックか 6 の取り外し 


本装置をラックに取りがけます用が J 外し手順についても説明しています)。 



警告 


AG 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所に設置しない 


A ミ主意 


A\ 

aq 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• カバーをがしたまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊せ製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出!荷時にスライドレールは左ちともに 
背面側と側面がテープで固をされてい 
ます。ラックへ取りがける前に、テー 
プをはがして < ださい。 



テープ 
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• レールアセンブリの取り外し 


本体左ちに取りがけられているスライ 


ド式のレールを取り外します。 


本体前面にある□ック解除ボタンを押 
しながら、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチ、ソ」と□ックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
パー(白色）を矢印の方向に引き、□、ソ 
クを解除しながら本体から取り外しま 
す。 




引き化してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態じなります。 



イン ナーレー ル 










取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 




• レールアセンブリは、取りがしたインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ ' C — やレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 


レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラ、ソクの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ックされたことを確認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もう一方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


^ レールアセンブリが確実(こ□ックされて脱落しないことを確認してください。 

民エック I 
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• 本体の取り付け 


A ミ主意 

aq 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 



1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引を 
出す。 




2. 2人！;!上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 









































途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレバー清色 
のレバーが左ちにあります）を手 
前または、奥に押しながらゆっ< 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
の□ックがかかり装置を固をでき 
ます。 



• レノ く一やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつずぐ挿入してください。 

• 設置時は、左ちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび5取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強い摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださし、。左右のロックが完全にかかつたのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

医て巧！ 本装置の崖体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 

いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
がけ直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラ、ソ 
クのフレームにあたり、引き化せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 

フ □ン トべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに 引っかけるようにしながら 
取りがけます。 


タブ 
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取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。取り外しは1人でもできますが、なるべく複数を 
で行うことをお勤めします。 


A ミ主意 


A A 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 


• 1人で取り付け•取り外しをしない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 落下ま意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. くオプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 


4. 本装置前面の左ちにある□ック解 
除ボタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 


r カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 
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日.左ちのレリーズレバー（青色）を 
手前または奥に押して、□ックを 
解除しながらゆっくりとラックか 
ら引さ出す。 



wO 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないでくださ 
し、装置び落下するおそれびあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 


01 


• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれびあり、を険です。 

• レバーやレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


7. レールアセンブリを取り外す場合 
はレバーを押しながらレールを矢 
印方向に引いて外してください。 




レバー 


























20 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。ここで説明していない部品は本製品では使用しません。 


装置前面 


<フ□ントべゼルを取り付けた状態> 


( 3 ) ( 5)-1 ( 6 ) 



<フ□ントべゼルを取り外した状態> 
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(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類を保護ず力 
バー。添付のセキュリティキーで□ックすること 
ができる（一33ページ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントベセルの□ックを解除するセ丰ュリティ 
キーの差し n 。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯するに6ページ)。 

(4) D 旧 K アクセスランプ（緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八ードディスクドライブや光ディスクドラ 
イブにアクセス時に緑色に点灯する。 

RAID コント□ーラを使用ずる時は、内蔵八ード 
ディスクドライブのうち、いずれか1つでも故障 
するとアンバー色に点灯し、リビルド中は点滅す 
るに8ページ)。 

(日） ACT / UNK ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 

末尾の数字は「1」が LAN ポート KethO ) 用で、 

に」が LAN ポート 2( eth 1) 用を示す （「 ethO 」、 
rethU はシステム上のポート番号)。 

(目 ） UID (ユニット ID ) ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
するに8ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプに6ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点灯する。異常が起 
きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(8) シリアルポートが COM B ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続する 
(一30ぺージ)。 

(9) USB コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する。 

(10) リセットスイッチ 

押ずとリセットを実行する。通常は使用しない。 


(11) UID (ユニットの) スイッチ 

UID ランプを 0 N /0 FR こするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^28ぺージ)。 

(12) POWER スイッチ 

電源を ON / OFF ずるスイッチト34、34ペー 
シ0。 一度押ずと POWER ランプが点灯し、 ON の 
状態になる。もう一度押すと電源を OFF にする 
(ランプは消灯する）。4秒と_^上押し続けると強制 
的にシャットダウンする。スリープ機能を持つ 
0 S では、スリープスイ、ソチとして使用すること 
もできる（一26ページ)。スリープモード（ス 
リープ）で動作している間は点滅ずる（対応して 
いる 0 S でのみ動作する）。 

(13) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。通常は使用しな 
い。 

(14) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクの読み化し、または書き込み 
を行う装置 （37 ページ） 

モデルや購入時のオーダによって t (下のドライブ 
が搭載される。 

• CD - RW / DVD-ROM ドラィブ 
参 DVD Super MULTI ドライブ 
(14)-1 ディスクアクセスランプ 
(14)-2 トレーイジェクトボタン 

(14) -3 強制イジェクトホール 

(1 己）内蔵 USB フ□ッピーディスクドライブ 
3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿入して、デー 
夕の書き込み/読み化しを行う装置。 

(15) -1 ディスクアクセスランプ 
(15)-2 イジェクトボタン 
(15)-3 ディスク挿入 □ 

(16) 八ードディスクドライブベイ 

最大3台まで搭載可能 （117 ページ)。括弧数字の 
後の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成では ID 二1,2のベイにダミートレイが搭載 
されてし"'る。 

(17) 0旧1<ランプ（緑色/アンパー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ。ハード 
ディスクドライブにアクセス時に緑色に点灯ず 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライブが故障ずるとアンバー色に点灯 
し、リビルド中は緑色とアンバーに点滅する。 




22 各部のを称と機能 


装置背面 



(1) 電源コネクタ 

AC コードを接続ずるコネクタ（一30ページ)。 

(2) マウスコネクタ 

PS /2 対応のマウスを接続ずるコネクタ。 

(3) シリアルポート A(COM A ) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接続す 
る。 

(4) UNK / ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続している八ブなどのデ 
バイスとリンクしているときに緑色に点灯し、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する（一 
28ぺージ)。 

(日）マネージメント専用 LAN ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE - T と接続するコネクタ 
(一30ぺージ)。 

(6) 100/10ランプ 

マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプ。 

(7) USB コネクタ 1.2 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
する。末尾の数字は「1」がコネクタ1で、に」 

がコネクタ2を示す。 

(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（一30ペー 
ジ)。 


(9) キーボードコネクタ 

PS /2 対応の丰ーボードを接続するコネクタ。 

(10) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネクタ。 

(11) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを 0 N /0 FR こするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押ずと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消灯する（^28ぺージ)。 

導通のない細い棒で押してください。 

(12) STATUS ランプ（背面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示するランプに6ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点灯する。異常が起 
きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(13) LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T と接続 
するコネクタ（一30ページ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続ずる。末尾の数字はポート 
番号を示す。 

末尾の数字は「1」が LAN ポート KethO ) 用で、 
「2」が LAN ポート 2( eth 1) 用を示ず （「 ethO 」 、 
rethU はシステム上のポート番号)。 

* 0 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(14) PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取りがけるス□、ソト。 
(14)-1 □ープ□ファイル PCI ボード 
(14)-2 □—プ□ファイル PCI ボード 
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装置内部 


標準構成の場台 



(1) 光ディスクドライブ 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) 八ードディスクドライブベイ（末尾の数字 
は八ードディスクドライブベイ番号を示 
ず）（八ードディスクドライブ1，2はオプ 
シヨン） 

(4) フ□ッピーディスクドライブ 
(己）バックプレーンボード 


(目）を却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(7) 電源 ユニット 

(8) メモリ 

(9) ヒートシンク 

(10) エアダクト 

(11) PCI ライザーカード 

(12) マザーボード 
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冗長ファン構成の場合 



(1) 光ディスクドライブ 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) 八ードディスクドライブベイ（末尾の数字 
は八ードディスクドライブベイ番号を示 
す） （ A — ドディスクドライブ1，2はオプ 

シヨン） 

(4) フ□ッピーディスクドライブ 
(己）バックプレーンボード 


(6) 冷却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(7) 電源ユニット 

(8) メモリ 

(9) ヒートシンク 
り 0) エアダクト 

(11) PCI ライザーカード 

(12) マザーボード 
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マザーポード/バックプレーンボー 



-( 1)-2 

•に)-2 
■(4)-1 

-(3) 

-( 1)-1 

-( 2)-1 

-巧） 

■( 1)-0 


-(4)-2 
- (4)-3 

’に)-0 


(1) HDD コネクタ（末尾の数字はコネクタ番号 
を术ず） 

(2) SATA / SAS コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示す） 

(3) 光ディスクドライブ用電源コネクタ 

(4) 八ードディスクドライブ/冗長ファン設定 
ジャンパ 

(4)-1 ファン設定ジャンパ （ J 14) 

<標準時> <冗長ファン実装時> 


EZlo 

J14 

om 

〇 〇 〇 

J16 

〇 〇 〇 

〇 〇 〇 

J18 

〇 〇 〇 

〇 〇 〇 

J20 

〇 〇 〇 


(4)-2 八ードディスクドライブ設定ジャンパ 

* N 8103 -1 16/117の場合は SATA 設定の 
ままとしてください。 


<SATA HDD LEDB 寺> <SAS HDD LEDB 寺 > 


，问 LED_R 
J JNVi 


旧 LED_R 
s 日 JNVl 

3 O — 


(4)-3 RAID コント□-ラ設定ジャンパ 


<Non RAID/SW RAID 時> <DAC 己 oard 時 > 


om 

ma 

J8 

J7 

nWWl 

nm 

OEZ3 

om 

J6 

J5 

OESJ 

nWWJ 


(己）フ□ントパネルコネクタ 
(目） IPMB コネクタ 


(7) 電源コネクタ 

(7)-1 電源コネクタ8ピン 

(7)-1 のコネクタには電源コネクタ P 3 を 
接続して<ださい。接続を間違えると動 
作しなくなりまず。 

(7)-2 電源コネクタ8ピン 

(7)-2 のコネクタには電源コネクタ P 4 を 
接統して<ださい。接続を間違えると動 
作しなくなります。 

(7)-3 電源コネクタ4ピン 
(7)-4 電源コネクタ24ピン 

(8) システムフアンコネクタ（末尾の数字は 
フアン番号を示す）（コネクタ4、目、8、 
10、12は冗長フアン接続時に使用） 

(9) SGPI 02 っネクタ 

(10) プ□セッヴソケット 

(11) IDE コネクタ 

( 1 2) パスワードクリアジャンパ 

( 1 3) フ□ントノくネルボード接続用コネクタ 

(14) SGPICn コネクタ 
(1 己) USB コネクタ 

(16) USB コネクタ（内蔵オプション用） 

(17) シリアルポート B ( C 0 M B ) コネクタ 

(18) CMOS コンフイグレーションジャンパ 

(19) RAID LED コネクタ 

(20) リチウムバッテリ 

(21) スピーカ 

(22) PCI ライザーカードス□ット 

(23) 外部接続コネクタ/外部か5の操作スイッチ 

(24) DIMM ソケット（下か51、2, 3, 4) 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意□末は次のとおり 
です。 

POWER ランプ（ず） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の聞、ランプが緑色に点なしています。 

省電力機能をサポートしている 0 S で、省電カモードに切り替えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にあります。八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点な 
します。 STATUS ランプが消なしているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点な/点 
滅しているときは八ードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 


W-0 • ESMPRO やオフライン保守 ユーティリティ 等をインスIルしておく 

Ito とエラー□グを参照ずることで故障の原因を確認することびできまず。 

• いったん電源を OFF にして再起動ずるときに、 0S か5シャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(1 巨7ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてくださ 
し、。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色(こ点火了 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

目 IOS セットアップユーテイリテイ 
に ETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急にを換すること 
をお勧めします。 

CPU エラーをお化した状態で動作し 
ています。 

目の S セットアップユーテイリテイ 

rSETUPJ を使って CPU の状態を確 
認後、早急に交換することをお勧め 
します。 

消な 

電源が 0 F F になっている。 

電源を ON (こしてください。 

消な 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しばら<すると緑色(こ点火了 
します。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社し連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが橫化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PCI バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わ 6 ない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 

アンバー色(こ点滅 

ファンアラームをお化した。 

内部ファンのケーブルが確実(こ接統 
されていることを確認してくださ 
し、それでも表示が変わ 6 ない場合 
は、保守サービス会社(こ速絡してく 
ださい。 


温度警告をお化した。 

内部のファンにホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを確認し 
てください。 

それでも表示が変わ 6 ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 
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DISK アクセスランプけ） 

本体前面にあります 。 DISK ACCESS ランプは本体内部の八ードディスクドライブや光ディス 
クドライブにアクセスしているときに点なします。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスクにアクセスしているときに点なします。 


UID (ユニット ID ) ランプ 

本体前面と背面にを1個あります。本体前面または背面にある UID スイッチを押すと点灯し、も 
う一度押すと消灯します。ソフトウエアからのコマンドを受信したときは点滅で表示します。 
複数台の装置がラックに搭載された中から特をの装置を識別したいときなどに使用すること 
ができます。特にラック背面からのメンテナンスのときは、このランプを点なさせておくと、 
対象装置を間違えずに作業することができます。 


UNK / ACT ランプ（品 1、品 2) 

本体前面と背面 （ LAN コネクタ部分）にを1個あります。本体標準装備のネットワークポー 
卜の状態を表示します。本体と八ブじ電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場 
合に点なします （ LINK )。 ネットワークポートが送受信を行っているときに点滅します 
( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
確認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) コント□ーラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


SPEED ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分にを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの通信 
モードが1000目 ASE - T か、 100 BASE - TX . 10 BASE - T のどちらのネットワークインタフエー 
スで動作されているかを示します。 アンバー色に点なしているときは1000 BASE - T で、緑色 
に点なしているときは 100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしているときは、 
1 0 BASE - T で動作していることを示します。 
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J \- ドディスクドライブのランプ 

八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブを3台取り付けることができます。 
搭載するホ、ソトプラグ対応の八ードディスクドライブにはランプが1つがいています。その表 
示と機能は次のとおりです。 



• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点な 

A - ドディスクドライブが故障していることを示します。 



RAID システムで論埋ドライブ （ RAID 1、 RAIDS ) を構成している場合は、1台 
のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しか 
し、早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うこ 
とをお勸めします（ハードディスクドライブの交換はホットスワップで行いま 

す）。 


• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあり 
ません）。 RAID システムでは、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的に 
データのリビルドを行いますけートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 

w "0 リビルド中に本体の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動し 
てか5八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルド 
をやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次のを 
意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にずるとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は90秒 m 上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場台は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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接続にごいて 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグを 
コンセントにつなげます。 


W -0 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、ヴーバスイッチユニットへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守ヴービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定 m がのコンセントに差し込まない 

AA 

参 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 
■ 、 


参 

指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 
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LAN 上のネットワークシステム 
シリアルイ（八ブ（マルチポートリピータ） 
ンタフエーを介して接続されます） 


最後に添付の電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS に接続する場合は 
次ページの説明を参照。 


ス機器 



(管理専用） 






LAN ポ -H LAN ポ-卜2 

負荷分散データ用 死活監視冗長化 LAN 用ネットワーク 

ネットワーク （ただし、 AFT/ALB 時は、 LAN ポート1 

と同じネットワーク） 


Hi 


本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

サードノ くーティの周辺機器およびインタフエースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用できることを 
あ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用でさないものびあります。 

シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはでをませ 
ん。 

PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを 
巧くときは、コネクタのツメび手では}甲しにくくなつているため、マイ 
ナスドライバなどを使用してツメを巧して抜いてください。その際に、 
マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポートを破損しないよう 
十分に注意してください。 


シリアルインタ 
フェースを持つ 
管理 PC (保守専 
用ポート） 



10101 巳 


图岂 


□□目 
1 吕吕 
叫□□目 
◎ 

◎ 




i 


□。這口 


面 
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周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブルタ 
イなどでケーブルが絡まないようじ束ねてください。 


wO ケーブルびラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラフォー 
ミングして < ださい。 


本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にある化カコン 
セントに接続します。 

詳しくは UPS に添がの説明書をご覧ください。 


<例> 


コン ピュー タイン ターフエースポー ト (COM) 


オプションス□、ソト 


過負荷保護 
リセ、ソトボタン 



化カコンセント 


10 


入カコネクタ 
(NEMA5-15P) 


TVSS 装置コネクタ 


コン ピュー タイン ターフエー ス ポート (COM) 


電圧感度設定ボタン 


本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体の ON / OFF を連動(リ 
ンク)させるためじ BIOS の設を変更が必要となる場合があります。 

目 IOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは157ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け • 取りかし 


フ□ントべゼルを取りがけ、添付のセ车ュリティ羊一で□ックすることにより本体前面の機器 
やスイ、ソチ類へのアクセスを保護することができます。 

ラックに搭載した本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブ 
を取り扱うときはフ□ントべゼルを取り外します（卓上に設置した場合は、フ□ントべゼルを 
取りがけることはできません）。 

フ□ントべゼルは、添付のセキユリティキーで□ックを解除しないと開けるこ 
Bta とがでさません。 

フ□ントべゼルの取り付け-取りがし時に POWER スイッチを}甲さないようま 
意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く押しながら回して□ックを解除する。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽く持つ 
て手師こ引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 



フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ〇 
ントべゼルの左端のタブを本体のフレー 
ムに引っかけるようにしながら取り付け 
ます。取りがけた後はセ丰ュリティのため 
にも羊一で□ックしてください。 
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電源コードを接続するとハードウてァの初期診断を始めます（約5秒間）。初期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを押してください。 


電源 ON の後、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウエアの診断をし 
ます。 POST を完了するとシステムが起動します。システムの起動後は 
Management Console から本体の設定:や管理ができます。4章をご覧ください。 

本体の電源の OFF やリセット（再起動）は Management Console を使用します。4 
章を参照してください 。 Management Console から電源を OFF できないときは本 
体の POWER スイッチを4秒 W 上押し続けてください離制電源 OFF )。 


POWER スイツチ-電源の ON / OFF / 再起動 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

1. フ□ッピーディスクドライブにフ□ッピーディスクをセットしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 




3. ラックに搭載している場合でフ□ントべゼルを取り付けている場合はべゼルを取り 
外す。 

4. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点なします。 


POWER ランプ 


POWER スイ、ソチ 


每圖圖 S §§ 〇 〇 


岂 S 



巧君口 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク C 720 K バ 
イト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジエクトボタンが少し飛び化します。 

イジエクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• フォー マットされていない フ□、ソピー ディスクをセットすると、ディス 

I チェック 1 クの内容を読めないことを®6せるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付のマニュアルを参照してフ 
□、ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON (こしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクか6起動します（インストール/初期導入 
設定用ディスクは除く）。フ□、ソピーディスク内にシステムがないと起 
動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してか6 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中(こ 
取り化すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ツピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
じできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

参フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャツタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直新日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないでください。 
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• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 

• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようじライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようじなっています。ライトプ□テクトされているフ 
□、ソピーディスクは、読み化しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディスクは、書き込み時じ(外 
はライトプ□テクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テクトスイ、ソチで行います。 



書き込み不可書き込み巧 


• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記'憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。光ディスクドライブは DVD / CD-ROM (読み化し 
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - ROM はフ□、ソピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 

明をご覧ください。 


• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の注意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 


ファームウェアのバージョンアップについて 

本装置のファームウェアのバージョンアップについて弊社ホームページにてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 


弊社より案内のないファームウェアへのバージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であっても保証対象外となりますのでを意して<ださい。 
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ディスクのセツト/取り出し 


ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が日 N (P 日 WER ランプが点'灯) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 


トレーが少し化てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


己.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるよラに指で押して、 
トレーにセツトする。 



ディスクのこの部分を押ず 
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6. トレーの前面を軽く押して元に戻 
す。 


W "0 ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときはディスクを 
セットし直してください。 



ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプが点なしているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点なしていないことを確認してく 
ださい。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中ムにある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り化します。 



ディスクを取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り化せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り化します。 


1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF (P 日 WER ランプ消'打）にする。 

2. 直径約 1.2mm、 長さ約1日日 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引を伸ばして代用できる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 
るまでゆっくりと押す。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制 イジ ェク ト ホール 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点にを意して取り扱ってください。 

• DVD / CD 規格に準拠しない「コピーガードがき DVD / CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーじていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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ヴーパの確認 （ UID スイツチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」があります。 

<装置前面> 



UID スイ、ソチ 


<装置背面> 


UID スイ、ソチ/ランプ 


UID (ユニット ID ) スイ、ソチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとランプは消な 
します。 

ソフトウエアからコマンドを受信した場合は点滅表示します。 




固 


1 □□□□□□□□ 



□ □□□□□目 


ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源やイ 
ンタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチやソフトウェアコ 
マンドを使って保守する本装置を磕認してから作業をすることをお勧めします。 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /LB300f 


システムのセットアップ 

本体のセットアップを終了したら、システムのセットアップをします。システムのセットアッ 
プはご購入後、初めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明していま 
す。 



初めてのセットアップ （44 ページ） 

システムを使用できるまでのセットアップ手順について説明しています。ここ 
では必要最低限のセットアップのみを説明しています。お客様のお使いになら 
れる環境に合わせた詳細なセットアップじついては4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ （80 ページ） 

ネットワーク上のコンピュータからシステムの管理-監視をするバンドルアプ 
リケーシヨンのインストール方法について説明しています。 


再セットアップ （81 ページ） 

システムを再セットアップする方まじついて説明しています。 
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初めてのセットアップ 

ご購入後、初めてシステムをセットアップする時の手順について順を追って説明します。 


初期導入設定情ま目の作ぶ 


「インストール/初期導入設を用ディスク」は本装置を導入するために最低限必要となる設を情 
報が保存されたセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

初期導入設を情報は、添付のインストール/初期導入設を用ディスクじある r 初期導入設をツー 
ル」を使って作成します。初期導入設定ツールは 、 Windows ( XP / 200 Ot (降をお数上で動 
作します。 

初期導入設定ツールの実行と操作の流れ 

Windows を起動して、次の手順に従って初期導入設を用情報を作成します。 

1 . Windows のフ□ッピーディスクドライブに添付のインス I ル/初期導入設定用 
ディスクをセットする。 

2. フ□ッピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール （ Sta け upConf . exe )」 を 
エクスプ□ーラなどから実行する。 

[InterSec LB 初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式 
となっており、をページで設をに必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報に誤りがある場合は、次へ進むときに 
警告メッセージが表示されます。項目を正し<入力し直して<ださい。入力事項に 
ついては、この後の説明を参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□、ソピーディスクに設定情報を書き込んで終 
了します。 

3. インストール/初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスクドライブから取り出 
し、「システムのセットアップ」に進む。 

インストール/初期導入設を用ディスクは再セットアップの際にも使用します。大切 
に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[InterSec LB 初期導入設をツール]で入力する項目について説明します。 


パスワード設定画面 

システムのセットアップ完了後、管理コン 
ピュータから Web ブラウザを介して、システ 
ムじ□グインする際のパスワードを設ちしま 
す。この画面にある項目はすべて入力しない 
といけません。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいもの 
を用意してください。 



パスワードは画面(こ表示されません。タイプミスをしないようま意してくださ 

1エック] い。 


設定済みパスワード 

初めて設をする場合は、同捆の別紙「管理者用パスワード」じ記載されたパスワードを 
入力してください。 

パスワード 

設をするパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインする場合に必要となります。パスワードを忘れたり、不正に利用されたりし 
ないようじ、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、既存パスワードと同一のパスワードを新パ 
スワードとして設定してください。 

パスワード再入力 

パスワードの確認用です。パスワードと同一のものを入力してください。 
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[ <戻る(段] I ホへ(が> I キャン它ル I 

wO 本装置は分散ノードと同じネットワーク（セグメント）に設置される必要があ 
りまず。ご確認ください。なお、 L 7 負荷分散 （ Web サーバ固定化機能）使用 
時は同じネットワークに設置する必要はありません。 

ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを入力してください。入力の際には、 FQDN の形式（マシンを.ドメインを)の形 
式で入力してください。 

- ラベルしで区切られた部分)の先頭、末尾が a - z ，0-9 であること 

- ラベルの途中の文字が a - z ， 0-9,ハイフン (-) で構成されていること 

- ホストをとドメインをとをわけるドットし）が最低ひとつは存在すること 

- ラベルすべてが数字ではないこと 

LAN ポート1の IP アドレス 

IP アドレスを指定してください。 

LAN ポート1のヴブネットマスク 

サブネ、ソトマスクを指をしてください。 

デフオルトゲートウェイ 

デフオルトゲートウェイの IP アドレスを指定します。デフオルトゲートウェイが存在し 
ない場合は、 LAN ポート1と同じ IP アドレスを入力してください。 

プライマリ ネームサーバ 

プライマリ ネームサーバの IP アドレスを指をします。プライマリ ネームサーバが 存在し 
ない場合は、 LAN ポート1と同じ IP アドレスを入力してください。 

セ カンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバが存在する場合は、その IP アドレスを指をしてください。 


ネットワーク設定画面〜 LAN ポート1(負荷分散データ用ネットワーク）用〜 

LAN ポート1負荷分散データ用ネ、ソトワー 

ク） のネ、ソ トワーク 設定!をします。 [セカンタ LA 肺叩 沿ち 淵 5 デ-さを ネットヮ-巧媽強を和ます。 

IJ ^ — ^4 f — ノリと又タト(吐/ jX ■^、 ス 寸] しつ r / さ^ なお LB を二ま化して いる 巧合、を本的なおき監視はこのボートで巧われます。 


k 广厂 li. 1_ 
广 k 厂广广 


I li 一 ! 一 ! 一 ! 广、 

. 9 . - - • • •さ 

I li It k 一 ! 厂 ^ 



















システムのセットアップ 47 


ネットワーク設定画面〜 LAN ポート2 (死活監視冗長化 LAN 用ネットワーク）用〜 


LAN ポート2 (死活監視冗長化 LAN 用ネット 
ワーク）のネットワーク設定:をします。 



ファイルのヘルプ站 


LAN ボート 2 の設ミを巧 L 、ます。設定は枉直です。 

摄宰梅ぶ '■ 二重化巧 I こ LAN の巧ま臣視冗ち化デ; y イスとしてほ用 
AFT/ALB 巧ぶ：設！はす要 

LAN ボーにの IP アドレス \\92 . 1168 .的.阿 

LAN ボーにのサブネットマスク阿5 . 1255 . [巧 5 . |〇 


巧目を入力したら r みへ(が > J を巧してください 

一く戻る歧」 [ 汝へ(が > し キャン它ル」 



• 設定は任意でずび、本装置を二重化（フェイルオーバー型クラスタ構 
成）し、コーディネータ、バックアップコーディネータ間で死活監視冗 
長化 LAN として利用する場合は設定び必要でず。ただし、オプション 
N にを増設している場合は、オプション NIC び死活監視冗長化 LAN に使 
用されますので必要ではありません。 

• 初期導入設定後に AFT / ALB を構築ずる場台は設定不要です。 

• LAN ポート1、オプション NIC のネットワークアドレスとは別のアドレ 
スを入力してください。つまり、他の LAN ポートとは別セグメントのア 
ドレスを設定します。 


LAN ポート2の IP アドレス 

IP アドレスを指をしてください。 

LAN ポート2のヴブネットマスク 

サブネットマスクを指定してください。 
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ネットワーク設定画面〜オプション N に用~ 


オプション N にのネットワーク設ををしま 
す。 




• 設定は任意ですが、オプション NIC び増設されている場合、本装置の二 
重化時に （ LAN ポート2のげわりに） LAN の死活監視冗長化 LAN とし 
て使用されまずので、死活監視冗長化 LAN を使用ずる場合は設定が if 、 要 
でず。 

• オプション NIC を増設していない場合は設定不要です。 

• LAN ポート1、 LAN ポート2のネットワークアドレスとは別のアドレス 
を入力してください。つまり、他の LAN ポートとは別セグメントのアド 
レスを設定します。 


オプション NIC の IP アドレス 

IP アドレスを指をしてくださし^。 


オプション NIC のヴブネットマスク 


サブネ、ソトマスクを指をしてください。 
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システム構成設定画面 


本装置では、耐障害性に優れたクラスタ環境 
を構築することができます。ご利用形態に合 
わせて設をしてください。 

本装置2台を二重化（フェイルオーバー型ク 
ラスタ構成）にする場合は一方を[コーディ 
ネータ]、もう一方を[バックアップコーディ 
ネータ]として選択してください。 

1台で構成する場合は、[コーディネータ]を 
選択してください。 



W -0 本装置を設置予定のネットワーク（セグメント）に、本装置と同じ機種（機種 
■to 名末尾のアルファべッ ト LB 30 Ox などび重なる機種） のコー ディネータび設置 
済みであり、プ□セス通信ポートび重複ずる場合、初期導入設定後、 
Management Console (「システム」一 「 LB 基本設定」）よりプ□セス通信 
ポートを変更する必要がありまず。なお、プ□セス通信ポートを変更した場台 
に、分散ノードモジュールを使用ずる際は、分散ノードモジュールの通信ポー 
卜についても、モジュールインス I ル後に各分散ノー ドにて変更しまず。 
なお、ポート番号の変更は負荷分散データ用ネットワークに接続していない状 
態で行ない、変更び完了してか5負荷分散データ用ネットワークに接続してく 
ださい。 


冗長構成設定画面 

本装置を二重化（フェイルオーバー型クラス 
夕構成）する場合、 LAN ポート1での死活監 
視に力日えて、他のデバイスでち死活監視を行 
し、冗長構成にすることができます。 

本装置を二重化しない、または、二重化する 
が死活監視を冗長構成にしない場合は、[使用 
しない]を選択してください。 

LAN を使用する場合は [ LAN を使用する]を 
選択してください。 

なお、「システム構成設定」と「冗長構成設 
を」は、初期導入設を後でも Management 
Console の「システム」アイコンー 「 LB 基本設を」で変更できます。 




オプション NIC の増設によって、使用ずる LAN は下のよう変わりまず。 

増設なし： LAN ポート2 
増設あり：オプション NIC 
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JU 上でシステムのセツトアップは完了しました。 


wO セットアップの完了び確認できた5セットしたインストール/初期導入設定用 
ディスクをフ□ッピーディスクドライブか5取り出して大切に保管してくだ 
さい。再セットアップの時に再利用することびできます。 


システムのセツトアツ 



初期導入設をツールで作成した初期導入設を情報を使用して、短時間で初期状態へのセット 
アップができます。 

セットアップの手順 

下の手順でセツトアップをします。 




正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および7章を参照してくださ 


1. 本体の LAN ポートにネットワークケーブルが接続されていることを確認する。 



目 


© 




□品目§ 


©麵 

圓@ 。□目 目 





□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


LAN ポート1 LAN ポート2 

負荷分散データ用 死活監視冗長化 LAN 用ネットワーク 

ネットワーク （ただし、 AFT / ALB 励ま、 LAN ポート1 

と同じネットワーク） 


2. 前述の「初期導入設定情報の作成」で作成したインストール/初期導入設定用ディ 
スクを3.日インチフ□ツピーディスクドライブにセツトする。 

3. 本体前面の P 日 WER スイツチを押す。 

POWER ランプが点なします。 

しばら<すると、インストール/初期導入設を用ディスクから設定情報を読み取り、 
自動的にセツトアップを進めます。2〜3分ほどでセツトアップが完了します。 


POWER スイ、ソチ 


慶圖圖§§§ S ◎ 


3.5 インチフ□、ソピー 
デイスクドライブ 



圖圖 §§© S ◎ ◎ □□□ 
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セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、ビープ音を鳴らすことでお客様に異常を知らせま 
す（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消な）じなります）。正常にセットアップが完了し 
なかった場合は、インストール/初期導入設を用ディスクに書き化される□グファイル 
riogging . txtj の内容をコンピュータの「メモ帳」などのツールを使って磕認し、再度初期導 
入設をツールを使用してインストール/初期導入設を用ディスクを作成し直してください。 


く主な□グの出力例> 

• rinfo: completed 」 

一正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

• 「 Info: quitting with no change 」 

一初期導入設をツールを使って再度作成せずに、一度セットアップに使用したインス 
トール/初期導入設を用ディスクを再使用した場合に表示されます（設をは反映さ 
れません)。 

• 「Cannot get authentication: root 」 

ー インストール/初期導入設を用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に 
表示されます。 

• 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.aut 」 

- インストール/初期導入設を用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されなかった場合に表示されます。 

• 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

ー インストール/初期導入設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されなかつた場合に表示されます。 


セットアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 
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負巧分散原境の構築 


Management Console より [ LoadBalancer ] アイコンを選択すると JU 下の画面を表示します。 
をメニューには[ヘルプ]がありますので、設定項目などの詳細はそちらを参照してください。 



• 上部メニュー 

一 システム情報 

LoadBalancer の設定:や状態表示を行います。上図は LoadBalancer を二重化したと 
きの構成例です（システム情報の詳細については、65ぺージの「コーディネータ設 
定項目の説明」を参照して<ださい)。 

また、死活監視メディアには、じ(下の状態があります。 

設を済み： [ Active ] 通常状態（グリーンで表示） 

[ Down ] ダウン状態（ピンクで表示） 

未使用： 一 未使用状態（グレーで表示） 

- グループ追ぶ 

分散グループの追加を行います。 

- バックアップ 

設定されている情報のバックアップや□ー ド、クリアを行います。 

- モニタ情報 

LoadBalancer の分散状態や統計情報を表示します。 

- 監視/通報 

LoadBalancer の監視/通報機能の設をを行います。 

- ヘルプ 

本装置の概要や環境構築方法についてのオンラインマニュアルです。 

• ち側表示欄 

設をされている分散グループを表示します。 

• 中央表示欄 

上部メニューの選択に応じた表示領域です。 
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負荷分散環境の構築手順 

1. 分散ノードの設定を行います。（「分散ノード側の設定」を参照してください。） 

[ LB の分散ノード運用方法] 

LB の分散ノー ドには2つの運用方まがあります。 

(1) 分散ノードに分散ノードモジュールをインス!—ルし、 CPU 負荷分散をはじ 
めきめ細かな運用を行う方法 

(2) 分散ノー ドに分散ノー ドモジュールをインストールせずに、分散ノー ド側じ 
は最低限の設をのみ行う方法 

「(1)」の運用方までは、 CPU 負荷の分散機能、分散ノードの自動認識、コンテンツ 
デリバリ機能が利用巧能です。一方、分散ノード側に分散ノードモジュールをイン 
ストールしたくない場合は r (2)」 の運用方まになります。 

分散ノード側への分散ノードモジュールのインス I —ル、および分散ノードモ 
ジュールをインス I -ールしない設をのみの具体的な方法は別紙「分散ノード用ユー 
ザーズガイド」を参照してください。 

2. 負荷分散を行ラグループの追加設定を行います （ r グループ登録」を参照してくだ 
さい)。 

3. 設定した負荷分散グループに所属させる分散ノードの追加設定を行います（「分散 
ノードの登録」を参照してください)。 

(構築例） 

Management Console じ接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、左のツ 
リーからグループを選択するとじ(下のような画面が表示されます。 Web サーバ固を 
化のクライアントタイプによる設定で、そのグループじは分散ノー ドが3台ある構成 
例です。 

設定後の情報はじ(下のようになります。 
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畐本となる負荷分散方式 

• ラウンド □ ビン (rr) 

分散ノー ドはすべて対等として扱われ、クライアントからの要求を分散ノー ドに順番に 
割り当てます。 

• 最小コネクション (Ic) 

接続された要求数 ( TCP コネクション数)の最も少ない分散ノー ドに、クライアントからの 
要求を割り当てます。 

参重み付けラウンド□ビン (WIT) 、 重み付け最小コネクション (WiC) 


「重みがけラウンド□ビン ( w 「「)」 と「重み付け最ルコネクション ( wic )」 のを分散方式で 
は、静的な重みがけ、または分散ノードの CPU 負荷に応じた動的重み付けを選択できま 
す。動的重みがけを選択した際は、分散方式には wire 、 wicc と表示されます。 


• 一つの 分散グループでいずれか 一つの 分散方式を選択しまず。 

• 異なるグループでは異なる分散方式の選択び可能でず。 


CPU 負荷による動的重み付け 

本装置は、分散ノー ドの CPU 負荷により動的に重み付けを自動更新する機能をサポートして 
います。これを利用することで、 CPU 負荷の低い分散ノードに優先的に振り分けることができ 
永4 〇 

CPU 負荷による動的重み付け機能を使用する場合は、分散ノー ドモジュールの組み込みが必 
要です。モジュールを組み込まなかった場合は、分散ノードステータスが 「 Disable 」 となり、 
重みがけ「1」の状態で分散されます。 


L 4/ L 7 負荷分散について 

LB では、分散グループ作ぶ時に選択する固定化機能じより L 4/ L 7 負荷分散に分類されます。 

• L 4 負荷分散 

ManagementConsole 上での表記：「(固定化を）しない」あるいは 

r (分散ノー ド固定化を）する」 

L 4 レベルで TCP / UDP 上で通信するサービスを負荷分散します。 

応答性能を重視し、ダイレクトレスポンス方式 ( MAT:MAC Address Translation ) とな 
ります。分散ノード^クライアントの「下り」は LB を経由しないことになりますので、 
効率的な負荷分散が巧能です。通常は Web サーバなどのを種サーバの負荷分散はこちら 
で行います。なお、ダイレクトレスポンス方式のため、分散ノードは L 目と同じネットワー 
ク（セグメント）じ配置される必要があります。 


wrO 分散ノー ドへの設定び必要でず。 
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• L 7 負荷分散 

Mana 呂 ementConsole 上での表記： 「( Web ヴーバ固定化を）する」 

L 7 レベルで Web ( HTTP ) に特化した負荷分散を行います。 

こちらは下りも LB を経由しますので、分散ノー ドが別セグメントにいても負荷分散可能 
ですが、反面、 L 4 負荷分散よりもアクセス効率が低下します。 

後述する Web サーバ固を化機能の特殊な固を化を行いたい場合のみ使用します。 


分散ノー ド固定化機能の利用 （ L 4 負荷分散） 

要求元クライアントの IP アドレスにより、 Web サーバ等のを種分散ノー ドを固を化する機能で 
す。要求元クライアントの IP アドレスによる固を化には、さらに2つの設を方まがあります。 

• クライアント個別 

要求元クライアント （ IP アドレス）単位に、分散ノードの固を化を行います。分散ノー 
ドの巧をは負荷分散方式に従います。 

• クライアント IP 

を分散ノードで受け付けるクライアントの IP アドレスを指を(個別と範囲指をがありま 
す）することじより、分散ノードの固定化を行います。 

本機能を利用することで、アクセスするサーバが途中で変わってしまうと問題が発生するサー 
ビスに対応巧能です。つまり、クライアントと分散ノー ド間に、「関連性がある複数のセッシヨ 
ン」が必要な場合に、本機能を使用することで正常な通信が可能となります。 



• 例えば、 LB が Cookie を使う Web サーバを負荷分散している場合に、同 
じクライアントからのアクセスを、 Cookie を保持していないサーバに接 
続すると動作が不正になるなどが発生するとすれば、固を化が必要で 
す。 

• クライアントと分散ノード間の一連の処埋が、単独のセッションで行わ 
れるのであれば固を化は不要です。セッションは、固を化しなくても同 
じ分散ノードと通信することが保証されます。 


LB の直接的なクライアントびプ□キシサーパ’等の場合、 IP アドレスび集約さ 
れ、分散先の固定び片寄る可能性びあります。 
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Web ヴーバ固定化機能の利用 （ L 7 負荷分散） 

Web サーバに特化した特殊な固を化を行う機能です。じ(下の3つのタイプの固を化が行えま 
す。 

• URL 

分散ノード （ Web サーバ）において、受け付ける URL のパターンを設をすることじより 
分散先を固を化することができます。 URL パターンの指をには、 URL 、 ディレクトリ、拡 
張子の3つがあります。 

• i-mode HTML 

i モード端末からのリクエストを、最初のリクエストで分散したノー ドに固を化する機能 
です。 

• クライアントタイプ 

要求元のクライアントが i モード端末かそれ t (外(一般の PC など)かにより分散先を固を化 
する機能です。 


分散ノー ドの待機系機能の利用 

本装置では、分散ノー ドを待機系として設をすることができます。通常運用系として利用する 
ノー ドと違い、通常は分散対象にはならない待機ノー ドです。 

待機系の分散ノー ドは、設定時に運用系のノー ド数を設定し運用系のノー ドがその設定した数 
になると分散対象に力□えられます。また、運用系ノードの数が設定した数より多くなると、待 
機系に戻ります。 


グループ登録 

Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンをクリックし、[グループ追力日] 
をクリ 、ソク して分散グループを登録します。グループには2つの設定方まがあります。 

• グループ簡易設定 

グループを、仮想 IP アドレス、分散タイプの最低限の指定で分散グループが設定できま 
す。分散ノード固を化（クライアント個別）のグループが作成されます。 

• グループ詳細設定 

グループ簡易設をの設を項目 t (外に、ノード自動認識、プ□トコル、ポート番号、固を 
化などの詳細な設定ができます。 
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グループ簡易設定 

t 又下は、グループ簡易設をの画面です。 



グループ簡易設を項目の説明をします。 

• グルー プ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークなを称を設をして<ださい。文字は、アルファ 
ベット ( A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 数字の〜9)、記号 （_ と-)を使用し、63文字じ(内で記述します。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想 IP アドレスを設をしてください。クライアン 
卜からのアクセスはこの仮想 IP で行われます。 

• 分散タイプ 

負荷分散を行うタイプを設をしてください。じ(下の Web , SSL Web + SSL , All からひとつ 
を選びます。 

Web : HTTP ( TCP :80) ポートを負荷分散します。 

SSL : SSL ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 


Web + SSL : HTTP ( TCP :80) ポートと HTTPS ( TCP :443) ポートを負荷分散します。 


All : TCP プ□トコルの全ポートを負荷分散します。使用するポートが判明してい 

る場合は、 All 指をは行わずグループ詳細設をにてポートを設をすることをお 
勤めします。 


上記じ(外は規を值として、分散方式「ラウンド□ビン」、固定化方式「クライアント個別」が 
設定されます。簡易設定を行った後は分散方式と固定化時闇の設定変更ができます。 


W -0 グループ簡易設定では、分散ノード自動認識び有効になります。分散ノードモ 
ジュールを組み込んだ分散ノー ドを自動的に本グループに登録します。 

環境構築び終わった後、運用時には自動認識は不要でずので、[使用しない]に 
変更してください。 
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グルー プ詳細設定 

t 又下は、グループ詳細設をの画面です。 



グループ詳細設定項目の説明をします。 

• グルー プ名 

負荷分散を行うグループとしてユニークなを称を設定して<ださい。文字は、アルファ 
ベ、ソト A 〜 Z 、 a 〜 Z )、 英数字 (0 〜9)、記号しと -) を使用し63文字じ(内で記述します。 

• ノード自動認識 

環境構築時に、分散ノードモジュールをインストールしたノードを橫化し、本グループ 
に自動追力□する機能を使用するかどうかの設をです。本機能を使用する場合、自動認識 
した分散ノードに対して TCP ポートのヘルスチェックを行うか指をできます。 

環境構築が終わった後、運用時には自動認識は不要ですので、[使用しない]に変更してく 
ださい。 

• 仮想 IP アドレス 

負荷分散を行うグループに割り当てる仮想 IP アドレスを設定してください。クライアン 
卜からのアクセスはこの仮想 IP アドレスで行われます。 DNS を利用する場合は、 DNS サー 
パにこの仮想 IP アドレスに対応するドメインをを設ちします。 


プロトコル 

負荷分散を行う通信プ〇トコルを選択します。 
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• ポー ト番号 

負荷分散を行うポート番号を設をしてください。下の Single 、 Range 、 All 、 Multi から 
ひとつを選びます。 

Single : 単ーポートへのアクセスの場合はに ingle ] を選択し、そのポート番号を設定し 

ます。 

Range :使用するポート番号の範囲を指をする場合は [ Range ] を選択し、そのポート番 
号の範囲を 1024-2048 のように [-] で区切って設定します。 

All : すべてのポートを使用する場合は [ All ] を選択します。使用するポートが判 

明している場合は、 All 指定は行わず個別にポートを設定することをお勤めし 
ます。 

Multi : http と https ( SSL ) のように複数のポートを同時に使用する場合は [ Multi ] を 

選択し、ポート番号を80:433のように[:]で区切って設定します。さらに、 
80:443: 1024-1500 のようにポートのレンジ指をも同時に設をできます。 

* Multi 指ををした分散グループでは、 「 LoadBalancer モニタ」画面での統計情 
報の表示に対応しておりませんのであらかじめご了承< ださい(統計情報に 
ついては69ページをご参照ください)。 


分散方式 

負荷分散の方式を選択して < ださい。 


ラウンド□ビン(「「）： 

最ルコネクション ( Ic ) : 

重みがけラウンド□ビン ( w 「「） 


分散先のサーバーを順番に選択して分散を行います。 

分散先のサーバーじ接続されたコネクションが一番 
少ないサーバに分散を行います。 

分散ノードに重みがけを行い、その重み付けによるラ 
ウンド□ビン分散を行います。 


重みがけ最小コネクション ( wic ) :分散ノードに重みがけを行い、その重みがけによる最 

ルコネクション分散を行います。 


参 CPU 負荷による重み付け 

分散ノードの CPU 負荷じよる動的重みがけを行う場合は、[する]を選択します。なお、 
本設定は分散方式で[重み付けラウンド□ビン ( wrr )] または[重みがけ最小コネクショ 
ン ( wk :)] を選択した場合に有効になります。 

CPU 負荷による動的重みがけが有効になっている場合は、分散方式は t (下の表示じなり 
よす0 


CPU 負荷じよる動的重み付けラウンド□ビン ： wrrc 
CPU 負荷による動的重みがけ最ルコネクション ： wicc 
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• 分散ノー ド固定化 （ L 4 負荷分散) 


クライアントが接続する分散ノードを固をしたい場合には「する」を選択します。固を 
化はクライアントのソース IP アドレスを識別して行われます。 

クライアントと分散ノード闇に、「関連性がある複数のセッション」が必要な場合は、分 
散ノードを固を化する必要がありますので「する」を選択します。 

分散ノードの固を化で「する」を選択した場合は、その固を時間を120〜86400秒の間 
で設定する必要があります。固を時間は、クライアントからアクセスが無くなってからク 
ライアントと分散ノー ドの固を化を維持しておくための時闇です。 


W -0 ポート番号で [ Single ] m がを選択した場 S ま、必ず使用「する」になりま 
す。また、ポート番号で [ Single ] を選択した場合の分散ノードの固定化と 
Web ヴーノむ D 固定化は排他になりまず。 


「する」を選択した場合、じ(下の固を化方式を選択します。 

クライアント個別： クライアントごとに分散方式じしたがって固を化する分 

散ノードを巧をします。 

クライアント IP アドレス： 分散ノー ドに固を化するクライアントの IP アドレスを指 

をします。指定外クライアントからのリクエストは、分散 
グループ全体で分散され、いずれかで固を化されます 。 IP 
アドレスが複数の分散ノー ドで重複する場合は、分散方式 
が適用されます。 

• Web ヴーバ固定化 ( L 7 負荷分散） 

W 下に示す URL / i-mode HTML / クライアントタイプの特殊な固定化をしたい場合には 
「する」を選択します。 HTTP プ□トコル情報を識別して固定化します。なお、分散対象 
としては、 Web サーバに限定されます。 



Web サーノくの負荷分散を行う際に、設をする必要があるということはありませ 

Web サーバにおいても通常は L 4 負荷分散を使用します。 L 7 負荷分散を使用する 
のは特殊な固を化を使用したい場合のみです。 


Web サーバの固を化で「する」を選択した場合は、その固を時間を〇〜86400秒の間で 
設をすることができます。固を時間は、クライアントからアクセスが無くなってからクラ 
イアントと Web サーバのセッションを維持しておくための時間となります。* 

* i-mode HTML の場合は時間設定はありません。 

また、ひとつの分散グループ当たりの最大同時接続数を1〜8000の間で設をすることが 
できます。 

ポート番号でに ingle ] を選択し、分散ノードの固を化を「しない」に設をした場合に 
Web サーバ固を化の「する」/「しない」を選択できます。 
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「する」を選択した場合、 W 下の固を化方式を選択します。 


URL : 


i-mode HTML : 


クライアントタイプ： 


HTTP リクエストに含まれる URL 情報じより分散ノード 
を固を化します。固を化時闇を0にした場合は、分散のみ 
で固定化されません。 

i モードコンテンツに分散ノー ドに固有の情報を付力□し、コ 
ンテンツのリンク先を表示する場合は固を化されます。こ 
の方式では、固を化時間に関係な<固を化されます。 

HTTP リクエストに含まれる URL 情報で i モード携帯端末 
とそれじ(外 （ PC など）を識別し、それぞれのコンテンツ 
が格納されたサーバに分散され固を化します。固を化時闇 
を0にした場合は、分散のみで固を化されません。 


Management Gonsole の 
[ LoadBalancer ] アイコンを選択し、左 
のツリーにある登録済みグループをク 
リックします。分散グループの情報画面 
が表示されます。 

分散グループ 

[変更]ボタン： グループの設を内容を変更します。 

[削除]ボタン： グループの削除を行います。 

[追力日]ボタン： グループじ分散ノー ドの追力□を行います。 



• 状態 

Using : 正常状態です。 

Deleted : 何らかの原因で設定が壊れた状態です。 


いったん分散グループを削除し設をし直すか、セーブした設を情報を口ードし 
^巧 て設定:をやり直してください。 


口 stributing : コンテンツデリバリ機能の配信実行中です。 

口 stributing Error : コンテンツデリバリ機能の配信に失敗しました。 
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分散ノー ドの登録 

本装置の Management Console の [ LoadBalancer ] アイコンを選択し、左のツリーにある登 
録済みグループをクリックします。分散グループ情報画面から[追加]をクリックして、分散 
ノードを登録します。 



• ノード名 

分散ノードのサーバを (63 文字じ(内)を入力して<ださい。使用可能な文字は、アルファ 
ベ、ソト ( A - Z ， a - z )、 英数字(0-9)、記号し，-)です。 

• ヴーバ種別 

運用系か待機系かを選択します。待機系を選択した場合は、残り何台になったら運用系 
に遷移するかの台数を指をします。 

• 仮想 IP アドレス 

登録する分散グループの IP アドレスです。 

• 分散ノードの IP アドレス 

分散ノー ドの実 IP アドレスを入力します。 

• クライアン NP (固定化方法にクライアント IP を指定した場合のみ） 

を分散ノードが処理の対象とするクライアントの IP アドレスを指をします。[変更]で削 
除(クリア)します。 

• URL 個定化方法に URL を指定した場合のみ） 

URL のルールを指をします。ルールには URL 、 ディレクトリ、拡張子の3つがあります。 
複数ルールに該当するリクエストは、 URL ^ディレクトリ^拡張子の順で判断します。 
URU レールの記述の際には http :// を付けて指をします。また、大文字/ル文字は区別さ 
れます。陵更]で削除(クリア）します。 URL のルールに指定可能な文字は rA - Z ， a - z ，0- 
9，-，_，ち/，？，し)，@，$」です。 

• クライアントタイプ（固定化方法にクライアントタイプを指定した場合のみ） 

i - mode か PC かを選択します。 

• ウてイト値 

グループ登録時の分散方式の設定で「重みがけラウンド□ビン」または「重みがけ最ル 
コネクション」を選択した場合のみ設定できます。 CPU 負荷による動的重みがけを行う 
場合は自動設定となりますので 、 Dynamic Weight と表示されます。 


ウてイト値は全分散ノードと当該分散ノードに割り当てるウてイト比率とし 
て設定:すると分散の目安となります。 

例えば3台の Web サーバへの分散において、それぞれのマシンの CPU 周ぶ数が、 
400MHz，600MHz，800MHz の場合、単純に CPU パワーの差を処理能力とする 
と、ウェイト値は4:6:8という設をで 800MHz のマシンが一番優先度の高い分散 
か象となります。 
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• ヘルスチェック 

Ping , TCP Port , http から選択します。複数個の選択ちできます。 

ping : 分散ノー ドにに MP _ ECHCLREQUEST を送り、に MP _ ECHO_REPLY 


TCP Port : 

が返るかをチェックします。 

指をしたポート番号で TCP コネクションが磕立できるかをチェック 
します。 

http : 

指をした URL に GET リクエスト送り正常応答 (200) があるかを 
チェックします。 


分散ノードのダウン橫化は、選択されている方式のうちいずれか一つでも応答がない場 
合にに OWN ] とします。 


✓ 

1チ; L ック1 

TCP Port に指定できるポートはひとつです。 

http の通信(こは 80 番ポートを使用します。この設定は変更できません。 


• サーバ タイプ 

分散ノードの 0 S タイプを表し、 linux / win 2 k / win 2 k 3/ sola 「 is があります。 


linux : 

Express 5800 / MailWebserver、MW シリーズ、 CacheServer、CS 
シリーズ、 VC シリーズまたは一般の Linux サーバです。 

win 2 k : 

Windows 2000です。 

win 2 k 3: 

Windows Server 2003です。 

Solaris : 

SolarisS です。 


• 状態 

Active と Disable のみ分散対象となります。それじ(外の状態は分散対象から除外されます。 


Active : 

正常状態です。 

Deactive : 

[停止]で停止された状態です。 

Standby : 

待機系に設定した分散ノー ドが待機の状態です。 

Distributing : 

コンテンツ配信機能が分散ノードへコンテンツを配信中です。 

Down : 

ヘルスチェックの結果、分散ノードがダウンしていると判断された状 
態です。 


分散ノードの電源が投入されていないか、ネットワーク機器等の異常や分散 
ノー ド側のサーバ稼動状態に異常が発生している場合がありますので接続機 
器や分散ノード側の Web サーバ等の稼動状況の確認を行ってくださし、。また、 
ネットワーク機器や分散ノードに異常がない時に、この状態が一時的に表示さ 
れる場合は、ネットワークの高負荷や分散ノードが高負荷状態になっている場 
合がありますので、モニタで確認のうえコーディネータの[設を]で 「ヘルス 
チェック」（分散ノード側）の時間設をを大きくして改善するかを確認してく 
ださい。 
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分散 ノー ドに分散 ノー ドモジ ユー ルが組み込まれ ていない 
分散 ノー ドの分散 ノー ドモジ ユー ルが正常に動作して いなし、 
ネットワーク環境 


負荷が高いネットワークの場合、分散ノードの死活監視の間隔とダウンを検出 
するまでの試行回数をデフォルトの値から変更する（緩和する）ことにより回 
避できる可能性があります。設をについては67ぺージをご覧ください。 


(1) の場合は、分散ノー ドに分散ノー ドモジュールを組み込んでください。 

(2) の場合は、分散ノードを再起動するか、分散ノードモジュールの再インス 
卜ールを行ってください。 

(3) の場合は、ネットワークの負荷等により分散ノードからの情報が取得できて 
いない可能性があります。ネットワーク環境の見直しを行ってください。 


分散ノードを追加したときにこの状態になる場合は、下記の要因が考えられま 
す。 


Deleted : 設をが正しく行われていない状態です。 



Disable : 分散ノー ドとの通信が正常でないため、 CPU 負荷による動的な重み 

付けができない状態です。 



Distributing Error :コンテンツデリバリ機能がコンテンツ配信に失敗しました。 



• [停止]ボタン 

分散ノー ドへの負荷分散を停止します。 

♦ [再開]ボタン 

停止していた分散ノー ドへの負荷分散を再開します。 

• [変更]ボタン 

分散ノー ドへの設を内容を変更します。 

♦ 悄 ij 除]ボタン 

グループから分散 ノー ドを削除します。 


手動で再実行するか、設をを見直して再度設をしてくださし、。 


ネットワーク機器の異常やネットワークの高負荷により発生する場合があり 
ますので、接続機器や負荷状況等を確認してくださし、。復旧しない場合は、何 
らかの原因で設を内容が壊れている場合がありますので、一旦設をの削除を行 
い再度設ををしなおすか、セーブした設を情報をロー ドして設定:をやり直して 
ください。 


12 3 
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分散ノー ドの切り離し/復旧について 

メンテナンスが必要な分散ノードはじ(下の手順で切り離し/復旧が行えます。 

1. メンテナンスが必要な分散ノードを[停止]させる。 

2. 分散ノー ドをメンテナンスする。 

3. 分散ノードを負荷分散環境に接続する。 

4. 該当の分散ノードを[再開]する。 

分散ノードを再インストールする場合は、該当する分散ノードをグループから、いったん[削 
除]し、再インストールが完了後、分散ノードを負荷分散環境に接続した際、グループに分散 
ノードの[追加]を行ってください。 


^ 分散ノー ド(こ分散ノー ドモジュールが組み} A まれ、ノー ド自動認識が有効の場 
医 H 巧 合は、ノードを削除しても自動で追加されますので、自動認識を未使用(こして 
か6行ってください。 


コーディネータ設定項目の説明 

[システム情漸で設を情報を表示させ、[設赶をクリ、ソクすると設を情報の変更ができます。 

• □グ採取期間 

□グを採取する量を日単位で設定します。デフォルトは1日です。採取量を1日とした場 
合、□グは24時闇経過した時点でファイルの始めから採取されます。□グのサイズは状 
ミ兄により変化します。 


• ヘルスチエック ( LoadBalancer ) 


コーディネータ-バックアップコーディネータ間の死活監視間隔とフェイルオーバーを 
開始するまでの試行回数を設をできます。間隔は1〜300秒、回数は1〜10まで設をでき 
ます。デフォルトは闇隔： 2秒、回数： 5回です。 

例えば、デフォルト設定の場合、バックアップコーディネータは2秒闇隔で送られて < る 
はずのコーディネータからの八ートビートが連続5回分確認できなかった場合に、コー 
ディネータがダウンしたと判をし、フェイルオーバー（コーディネータに昇格)します。ダ 
ウン判をまでの時間は最短で10秒、最長で12秒ということになります。 

なお、コーディネータが分散ノードモジュールとの情報交換を行なう間隔ちこの設をに 
同期します。 

• ヘルスチェック(分散ノード） 

コーディネータが分散ノードを監視する闇隔とダウンを橫化するまでの試行回数を設を 
できます。 

間隔は1〜300秒、回数は1〜3まで設をできます。デフォルトは間隔：10秒、回数： 2回 
です。 

例えば、デフォルト設をの場合、コーディネータは10秒間隔で分散ノードへヘルスチェ、ソ 
クを行い、2回連続で失敗した場合に分散ノードをダウンと判をします。ダウン判定まで 
の時間は最短で10秒、最長で20秒ということになります。 

なお、ヘルスチェックとしては、 Ping、TCP Port 、 http が利用巧能です。 
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• CPU 負荷による重み付けの変更間隔 

分散ノー ドの CPU 負荷情報をコーディネータが取得する闇隔を1〜120秒で設定できま 
す。デフォルトは2秒です。 

• モニタ更新間隔 

モニタで探取するデータの更新閨隔を1〜10秒で設をします。デフォルトは2秒です。 

• HTTP ヘルスチェック 

HTTP ヘルスチェックに関する詳細設定です。 

タイムアウト値： 

対象サーパへの HTTP ポート接続待ち、および 、 HTTP GET 要求の応答待ち時闇で 
す。デフォルトは1秒です。1秒〜60秒の間で設定できます。 

HTTP レベルの無応答は分散ノードダウンとする： 

HTTP ヘルスチェックでは 、 HTTP GET 要求に正常ステータス外を受信した場合 
にサーパをダウンとします。本設をは 、 HTTP GET 要求がタイムアウト （ HTTP 無 
応答）し、ステータスが受信できなかった場合にサーバをダウンじするかどうかを 
設定します。 

• TCP 無通信タイムアウト時間 

TCP セッションレベルでクライアントからパケ、ソト ( ACK も含む)が送信されず、無通信 
状態になった場合のタイムアウト値を設定します。この設を時闇の闇無通信だった場合、 
L 目はそのセッションに対する情報を破棄します。 

その後、クライアントからアクセスしたとしても無応答状態になります。デフォルトの 
設定上に無通信になる可能性があるクライアント（画面入力待ちが長 <、その間、全 
くパケットを送信しない端末等）からのアクセスを負荷分散する場合などじ変更を行い 
ます。デフォルトは900秒です。1秒〜3600秒の闇で設定できます。 

なお、タイムアウト値をあまりにも大きくしますと、 L 巨の保持するセッションが大量に 
なり負荷がかかるため、環境じよっては問題が発生ずる可能性があります。デフォルト 
値より大きくする場合は必要最低限の設定にするようお願いします。 

• TCP - FIN コネクション情報保持時間 

クライアントより円 N が送信された後でも、サーバ側がパケットを送信し続ける場合、 
セッション情報を保持する必要があります。その場合に保持する時閨です。通常はデフォ 
ルトの設を上じする必要はありません。デフォルトは120秒です。1秒〜3600秒の闇 
で設定できます。 

• UDP 情報保持時間 

L 目が UDP の負荷分散をしている場合に管理している情報を保持する時間です。 

この情報に従い、じ(前に転送したクライアントからのパケットを、同じ分散ノードに分 
散する動きとなります。 UDP の負荷分散をしている場合に分散先の分散ノー ドを長時間 
区別したい場合は設を時間を延長します。通常はデフォルトの設定じ(上じする必要あり 
ません。デフォルトは300秒です。1秒〜3600秒の闇で設をできます。 
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• □グレベル 

コーディネータで採取する□グ情報のレベルを設ちします。□グは、障害時の解析デー 
夕として利用します。 

レベル1:起動、停止、分散ノー ドダウン、フェイルオーバーなど基本的なイベント 
と、エラー情報を採取します。 

レベル2 :レベル1に加え警告レベルの情報を採取します。 

レベル3 :レベル2じ力□えモジュールのデバッグ情報を採取します。障害時等に解析の 
ため一時的に使用します。この設をを行うと CPU 負荷が高くなりレスポンス 
が劣化する場合がありますので通常は設定しないで<ださい。 


設定情報の保存と復旧 


コーディネータ側の Management Console から、[バックアップ]をクリックすると「設定 
情報バックアップ」画面に W 下のメニューが表示されます。 

バックア、ソプコーディネータ 側の Management Console から [バックアップ]をクリックし 
た場合は、「システム詳細情報のセーブ」のみが表示されます。 

• 設定情報のセーブ 

負荷分散関連の設を情報をファイルにセーブします。設を情報ファイルは、 Web ブラウ 
ザを介してダウン□ー ドされます。ファイルをは 「 iplbirifo . zip 」 です。 

• 設定情報の□ー ド 

セーブした設定情報を□ー ドします。 Web ブラウザを介して設定情報を本装置にアップ 
□ー ドします。 

• 全ての設定情報のクリア 

負荷分散関連の設を情報をすべてクリアします。 

• システム詳細情報のセーブ 

本装置のシステム詳細情報をファイルじセーブします。本データは障害調査などに使用 
します。システム詳細情報ファイルは、 Web ブラウザを介してダウン□ー ドされます。 
ファイルさ)は 「 Ib 4- ud . zip 」 です。 
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LoadBalancer モニタ 

[モニタ情報]をクリックすると、分散状態や統計情報を表示します。 


Group ： ««eb3 Virtual IP: 192.1 城 . 0.3 ProtocohTCP Methodiwlc Persistence:^) 

Server IP address Status Weight Packets/sec Bytes/sec TCP Req/sec CPU Status 

serve 巧 192.168.0 .的 Act 

servers 192.1 68.0.63 Act 

serverl 192.168 .0.61 Act 

server? 192.168 .0.62 Act 

ve 22 1098 閒打 7 79 

ve 31 3521 185028 233 

ve 22 296 14737 14 

ve 况 8286 438821 557 

S" 

■ 

■ 

LoadBalancer CPU Status 

1 1 1 1 1 |50 1 t t i 1 阳〇[紛 





[ 統計情報表示]ボタン 
負荷分散グループの統計情報履歴 
を表示します（次ページ参照）。 


[ グループ選択]リストからは統計 
情報を表示する負荷分散グループ 
を選択できます。 


Group 
Virtual IP 
Protocol 
Method 
Persistence 


負荷分散グループをです。最大 14 文字まで表示されます。 
負荷分散グループの仮想 IP アドレスです。 

負荷分散を行う通信プ〇トコルです。 

負荷分散方式です。 

分散ノード固を化時間です。 


Server 
IP address 
Status 

Weight 

Packets/sec 

Bytes/sec 

TCP Req/sec 


CPU Status 


分散ノードをです。最大 9 文字まで表示されます。 

分散ノー ドの IP アドレスです。 

分散ノー ドの状態です。詳細は分散ノードの「状態」項目 
を参照してください （61 ページ)。 

分散ノー ドに設をされた重みがけです。 

分散ノードに送信した1秒間当たりのパケット数です。グ 
ラフは、20,000パケット/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒間当たりのバイト数です。グラ 
フは、 10 M バイト/秒を最大値とした目安です。 

分散ノー ドに送信した1秒闇当たりの TCP コネクション接 
続要求数です。グラフは、2,000リクエスト/秒を最大値と 
した目安です。 

分散ノー ドの CPU 使用率です。分散ノー ドモジュールを組 
み a んだ場合に表示巧能です。 


LoadBalancer CPU Status 


本装置の CPU 使用率です。 
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統計情報グラフ画面の説明 



区00 min ] は、グラフのスケールを拡大します。グラフ縱軸の数値はスケールじより変化し 
ます。 

[Zoom out ] は、グラフのスケールを縮ルします。グラフ縱軸の数値はスケールにより変化し 
ます。 


プルダウンメニューから表示する統計情報を選択します。 

Packets : 負荷分散によって分散ノー ドに転送したパケット数合計 

Bytes : 負荷分散によって分散ノー ドに転送したバイト数合計 

TCP Requests : 負荷分散じよって分散ノー ドに転送した TCP コネクション接続 

要求数合計 

プルダウンメニューから表示ずるグラフタイプを選択します。 

Line Graph : 統計情報をおれ線グラフで表示します。赤のラインは負荷分散グ 

ループ全体の統計を表します。 

Bar Graph : 統計情報を棒グラフで表示します。負荷分散グループ全体（赤の 

ライン）と分散ノードが比較できます。 


プルダウンメニューから表示する期闇を選択します。 

Month : 過去30日の統計情報を1日単位で表示します。グラフのを備ま、0 

時から次の0時(最新の値は0時から現時点)までの統計です。 

Day : 過去24時闇の統計情報を1時闇単位表示します。グラフのを値は、 

正時から次の正時 ( 最新の値は前の正時から現時点）までの統計で 
す。 


irO Windows XP / 2003 lU 降の製品には Microsoft VM び提供されないため、 

Ito Loa 服 alancer モニタを正常に表示させるために、クライアントマシンに Sun 
の Java Runtime Environment ( JRE ) をインストールずる必要びあります。 

* 本製品出荷時点で動作確認できている JRE のパージョンは、パ’ージョン己.0 
系列でず。 
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LoadBalancer 監視/通報の設定 

Management Console じ接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンー [LoadBalancer 監視/通報] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 



臣おロヴ表示 I 


[設を]をクリックすると、次の画面が表示されます。 





ブロセスま常監視と届巧 

1广監巧しない 

(^監視する化-の311通報 厂） 

1ファイル異常監視と通報 

藍巧しない 

口監視する （E-mail 通報！-) 

1 う エイルオーバーの通が 

|P 通報し。い 

广通報する 

1 —フ 1 イルバックのるが 

[■口 通報しな、 

广通報する 

み散ノードタウンの适巧 

通報し。い 

广通報する 

設を時のテストメール 

构 訂る广 


監巧/通が間隔 

r (分） 


通が先卜 mail アドレス 1:, 1 , 1 . 

1通報先 E-mail アドレス(化認） 



メールサーパ IP アドレス 

il. :, 



适巧先卜 mail ァドレス 

る巧先卜 mail アドレス(な語） 



l | h 0 h>t 


メールサーバ IP アドレス 

1 


1 

設定1 4 

こ ヤンたル1 


• プ□セス異常監視と通報 

LoadBalancer プ□セスおよびコンテンツデリバリプ□セスの異常発生の監視とその発 
生を E-mail で通報を行うかの設を情報です。監視が設をされている場合、 LoadBalancer 
プ□セスおよびコンテンツ配信プ□セスの監視を行います。通報が設をされている場合 
は、 E-mail での通報を行います。さらに自動再起動が設定されている場合、 LoadBalancer 
プ□セスおよびコンテンツ配信プ□セスの異常を橫化すると自動的に復旧を試みます。 

自動再起動が設定されていない場合は、手動での再起動となります。自動再起動の設定は 
LoadBalancer 二重化環境では設定できません。二重化環境において、フェイルオーパー 
が発生した場合は、 コーディネータ側の LoadBalance ヴ□セスは自動的に停止します。 

PaI LoadBalancer プロセスとは、本装置が負荷分散、ノードの管埋などを行うため 

IteSB の専用プロセスのことです。 


• ファイル異常監視と通報 

ファイル異常の監視とその発生を E-Mail で通報するかを設をします。監視する場合は、 
ファイル異常を橫化すると自動的に復旧を試みます。さらに、 E-Mail で通報が設をされて 
いる場合は、 E-Mail での通報を行います。 



ここでいうファイルとは、本装置の負荷分散設をファイル、 LoadBalanc がプロ 
セスのバイナリファイルのことです。 


参フェイルオーパーの 通報 

フェイルオーバーが発生した場合、 E-Mail で通報するかを設ちします。 
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• フてイルバックの通報 


フェイルバックが発生した場合、 E - Mail で通報するかを設をします。 

• 分散ノードダウンの通報 

分散ノー ドのダウンをお化した場合、 E - Mail で通報するかを設ちします。 

• 監視/通報間隔 

デフォルトは1分です。設を可能な範囲は1〜1.440分です。[単位:分] 


• E - Mail アドレス 


通報を行う時の、 E - Mail の送信先アドレスです。通報先は2つまで設をできます。 E-Mail 
通報を選択していない場合は表示されません。 

• メールサーバ IP アドレス 

通報において E - Mail 送信を行う時に使用するメールサーパの IP アドレスです。 E - Mai 随報 
を選択していない場合は表示されません。 

* E - Mail による通報を行う場合は、メールサーバが必要です。 

t 又下の項目は LoadBalancer の動作状態を表示します。 

• LoadBalancer プ□セス 

LoadBalancer プ□セスの動作状態を表示します（正常動作/停止）。 

• コンテンツデリバリプ□セス 

コンテンツデリバリプ□セスの動作状態を表示します（正常動作/停止）。 

• プ□セス起動動作 

LoadBalancer プ□セスまたはコンテンツデリバリプ□セスが停止状態の時に表示され 
ます。[停止プ□セス起動]をクリックすると停止しているプ□セスを再起動します。 

• 監視□グ表示 

[監視□グ表示]をクリックすると、監視□グを表示します。監視□グは□ーテート(それ 
までに記録した□グファイルを退避して、新たに□グを記録しはじめること）設定が行え 
ます。設を方まじついては、 [ LoadBalancer の監視/通漸画面のオンラインヘルプを 
参照してください。 

• 設定時のテストメール 

テストメールを送信するかを選択します。 

設を後、約1分前後でテストメールが送信されます。 

テストメールの形式は下のようになります。 


Subject : Express 5800 / LB 通報テスト 
To : xxx@xxxxx 

From : xxx@xxxxx (《 To と同一の E - Mail アドレスが指定されます) 
馈行） 

Express 5800 / LB からのテストメールでず。 

馈行） 

Express 5800 /LB (このテストメールへの返信はできません） 
( EOF ) 
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- 通報メール形式の説明 

E - Mail で通報するメールの形式はじ(下のようじなります。 


Subject : Express 5800 / LB 通報メール 
To : xxx@xxxxx 

From : xxx @ xxxxx (《 To と同一の E - Mail アドレスが指定されます) 
馈行） 

〜メール本文〜 

馈行） 

Express 5800 / LB にの通報メールへの返信はできません） 

( EOF ) 


一通報メール内容の説明 

〈プ□セス異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB けーパ： 961) でプ□セス異常が発生しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セス異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB けーパ':%1)でコンテンツ配信プ□セス異常が発生しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB けーパ': 961) でファイル (962) の異常が発生しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は異常になったファイルをが入ります。 

〈フェイルオーバーが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB けーパ': 961) へフェイルオーパ'-しました。 

%1は本体のノ \'ックアップサーバをが入ります。 

〈フェイルバックが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB (サーパ':%1)にフェイルバックしました。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈分散ノー ドのダウンが発生した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB けーパ： 961) で分散グループ (962) の分散ノード (963) のダウンをお化しま 
した。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は分散グループをが入ります。％3はダウンし 
た分散ノードのサーバをが入ります。 

〈プ□セスの復旧が完了した場合〉 

YYYY . MM.DD hh : mm:ss - LB けーバ： 961) でプ□セスの復旧が完了しました。 

運風こ問題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してください。 


%1は本体のサーバをが入ります。 
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〈コンテンツ配信プ□セスの復旧が完了した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm:ss - LB (サーバ： 961) でコンテンツ配信プ□セスの復旧が完了しました。 

運用に問題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してください。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した際に自動的に復旧が完了した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm：ss - LB けーパ': 961) でファイル(％2)の復旧が完了しました。 

マスタファイルの内容はリブート後に有効になります。 

運用に問題がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認してください。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は復旧したファイルをが入ります。 

〈分散ノードが復帰した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm:ss - LB (サーバ： 961) で分散グループ(％2)の分散ノード(％3)の復帰を 
お化しました。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2は分散グループをが入ります。％3は復帰した 
分散ノードのサーバをが入ります。 

〈プ□セスの復旧が失敗した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm:ss - LB けーパ': 961) でプ□セスの復旧に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツ配信プ□セスの復旧が失敗した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm:ss -LB (サーパ': 961) でコンテンツ配信プ□セスの復旧に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。％2はファイルをが入ります。 

〈ファイル異常が発生した際の自動復旧が失敗した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm:ss -LB (サーパ': 961) でファイル (962) の復旧に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 

%1は本体のサーバをが入ります。 

〈コンテンツデリバリが成功した場合〉 

YYYY.MM.DDhh:mm:ss - グループ ％1 のイベント％2のコンテンツデリバリが正常終了しました。 

%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 

〈コンテンツデリバリがイベント取得に失敗した場合〉 

YYYY.MM.DD hh:mm:ss - グループ％1のイベント％2は取得に失敗しました。 

異常を調査して<ださい。 


%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 
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〈コンテンツデリバリが失敗しコンテンツの同期がとれていない場合〉 


YYYY . MM.DD hh : mm：ss -グループ％1のイベント％2は配信に失敗しました。 

分散ノー ドは同期がとれていないコンテンツを公開していまず。原因を取り除いた後、配信の再実行が 
必要です。 

異常を調査して < ださい。 


%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 


〈コンテンツデリバリが失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD hh : mm：ss -グループ961のイベント％2は配信に失敗しました。 
分散ノー ドは古いコンテンツを公開していまず。 

異常を調査して < ださい。 


%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 


〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し新しいコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD hh : mm：ss -グループ ％1 のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 
分散ノードは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。 

異常を調査して < ださい。 


%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 


〈コンテンツデリバリが縮退配信に失敗し古いコンテンツを公開している場合〉 


YYYY . MM.DD hh : mm：ss -グループ ％1 のイベント％2は縮退配信に失敗しました。 
分散ノードは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。 

異常を調査して < ださい。 


%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 


〈コンテンツデリバリが公開中に失敗している場合〉 


YYYY . MM.DD hh : mm：ss -グループ ％1 のイベント962は公開中に失敗しました。 
分散ノー ドのコンテンツ公開状況は不明です。 

異常を調査して < ださい。 


%1はグループをが入ります。％2はイベントをが入ります。 


PaI [監視ログ履歴]をクリックすると、監視/通報のログ履歴を表示します。 

だ面 
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ソォーマット 

YYYYMMDDhhmmss : メッセージ 

-丫丫丫 Y は年、 MM は月、 DD は日、 hh は時闇、 mm は分、 ss は秒が入ります。 

- 行頭の巧じついて 

メール通報プ□グラムが正常にメール配信しました。 

X.... メール通報プ□グラムがメール配信に失敗した可能性があります。 

巧の後ろにカツコがき数字がある場合、メール通報プ□グラムが返した0じ(外の戻り 
値を示します。 

メッセージ 


Process error 
Contents Process error 
File error % 1 
Fail Over 
Fail Back 

LBH Down 961962 
Process recover 


Contents Process recover 


File recover % 1 


LBH Recover %! %2 
Process recover error 
Contents Process recover error 


File recover error 961 

Contents Delivery Successful 
961962 

Contents Get error old % 1962 


Contents Distribute error old %1 
962 

Contents Distribute error nosync 
961962 

Contents Distribute with Switch 
error new % 1 %2 

Contents Distribute with Switch 
error old % 1 %2 

Contents Switch error 961 %2 


プ□セス異常が発生しました。 

コンテンツデリバリプ□セス異常が発生しました。 

ファイル％1の異常が発生しました。 

フェイルオーバしました。 

フェイルバックしました。 

分散グループ％1の分散ノー ド％2のダウンをネ矣化しました。 

プ□セスの復旧が完了しました。運用(こ間題がないか 
Management Console の LoadBalancer モニタで分散状況を確認 
してください。 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧が完了しました。運用(こ問題 
がないか Management Console の LoadBalancer モニタで分散状 
ミ兄を確認してください。 

ファイル％1の復旧が完了しました。マスタファイルの内容はリ 
ブート後(こ有効(こなります。運用(こ間題がないか Management 
Console の LoadBalance 斤二夕で分散状況を確認してください。 

分散グループ％1の分散ノー ド％2の復帰をお出しました。 

プ□セスの復旧(こ失敗しました。異常を調査して<ださい。 

コンテンツデリバリプ□セスの復旧(こ失敗しました。異常を調査 
してください。 

ファイル％1の復旧(こ失敗しました。異常を調査してください。 
グループ％1のイベント962のコンテンツデリバリが正常終了しま 
した。 

グループ％1のイベント962は取得(こ失敗しました。異常を調査し 
てください。 

グループ％1のイベント962は配信(こ失敗しました。分散ノードは 
古いコンテンツを公開しています。異常を調査してください。 

グループ％1のイベント962は配信(こ失敗しました。分散ノードは 
同期がとれていないコンテンツを公開しています。原因を取り除 
いた後、配信の再実行が必要です。異常を調査して<ださい。 
グループ％1のイベントグ〇2は縮退配信(こ失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で新しいコンテンツを公開しています。異常を調査 
してください。 

グループ％1のイベント962は縮退配信(こ失敗しました。分散ノー 
ドは縮退状態で古いコンテンツを公開しています。異常を調査し 
てください。 

グループ％1のイベント％2は公開中(こ失敗しました。分散ノード 
のコンテンツ公開状況は不明です。異常を調査してください。 
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ESMPRO / ServerAgent の 「 syslog 監視」機能で指定できるキーワードー覧 


Trap Name 

種別 

Syslog メ、ソセージ 

備考 

L 目関連プ□セス異常 

異常 

LBtrap( 1 ) : IPLB daemon Process Error 


L 目関連プ□セス復帰 

情報 

L 目 trap(2) : IPLB daemon Process Recover 


L 目関連ファイル異常 

異常 

LBtrapO) : IPLB File (961) Error 

961 :ファイルさ） 

L 目関連ファイル復帰 

情報 

LBtrap(4): IPLB File (961) Recover 

961:ファイルさ） 

フェイルオーバ発生 

情報 

LBtrap (己）： Fail Over 


フェイルバック発生 

情報 

LBtrap(6): Fail Back 


分散ノードダウン 

警告 

LBtrap(7): L 目 host Down (Group =961, 
Node = 962) 

961:グループさ）、 

962 : ノードを 

分散ノー ド復帰 

情報 

L 目 trap(8): L 目 host Recover (Group = 961, 
Node = 962) 

961:グループさ）、 

962 : ノードを 

バックアップダウン 

警告 

L 目 trap(9): Backup Coordinator Down 


バックアップ復帰 

情報 

LBtrapdO) : Backup Coordinator Recover 



，■〇 イベントを追力日した場合は、通報先び設定されていませんので、必ず設定して 
ください。 


分散ノード側の設定 


分散ノード側の設定:じついては、バックアップ DVD-ROM 内の 「Express 5800 /LB シリーズ 
分散ノー ド用ユーザーズガイド」 （pdf 形式)を参照して < ださい。 

フアイ J レノ ス： /nec/doc/nodeguide.pdf 


ンテンツデリパリ 


コンテンツデリバリ機能の詳細な説明は、バックアップ DVD-ROM 内の 「Express 5800 /L 目シ 
リーズコンテンツデリバリ機能ユーザーズガイド」 （pdf 形式)を参照してください。 

フアイ J レノ ス： /nec/doc/contents.pdr 


装置の二重化 


本装置を二重化することにより、 LB シリースコーディネータ)がダウンした場合でも、待機系 
の LB シリースバ、ソクア、ソプコーディネータ)が引き継ぎ (フェイ ルオーパー)、サーパへの分散 
を継続できます。 

こ 初期導入設を時にコーディネータかバックアップコーディネータかを還ネ尺し、 

ム^ 二重化時の動作モードを決定:します。 
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二重化時にはコーディネータとバックアップコーディネータとの間でお互いに八ートビート 
による死活監視を行います。死活監視を行うためのメディアは、初期導入設を時にまをします。 

死活監視は W 下のメディアが使用でき、冗長構成を取る場合は複数選択できます。 

• LAN ポート1:データトラフィックと同じラインで死活監視を行います。 

• LAN ポート2:データトラフイ、ソクの影響を受けずに独立して死活監視を行います。 



LAN ポート 1 LAN ポート 2 


二重化時の死活監視の冗長構成では、じ(下のとおりバックアップコーディネータへのフェイル 
才ーバーじ遷移します。 

• LAN ポート2 

LAN ポート2八ートビート喪失 一 LAN ポート1八ートビート喪失ーフェイルオーバー 
開始 

W -0 冗長構成時でも、 LAN ポート1での情報同期データび喪失ずるとフェイルオー 
バーを開始します。 


死活監視の冗長構成設定:は、 Management Console 一[システム]アイコンー [LB 基本設定:]で変 
要できます。 
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AFT/ALB 


本装置では初期導入設を後、 Management Console より AFT/ALB を設をすることにより、 N に 
の 2 重化が巧能です。設定を行う画面箇所については 4 章を参照<ださい。 

AFT (Adapter Fault Tolerance • active-backup ) モード 

AFT モードでは、 LAN ポート 1(eth0) と LAN ポート 2(eth1) を 1 つの仮想アダプタ (bondO) とし 
て機能させることにより、プライマリポートが故障した場合、即座にバックアップポートに切 
り替え運用を継続させることができます(プライマリポートの IP アドレス及び MAC アドレス 
をバックアップポートが継承)。 

ALB(Adaptive Load Balancing • balance-alb ) モード 

ALB モードでは、 LAN ポート 1(eth0) と LAN ポート 2(eth1) を 1 つの仮想アダプタ (bondO) とし 
て機能させることじより、をポートに通信を分散し、スループ、ソトを向上させることができま 
す。 

変更時の動作説明 

• 標準か 5 AFT / ALB へ変更する際の動き 

LAN ポート 1(eth0) の設定が、仮想アダプタ (bondO) に引き継がれます。 

LAN ポート 2(eth1) にもともと設定されていた情報は消去されます。 

• AFT / ALB か！5標準へ変更する際の動き 

仮想アダプタ (bondO) の設定が、 LAN ポート 1(eth0) に引き継がれます。 

LAN ポート 2(eth1) は設をがされていない状態になりますので、必要があれば設をを行い 
ます。 


ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO/ServerAgent は化荷時にインス I ル済みですが、固有の設定がされていません。 

下のオンラインド车ュメントを参照し、セットアップをしてください。 

( r システムの再インストール」を行った場合も同様に、再度設定が必要となります。） 

添付のバ、ソク アツ プ DVD-ROM:/nec/doc/ 300 /esnnp 「 o.sa/use 「 s_v42.pdf 


t なこ ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がィ 

ンストール済みです。ご利用には別途契約が必要となります。詳しくはお買い 
求めの販売店または保ずサービス会社にお問い合わせください。 


W "0 シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインし 
た後、設定作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してくださ 
し、。デフオルトのシェル環境の場合は下のコマンドを実行ずることで変更で 
をまず。 


杜 export LANG 二 C 
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システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 


「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か5システムを起動して操作しまず。 

Bta 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か5起動させるためには、事前にセットアップ 
び必要です。已章を参照して準備してください。 


1. 3.日インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESS 巨 UILDER から起動して旧〇饥 Selection」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu(Normal nnode)]-[Maintenance Utility ] を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視-管理するアプリケーションをインス!-ールします。次ページ 
を参照してください。 
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管理 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 
「ESMPRO/Se「ve「Manage「」 と 「DianaScope」 が用意されています。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインスI-ールすることによりシステムの管理が容易に 
なるだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができます。 

ESMPRO/ServerManager と DianaScope のインストールについては5章、または 
「EXPRESSBULDER」DVD 内のオンラインド羊ュメントを参照してください。 
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巧セットアップ 


再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムを起動できなくなった場合な 
どに、添付の「バックアップ DVD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシ 
ステムを起動できるようにするものです。じ(下の手順で再セットアップをしてください。 


システムの再インス I ル 


wO 再インストールを行うと、サーバ内の全データが消去され、出荷時の状態に戻 
■to ります。必要なデータがヴーバ内に残っている場合、データをバックアップし 
てか5再インストールを実行してください。 


再インス!-ールには、本体添付のバックアップ DVD - ROM と、インストール/初期導入設を用 
ディスクが必要です。 

まず、「初期導入設を情報の作成」の項を参照して設を情報の作成を行います。その後、設を 
情報が書き込まれているインストール/初期導入設を用ディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディ 
スクドライブに、 r バックアップ DVD - ROM 」 を DVD - ROM ドライブにそれぞれ挿入し 、 POWER 
スイ、ソチを押して電源を ON にします。 



このとき、本体前面の COM ポート B(COM B ) にコンソールを19,200 bps の転送 
速度で接続すると、コンソールログを参照することができます。 


しばら < すると「インストール/初期導入設を用ディスク」から設定情報を読み取り、自動的 
じインストールを実行します。 


このとき、確認などは一切行われずにインストール作業が開始されるため、十 
分を意してください。 


約15分程度 （ RAID 構成の場合は約30分）でインストールが完了します。インストールが完了 
したら、 DVD - ROM が自動的にイジェクトされ、本体は再起動します。再起動中に自動的に初 
期導入設定情報を用いたセットアップが行われますので、起動が完了するまで、「インストー 
ル/初期導入設を用ディスク」は抜かないで<ださい。 

30分程待っても、 DVD - ROM がイジェクトされず、 DVD - ROM へのアクセスも行われていない 
場合は再インストールに失敗している可能性があります。本体を再起動して、 DVD-ROM /フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインストー 
ルできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 
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インストール/初期導入設定用ディスクの作ぶ 


前述の「初期導入設を情報の作ぶ」を参照して<ださい。すでにインストール/初期導入設を 
用ディスクを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設をし直してください。た 
だし、設を内容を変えたいときは、新たにインストール/初期導入設を用ディスクを作り直し 
てください。 

製品に添がされている「インストール/初期導入設を用ディスク」を紛失、あるいは破損され 
た場合は、「インストール/初期導入設を用ディスク」を再作成ずる必要があります。再作成の 
手順は179ページを参照してください。 
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システムの管!！ 


この章では、 Web ベースの運用管理、ソールである 「 ManagementConsole 」 を利用した設定 • 
管理について説明します。 

Management Console について （84 ぺージ） 

本装置をクライアントマシンから操作ずる際に使用する Web ブラウザベースの 
「Management Console 」 が提供する機能について説明します。 

システム管理者のメニュー （8 日ページ） 


Management Console に「システム管理者」として□グインしたときに利用で 
きるメニューについて説明します。 










84 Management Console I こついて 


Management Consolel こ O し A て 

ネットワーク上のクライアントマシンから Web ブラウザを介して表示されるのが 
「Management Console 」 です 。 Management Console から本装置のさまざまな設定:の変更や 
状態の磕認ができます。 


利用をの権お 


本装置の管理者は「システム管理者」と呼ばれ、さまざまな管理権限を持ちます。 
システム管理者の ユーザー をは [ adminJ ひとりだけです。 


Management Console のセキユ U ティモード 


Management Console では、日常的な運用管理のセ羊ュリティを確保するため Management 
Console に2つのセ丰ュリティモードをサポートしています。 

• レベル1(パスワード） 

パスワード認証じよる利用者チェックを行います。ただし、パスワードや設を情報は暗 
号化されません。 

• レベル2 (パスワード+ SSL ) 

パスワード認証に力□えて、パスワードや設を情報を SSL で暗号化して送受信します。自 
己署名証明書を用いていますので、 Web ブラウザでアクセスする際に警告ダイア□グ 
ボックスが表示されますが、[はい]などをクリックしてください。 

デフォルトの設をでは、「レベル2」となっています。セ丰ュリティレベルを変更する場合は、 
Management Console 画面の [ ManagementConsole ] アイコンをクリックして設定:を変更 
してください。また、同画面で操作可能ホストを設をすることにより、さらに高いレベルのセ 
车ュリティを保つことができます。 
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システム管埋ちのメニュー 

ここではシステム管理者が利用できるさまざまなサービスの設をや操作方法などを説明しま 
す。 


Management Console への□グイン 


システム管理者は 、 Management Console を利用することにより、クライアントマシンの Web 
ブラウザからネットワークを介して Management Console のあらゆるサービスを簡単な操作 
で一元的に管理することができます。じ(下にをセ丰ュリティモード I こおけるアクセス手順を示 
しまう。 


• Mana 呂 ement Console へのアクセスには、プ□キシを経由させないで 
<ださい。 

• レベル2では、 HTTPS プ□トコル、ポート番号已04己3を使用します。 


レベル1の場合 

1 . クライアントマシンで Web ブラウザを起動する。 

2. [アドレス](または嗎所]など）に rh け P :// く本装置の IP アドレスまたは 
FQDN >: 己0090/」と入力する。 

3. 「 Mana 呂 ement Console 」 画面で、[管理者用]をクリックする。 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセツトアップ時に指定した管理ちパスワードを入力する。 


レベル2の場合 

1 . クライアントマシンで Web ブラウザを起動する。 

2. [アドレス](または嗎所]など）に rh け PS :// く本装置の IP アドレスまたは 
FQDN >: 日日4日3/」と入力する。 

3. 警告ダイア□グボックスが表示されたら、[はい]などをクリックして進む。 

4. [Management Console ] 画面で、[管理ち用]をクリックする。 

己.ユーザー名とパスワードの入力を要求されたら、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセツトアップ時に指定した管理ちパスワードを入力する。 


各画面のち上にある「ヘルプ」リンクをクリックすると、オンラインヘルプび 
表示されまず。項目毎の説明、設定例などを記載していますので、ご覧くださ 
し、。 
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Management Console に□グインできたら、夕じ示す画面が表示されます。 

システム管理者用トップページ 



Web ブラウザ上から設定した項目（アイコン）をクリックする 
と、それぞれの設定画面に移動することができる。 


[Management Console の画面構成】 

• システム管理者用トップページ 

- ディスク*^ 

- サービス 

- パッヶージ*^ 

- システム 

— LoadBalancer (3 章を参照してください） 

- コンテンツデリバリ機能 >で 
— Management Console 

*1 本書では説明していません 。 Management Console のオンラインヘルプを参照して 
操作してください。 

*2 本書では説明していません。 DVD - ROM に掲載されているオンラインマニュアルを 
参照して操作してください（ファイルパス： / nec / doc / contents . pdf )。 
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システム 


Management Console 画面左の[システム]アイコンをクリックすると[システム]画面が 
表示されます。 



システム停止/再起動 


[システム]画面の[■システム停止/再起 
動]一覧から[システムの停止]、および[シ 
ステムの 再起動]を実行できます。 



システムの停止 

[システムの停止]をクリックすると「システムを停止します。よろしいですか？」とダイア 
□グが表示されるので停止する場合は[はい]を、停止したくない場合は[丰ャンセル]をク 
リックしてください。 

[はい]をクリックすると、シャットダウン処理をした後、システムの電源が OFF になります。 
本体前面の POWER ランプが消灯したことを確認してください。 


システムの再起動 

[システムの再起動」をクリックすると「システムを再起動します。よろしいですか？」とダ 
イア□グが表示されるので再起動する場合は[はい]を、再起動した<ない場合は[车ャンセ 
ル]をクリックしてください。 

[はい]をクリックすると、シャットダウン処理をした後、システムが再起動します。 
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状態 


「システム」画面の「■状態」一覧から W 下 
のシステム状態を確認できます。詳しくは 
Management Console のオンラインヘルプ 
を参照してください。 



が態 I 

— 

CPU/ 班 E リほ用が兄... 


ネットワーク利用げ;'兄… 


づ口 t ス実巧れ'巧... 

ネットワーク巧続げ;'足… 

るおおみ i きが... 

を招’ち幸丘.. 






• CPU / メモリ使用状況 

CPU とメモリの使用状況をグラフと数値で表示します。約10秒ごとじ最新の情報に表示 
が更新されます。 

• プ□セス実行状況 

現在実行中のプ□セスの一覧を表示します。 

• 名前解決診断 

DNS サーバの動作を確認することができます。 

• ネットワーク利用状況 

ネットワーク利用状ミ兄ををネットワークインタフエースごとに表示します。約5秒ごとに 
最新の情報に表示を更新することができます。 

• ネットワーク接続状況 

をポートごとの接続状況を表示します。約5秒ごとに最新の情報に表示を更新することが 
できます。 

• 経路情報 


け目手ホスト:」じホストをを入力して「表示」をクリックすると、そのホストまでの経路 
情報を表示します。 


その他 

「システム」画面の「■その他」一覧から 、 U 
下の機能を利用できます。詳しくは 
Management Console のオンラインヘルプ 
を参照してください。 

• システム情報 

装置に割り当てたホストを、および 0 S に関する情報が表示されます。 

• AFT / ALB モード 

LAN ポート1、 LAN ポート2の AFT / ALB 設ををすることができます。 
詳しくは78ページを参照してください。 

• ネットワーク 

ネットワーク設をを行うことができます。 


■ その他 II 

システム’店報... 

ログ首巧... 


AFT/ALB モード... 

LB を本設定.. 


ネットワーク… 

B ミ刻設定.. 


バックアッブ/リストア... 

たキユリテイ... 


音巧をバスワード… 

システム起か巧ち時間... 
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• バックアップ/リストア 

本装置では、「バックアップ」を使用する必要が特にありません 。 Management Console 
に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンー「バックアップ」一「設定:情報のセーブ」をク 
リックして、設を情報をセーブしてください。設定情報を□ー ドするには、 
[ LoadBalancer ] アイコンー「バックアップ」一「設定:情報の□-ド」から行ってください。 

• 管理者パスワード 

管理者 radminj のパスワードを変更します。をパスワードは6文字上8文字下の半 
角英数文字(半角記号を含む)を指定して < ださい。 

• □グ管理 

システムの□グファイルの表示およびファイルの□ーテーシヨンの設をを、を□グファ 
イルごとに行うことができます。 

• LB 基本設定 

コーディネータ、バックア、ソプコーディネータ、分散ノードで使用する通信ポートの設 
定、死活監視の冗長デバイスの設定ができます。 

• 時刻設定 

システム時刻を設定できます。 


• セキュリティ 


TCP Wrapper の設定を行います。 

• システム起動待ち時間 

通常は設定変更の必要はありません。クラスタ構成にする場合に必要に応じて設定して 
ください。 
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巧巧•管！！ソフトウェア 


システムを監視-管理するための専用ソフトウエアについて説明します。 

EXPRESSBUILDER (92 ページ） 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD からの起動方まと EXPRESSBUILDER が提 
供する機能について説明しています。 

ディスクアレイコンフィグレーション （97 ぺージ） 

RAID システムを構築している場合のその構築方法について説明します。 

Universal RAID Utility (99 ぺージ） 

本装置の RAID コント□ーラの管理、監視を行うアプリケーションについて説 
明しています。 

保守ツール（100ページ） 

専用の保守ユーティリティの使い方について説明しています。 

システム診断 （104 ページ） 

専用の診断ユーティリティの使い方について説明しています。 

DianaScope (107 ぺージ） 

ネットワークやシリアルポートを使って装置をリモートで保守することができ 
るアプリケーション 「 DianaScope 」 について説明しています。 

ESMPR 0 (108 ぺージ） 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD および「バックアップ DVD - ROM 」 にバン 
ドルされている InterSec シリーズ統合管理アプリケーション 「 ESMPR 0」 に 
ついて説明しています。 

エクスプレス通報サービス （109 ページ） 

本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保守サービスセンターへ通報す 
るアプリケーション視リ途契約が必要です）について説明しています。 
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EXPRESSBUILDER 


EXPRESSBUILDER は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウてアです。 


起動方法 


本体の光ディスクドライブに EXPRESSBUILDER をセツトして、電源を ON にすると起動しま 
す。 


BIOS の設定を間違えると、 DVD か5起動しない場合びありまず。 
EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS SETUP ユーティリティ 
で光ディスクドライブび最初に起動するよう順序を変更してください。 

確認ずるメニュ ー ： 「Boot」 



Windows に 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットすると管埋アプリケーシヨン 
のインストールやドキユメントの閲覧ができる「才ートランで起動するメ 
ニュー」が表示されます。 


起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方まがあります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従って起動してください。 

1 . 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続する。 

2. 本体の光ディスクドライブに 「EXPRESSBUILDER」DVD をセットする。 

3. 本体の電源を日 FF/ON してシステムを再起動する。 

リブート後、管理 PC の画面上にトップメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 PC 
から実行できるようになります。 

LAN 接続された管理 PC か!5の起動 

DianaScope を使用します。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内の 「 DiamScope オンラ 
インド丰ュメント」を参照してください。 

ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC か6の起動 

DianaScope を使用します。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内の 「 DianaScope オンラ 
インド丰ュメント」を参照してください。 
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各メニューの起動について 


rEXPRESSBUILDERJ DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、下 
のようなメニューが起動します。 


Boot seLect 1 on 


Os 1 nsta L Lat i on ホホホ def au L t ホホホ . ① 

Too L menu ( Norma L mode ). ⑨ 

Too L menu ( Redi rect i on mode). ③ 


—"O 本ツールは Configuration Tool であり 、 Windows PE 2.0 を使用していま 
ず。72時間継続して使用すると自動的に再起動されますのでごを意くださし、。 


① 日 S installation 

本項目を選択すると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 


EXPRESS 目 UILDER 


step 1 您 - 

y ニューぞ涅巧して、。大へ」ボタンを巧してください。 

•RAID 巧寡や0巧インストールする巧合は、 r シームレスたットアッブぞ実行する」ぞ迭巧してくださし k 
•巧菓ぞが了する場合は、 「EXP 邸な BUILDER をが了する J を遇巧してください。 


NEC 


巧シームレスわットアッブぞ実行する 


广 Windows 巧 OEM-Dis 访巧巧する 



广 Linux Recove が{ーティシヨンぞ巧巧する (Liwax サービスたツト巧） 
广 RA ののコンフィヴレーンヨン巧ま R をたーブのードする 
广 EXP 班な抓 ILDE 妇こドライ J 巧ロードする 


广 EXP 班 SSBUILDE 妨巧了する 


J ホへ 
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② Tool menu (Normal mode ) 

本項目を選択すると、ツールメニューが起動します。 



巧守/誌ミ用のユー,ティリティです。- T 

— Maintenance Utility ではシステム巧巧の表示、管巧、^定などを行います。„ 

- BIOS/FW Updating では日 IOS やち•桂ファームウェア⑩ぞ巧を巧います。 ^ 

- ROM-DOS Startup FD では ROM - DOS をちお)できるフロッピーディスクを作ぶします。 

— Test and diagnosticsTC 装置の試おや診巧を|^^ます。 

— System Management では BMC 巧巧の表示、設定などを巧います。 （ BMC ヴポート時のみ） 


このメニューから、じ(下のような保守/設を用の機能を起動することができます。を 
機能の詳細じついては、保守ツールの章を参照してください。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動します。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします。 

C) ROM-DOS Startup FD 

ROM-DOS 起動 FD を作成します。 

d ) Test and diagnostics 
システム診断を起動します。 

e ) System Management 

システムマネージメント機能を起動します。 
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③ fool menu (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS 〕 ンソールリダイレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作する場合にのみ選択してください。 

一^ リモート KVM 機能を使用しているときは、本項目ではなく②の項目を選択して 
I チェック I くださし、 



このメニューから起動できる機能は、②のメニューから起動できるものと同等です。 
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才ートランで起動ずるメニ 


Windows 2000 + E 6.0、 WindowsXP 、 Vista または Windows Server 2003が動作しているコ 
ンピュータ上で添付の忙 XPRESSBULDER 」 DVD をセットすると、才ートラン機能じより 
自動的にメニューが起動します。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


Menu items 


ご -ドキュメントを說む 
. J ソフトウアをセツトス-ツプすを 

打、 

.バ 

入ニユーを阴しる 




PaI セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
ム^に巧 ような場合は、エクスプローラから「マイコンピュータ」を還択し、セットし 
た光ディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてくださし、。 


メニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエアのインストールやオンラ 
インド车ュメントを参照することができます。 


PaI オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提イ共されているちのちあ 
ム ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の 
Adobe Reader がインストールされている必要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システム社のインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウじ表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるショートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は、メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行してください。 


wO DVD を光ディスクドライブか5取り出す前に、メニューおよびメニューか5 
起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ディスクアレイコンフィグレーシヨン 

ディスクアレイコンフィグレーションは RAID コント□ー ラに接続されている八ードディスク 
数に応じて自動的に論理ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

RAID コント□ーラに八ードディスクを接続して RAID の新規設を•再設をを行う場合に使用し 
ます。 


使用上のを意 


ディスクアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

• コンフィグレーション済みの RAID コント□ーラを使用する場合、新規に論理ドライブ 
を作成する前に、既存のコンフィグレーション情報をクリアする必要があります。コン 
フィグレーション情報をクリアすると、既存のデータは失われますのでごを意くださ 
い。 

• 本ユーティリティで RAID の設をを行う場合、 RAID コント□ーラに接続する八ードディ 
スクの容量はすべて同じで、かつ READY 状態である必要があります。 

• 本ユーティリティでは、指定された八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大 
容量を使用し、単一の論理ドライブを作成することができます。 

• RAID の設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID 構成を指定してください。 
指をされた八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大容量を使用し、単一の論 
理ドライブを作成します。 

• RAID の新規設を、再設をを行った場合、コンフィグレーション情報をフ□、ソピーディ 
スクじ保存してください。 
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ほ。方法 


W 下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 

1. 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD わ、らシステムを起動する。 

EXPRESSBULDER の起動方まは、92ぺージの fEXPRESSBUILDERJ を参照して 
ください。 

管理 PC の画面にトップメニューが表示されます。 

2. 「ツールメニュー」を表示する。 

3. ツールメニューから「ディスクアレイコンフィグレーション」を選択する。 

ユーティリティが起動し、 RAID コント□ーラに接続された八ードディスクドライブ 
の状態と論理ドライブの状態をチェックします。 

すでに論理ドライブがを在する場合や READY 状態外の物理ディスクが存在する 
場合、現在のコンフィグレーション情報をクリアするかどうかの磕認のメ、ソセージ 
が表示されます。 

- 「 Y 」 を選択した場合 

コンフィグレーション情報をクリアした後、設定:可能な RAID 構成が表示されま 
す。 

- 「 N 」 を選択した場合 

ユーティリティを終了します。 

4. 設定したい RAID 構成を選択し、番号を入力する。 

作成する論理ドライブのを種パラメータが表示され、確認メッセージが表示されま 
す。 


-表示された内容で論理ドライブを作ぶする場合 


「 Y 」 を選択します。 

自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

-論理ドライブの容量を変更する場合 
「3」を選択します。 

容量は画面上に表示される入力指を範囲内 ( MB 単位)で指定します。容量の入力 
が完了したら、再度、作ぶする論理ドライブの確認メッセージが表示されます。 
入力した値が画面上に表示されていることを磕認し、 「 Y 」 を選択します。 
自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

複数の論理ドライブを作成する場合はこの手順を繰り返します。 

- RAID 構成を再指をする場合 
「 N 」 を選択します。 

論理ドライブをまだ作成していない場合は、 RAID 構成の再指をが巧能です。 
論理ドライブを1台 W 上作成している場合は、 「 N 」 を選択するとユーティリティ 
は終了します。 


上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了です。 
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Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、 JU 下の RAID コント□ーラの管理、監視を行うアプリケーションで 
す。 

• N 8103 -1 16 RAID コント□-ラ （128 MB，RAID 0/1) 

• N 8103 -1 17 RAID コント日ーラ （128 MB，RAID 0/1/5/6) 

Universal RAID Utility のインス!ルおよび操作方ま、機能については、添付の 
EXPRESSBUILDER じ収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガイド」 
を参照してください。 

ユーザーズガイドのインストール、アンインストールに関する 
記載について 

「 EXPRESSBUILDER 」 DVD じ収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガ 
イド」には 、 Universal RAID Utility のインストール、アンインス!ルじついて記載してい 
ます。これらの記述は InterSec シリーズには該当しないのでを意してください。 InterSec シ 
リーズでは 、 Universal RAID Utility は工場化荷時にインストールした状態で化荷しています。 
特にインストールする必要はありません。また 、 Universal RAID Utility は、 InterSec シリーズ 
の RAID システムを管理するために必須のユーティリティです。アンインス!-ールしないでく 
ださい。もし、誤ってアンインストールしてしまった場合、 InterSec シリーズのバックアッ 
プ DVD - ROM を使用してシステムごと再インスI-ールする必要があります。 


ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コント□ー ラを搭載するコンピュータをネットワー 
ク経由で管理する機能をサポートしていません。 



100 保守ツール 


巧巧ッール 

保守ツールは、本製品の予防保守、障害解析、設を等を行うためのツールです。 


巧守ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動します。 


1. 周辺機器、本装置の順に電源を日 N にする。 

2. 本装置の光ディスクドライブへ 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセツトする。 

3. DVD をセットしたら、リセットする（く Ctrl > + く Alt > + く Delete 〉 キーを押す) 


か、電源を日 FF /0 N して Express ヴーバを再起動する。 

DVD からじ(下のようなメニューが起動します。 



两"〇 メニューの初期選択は 「0 s installation 」 となつています 。 Boot selection 
メニュー表示後、10砂間操作び行われない場合は 、 ros installation 」 が自 
動で起動します。 


4. □—カルコンソールを使用する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は [Tool menu (Redirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 

W 下に示すツールメニューを表示します。 



日.各ツールを選択し、起動する。 
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巧巧ツ_ルの機能 


保守ツールでは下の機能を実行できます。 

• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPR 0 が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の確認ができます。 


W-0 オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用するプ□グラムでず。才 
■to フライン保守ユーティリティを起動ずるとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
法を示ず説明）がありまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリ 
テイの操作を熟知している保守ヴービス会社に連絡して、保守員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、 W 下の機能を実行できます。 

- IPM 晴報の表示 

IPMKIntelligent Platform Management Interface ) I こおけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守を換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、巧換部品を特定す 
ることができます。 

- 目 I 0 S セットアップ情報の表示 

目 I 0 S の現在の設定値をテ丰ストファイルへ化力します。 

- システム情報の表示 

プ□セ、ソサに PU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テ羊ストファイルへ化力 
したりします。 

- システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退撒をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できます。 

- システム マネージ メント機能 

BMCX 巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜 制御機能を使用するための設をを行います。 
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• BI0S/FW Updating 

8番街で配布される「各種 BI 0 S / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
BI 0 S/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種 BI 0 S / FW の 
アップデートモジュール」については次のホームページじ詳しい説明があります。 

『 8 番 街』： http//nec8.com/ 

各種巨 I 0 S / FW のアップデートを行う手順は、配布される「を種目 I 0 S / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 

W"0 BI0S/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなく 
なります。 


• R0M-D0S Startup FD 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 

• Test and diagnostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の機能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を橫査します。システム診断を実行すると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動します。104ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

BMC (巨 aseboard Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート制 
御機能を使用するための設定を行います。 

このメニューから起動する機能は 、 Maintenance Utility のシステムマネージメント機能 
から起動するちのと同じです。 
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ンソールレス 


保守ツールは、本体に羊ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セツトアツ 
プを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っています。 


• 本装置 m がのコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 

ないでください。故障の原因となりまず。 

参 コンソール レスでは 、 「Boot Selection 」 メニュー 中の [Tool menu 
(Redirection mode )」 を還択して下さい。その他を還択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続に 0 M 目）された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 DianaScope 」 オンラインド车ュメントを参照してください。 


• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えな 
いでください。光ディスクドライブび最初に起動するようになっていな 
いと使用でさません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作するためには、操作ずる管理 PC と 
の通信方法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル」を格納したフ 
□ッピーディスクを必ず FD ドライブに挿入しておく必要びありまず。 

r 設定情報ファイル」はツールメニューのシステムマネージメント機能 
や、 DianaScope Confi 呂 uration で作成することびできまず。「設定情 
報ファイル」はフ□ッピーディスクのルートディレクトリに必ず m 下の 
ファイル名で作成してください。 

く設定情報ファイル名>: CSLLESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の終了方法 m がの手段（電源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションび正常にでさない場合 
びありまず。設定ファイルで再度設定を行ってください。 



BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 
参 LAN Controller: [Enabled] 

• Serial Port A: [Enabled] 

• Serial Port A I/O Address: [3F8] 

• Serial Port A Interrupt: [IRQ 4] 

参 Serial Port B: [Enabled] 

• Serial Port B I/O Address: に F8] 

• Serial Port B Interrupt: [IRQ 3] 

参 BIOS Redirection Port: [Serial Port B] 

参 Baud Rate: [19.2K] 

• Flow Control: [CTS/RTS] 

参 Console Type: [PC ANSI] 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESSBULDER 」 の 「Tool mem 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム彰断には、次の項目があります。 

• 本体に取りがけられているメモリのチェック 

• CPU 车ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W -0 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それびありまず。 


魁 '心ドディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行し、ませ 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（羊ーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス） 
があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 


" tO r 保守ツール」では、コンソールレスでの通信方洒こ LAN と COM ポートの2つ 
の方法を記載していますび、コンソールレスでのシステム該断では COM ポー 
卜のみを使用ずることびでをまず。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を使ってシステムを起動する。 
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日.本体のコンソールを使用して起動する場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択す 
る。 


システム(こよっては 、 Language selection メニューが表示される場合がありま 
区エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は fJapaneseJ を選択し 
ます。 


6. TOOL MENU の 「Test and diagnostics ] を選択する。 

Test and diagnostics の 「 End - Use 「 Mode 」 を選択してシステム彰断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験ウィンドウ 
タイトル 

試験結果 


試験簡易 
ウインドウ 


ガイドライン 


試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時闇および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する丰一の説明を表示します。 


試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で<[が6「>车一を押すと試 
験の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを橫化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
ホく反転表示し、ち側の結果に fAbnormal End 」 を表示します。 

エラーを橫化した試験にカーソルを移動しく£が6「>车一を押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの販売店、または保守サービス会 
社に連絡してください。 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押す。 

じ(下のエンドユーザーメニューを表示します。 

TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 

I — Enduser Menu —i 


<Device Lis わ 
<Log Info 
<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 巨 vie 白 Ust > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保存することができま 
す。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフ□、ソピーディス 
クをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、く Save ( F )> を選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できます。 

く R 巨 boot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 UILDER から起動します。 

9. EXPRESS 巨 UILDER を終了し、光ディスクドライブわ、ら DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2.で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 
t 又上でシステム診断は終了です。 
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DianaScope 

DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウェアです。 
DianaScope の機能やインストール方法についての詳細はオンラインド车ュメントを参照し 
てください。 



本製品において DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセン 
巨!^ ス ( UL 1198-001 または UL 1198-011) が必要です。本製品じは]:>(下のサーバラ 
イセンスが添付されています。 

参 UL 1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 
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ESMPRO 


ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent は、システムの安を稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウエアです。構成情報や稼動状ミ兄を管理し、システムの異常を橫化した 
際にシステム管理者へ通報することじより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を 
可能にします。 

添付の「バックアップ DVD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
ServerAgent 」 が格納されています。 ESMPRO / ServerAgent と通信を行いネットワーク上の 
管理 PC から本装置を監視するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 は 
rEXPRESSBUILDERJ DVD に格納されています。 

• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerMamger の動作環境やインス!ル方ま、アンインストール方まおよ 
び運用時のを意事項じついては rEXPRESSBUILDERJ DVD にある 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「インストレーシヨンガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーシヨンで 
す。 ESMPRO / ServerAgent じ関する詳細な説明は本体に添付の「バックアップ DVD - 
R 0 M 」 内じあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添付のバ、ソクアツプ DVD - ROM : / nec / doc /300/ esmpro . sa / users _ v 42 .pdf 

ESMPRO / ServerAgent は化荷時の八ードディスクにインス I ル済みです。また、再イ 
ンストールの時ち自動的にインストールされます。 
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エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を保守セン 
ターに自動通報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することじより、システムの障害を事前に察知したり、障害発生時に迅速に 
保守を行ったりすることができます。 

エクスプレス通報サービスは化荷時の八ードディスクにインストール済みです。また、再イン 
ストールの時ち自動的にインストールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためには、別途契約が必要となります。詳しくは、お買 
い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 



110 メモ 
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NEC Express 已800シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 / LB 300 f 


システムの巧張とコンフイグレーシヨン 

本装置用に用意されているを種オプションの取り付け•取り外しの手順や作業を行う際のを意 
事項について説明します。システムの拡張後にシステム BIOS の設をを変更する必要がある場 
合があります。この章でシステム目 I 0 S のユーティリティについて操作方まやを意事項を説明 
します。 



内蔵オプションの取り付け （112 ページ） 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
およびオプションデバイスの取り付け（または取り外し）の手順について説明 
しています。 

システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) (137 ぺージ） 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入化力に関するコンフィグレー 
シヨンについて説明しています。 


リセットとクリア （1 目7ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ ( CMOS ) のクリア方法について説明します。 

割り込みライン （171 ページ） 

割り a み設をについて説明しています。 





112 内蔵オプションの取り付け 


巧蔵オプシヨンの取り巧け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


W -0 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 

置 a 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは辭社び指定する部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A A 

A® 
您)戀) 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• 感電ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 





114 内蔵オプシヨンの取りがけ 


取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。ラックからの取り外しは1人でち 
できますが、なるベ<複数をで行うことをお勤めします。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

参 

落下ま意 

参 

装置を引を出した状態にしない 


参 

カバーをがしたまま取り付けない 


参 

指を挟まない 


m 


• トップカバーを取りがして準備ができた後、本体を持つときに PCI ライ 

ザーを持たないでください。 



• 電源コードを本体か5取りがした後、約己秒ほど待ってか5作業を続け 
てください。電源コードを取りがしてか53〜4秒ほどの間、マザー 
ボード上の部品は動作を続けている場台びありまず。動作び完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


1 . フ□ントベセルを取り付けている場合はフ□ントベセルを取り外す （33 ページ参 
照)。 

2. 117ページの「取り付け/取り外しの手順」を参照して本体をラックから取り外 
し、じよラぶで平らな机の上に置く。 


W -0 本体を引き出したまま放置しないでくださし必ずラックか5取りがしてくだ 
さい。 
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3. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけて背面へ 
向けてスライドさせてから持ち上 
げて < ださい。 



トップ カバーを 取り付けるときは、卜、ソプ カバーに あるフックと本体のフ レームに ある穴を 
あわせてていねいじ本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 




カバーの先端をシャーシ内 
に差し込む 


中央 











116 内蔵オプションの取り付け 


取 D 付け/取 D かしをの確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままじして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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□□口 
□□口 
□□口 
ロロロ 



み 

口。 


デイスクベイ1 
1台目の八ードディスク 
ドライブ用 


ディスクベイ2 
2台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 
RAID システム構成時に使用 


ディスクベイ3 
3台目の八ードディスク 
ドライブ用（オプション） 
RAID システム構成時に使用 


標準装備の八ードディスクドライブはシリアル ATA 2 を採用した、160 G 目の容量を持ってい 
ます。 


Bi 


• 辭社で指定していないノ V — ドディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

J \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれがありまず。 

• 八ードディスクドライブを RAID システム構成で使用する場合は、別途 
N 8103 -11 目または N 8103 -11 7 RAID コント□—ラ、内蔵 SAS ケー 
ブル （ K 410-1 78(00))、および N 81己 0-208 A (160 GB • 

7200 rpm • SATA ) をお買い求めください。 


巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本体じは、最大3台の八ードディスクドライブを搭載することができます。 


nn 运圓圓號 © ° 〇 ◎ □□日 


□叫 


叫 


□□呂 

□□目 

□□目 



召宣 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 


W -0 RAID システム構成する場合、容量などの仕様び同じ八ードディスクドライブ 
置3 を使用して、ディスクアレイを作成してください。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


1 . 114ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 


ス□、ソトは本装置に3つあります。左のス□、ソトから順に取り付けてください。 


3. A - ドディスクドライブベイ2, 3 
に取り付ける場合は、ダミート 
レーを 取り外す。 


ダミートレーは八ードデイスクド 
ライブベイ2, 3に入っています。 



ダミートレーは大切に保管しておいてくださし、。 
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日.ドライブキヤリアと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 


八ードディスクドライブベイ1と POWER スイ、ソチは近接しています。八ード 
区エック I ディスクドライブの取りがけ/取りかしの際に誤って POWER スイ、ソチを押さ 
ないよう(こま意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうとシス 
テム起動あるいはシャツトダウン処理をされてしまいます。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる 

「カチ、ソ」と音がして□ックされます。 


W "0 八ンドルとトレーに指を挟まないようにま意してくださし、。 
さ 5 にしつかり入っているか、再度}甲し込んでください。 


^ 押し} A むとき(こ八ンドルのフックがフレーム(こ引つかかつていることを確認 
医て巧！ してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセ车ュリティ车一で□ックします。 
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取り外し 

次の手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


• j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままのが態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めします。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い台わせください。 

• 電源ケーブルを取りがすときは、次のま意を守ってください。 

- ケーブルをねじ！5ない。 

- ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

- コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 





八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点のしているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 



1. 114ページを参照して準備をする。 
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^ 八ードディスクドライブベイ1と POWER スイ、ソチはお接しています。八ード 
民ェック I ディスクドライブの取り付け/取り外しの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないようにミ主意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうとシス 
テム起動あるいはシャツトダウン処理をされてしまいます。 


3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 



4. A - ドディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレーを取り付ける。 

5. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して「巨00りメニュ ー 
で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設をがク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 






122 内蔵オプションの取り付け 


DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットに取りが 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あります。 

メモリは最大 4 G 巨まで増設できます。 


• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は113ページで詳しく 
説明しています。 

• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードび故障す 
るおそれびありまず。また、これ5の製品び原因となった故障や破損に 
ついての修理は保証期間中でち有料となりまず。 


また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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DIMM の増識頃序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順唐や増設単 
位が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取りがけてください。 

- 取りがける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順唐はありません)。 


次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモ U モード 

スロット！ 

ス□ット 2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例1 

動作する 

1 GB DIMM 
(標準） 

(未搭載） 

1 GB DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

1 GB DIMM 
(標準） 

1 GB DIMM 

1 GB DIMM 

1 GB DIMM 

例3 

動作しない 

1 GB DIMM 
(標準） 

2 GB DIMM 

1 GB DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

1 GB DIMM 
(標準） 

1 GB DIMM 

(未搭載） 

1 GB DIMM 
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取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1 . 114ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左ちに広げ、 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



DIMM の向き(こま意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
医!^ の切り欠きがあります。 


DIMM が DIMM ソケツトに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BI 日 S セツトアツプユーティリティを 
起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設した 
DIMM が BIOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認する 
(149 ぺージ参照)。 

「 DianaScope 」 については 「 EXPRESSBULDER 」 DVD 内のオンラインド羊ュメン 
卜を参照してください。 

己 . rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは148ページをご覧ください。 

6. DianaScope を終了する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 

区エック I ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合、 DIMM は最低2枚1組搭載さ 
れていないと本装置は動作しません。 


1 . 114ページを参照して準備をする。 

2. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. DianaScope を使って管理 PC から本装置の BI 日 S セットアッ フユーテ ィリティを 
起動して 「 Advanced 」 メニユーの 「 MemoryConfi 呂 uration 」 で増設した 
DIMM が巨 IOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認する 
(149 ぺージ参照)。 

「DianaScope」 については 「EXPRESSBUILDER」DVD 内のオンラインドキユメン 
卜を参照してください。 

己. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは148ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、巨 IOS セットアップユーティリティを起動して、 
「 Advanced 」 メニユーの 「Memory Confi 呂 uration 」 で、 「Memory Retest 」 

を 「 Yes 」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは149ページをご覧ください。 

7. 巨 IOS セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

8. DianaScope を終了する。 
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PCI ボード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
EXPRESS ボードを取り付けることのできるス□、ソトが2個あります。 


W -0 PCI ボードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フ 
置3 レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってく 
ださい。また、 PCI ボードおよびライザーカードの端子部分やボードに実装さ 
れている部品の信号ピンに触れたり、 PCI ボードおよびライザカードを直接机 
の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は113ぺージで詳しく 
説明していまず。 
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オプションデバイスと取り付けス□、ソトー覧 



ライザーカード 

標準 





ス□ット 
いな〜 

ス□ット 
(バス B ) 


型名 



PCIe#l 

PCIe #2 

備考 

製品名 

PCI ス□ツト性能 >1 

xl レーン 

x 8 レーン 



PCI ス□ツトサイズ 

Low Profile 




PCI ボードタイプ>1 

x 8 ソケット 




搭載可能なボードサイズ 

200 mm な下 


N 8103 -116 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 1) で 
( 力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 


N 8103 -117 

RAID コント□ーラ 

(128 MB，RAID 5)' 一 

( 力ード性能 ： PCI EXPRESSES )) 

- 

〇 


N 8104-に6 

1000 BASE - T 接続ボード 
( 力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

〇 

10 BASE - T は未サポート 
最大1枚まで搭載可能 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

く例>1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーン=1日 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数下のカードが接続可能。 

く例 > x 4 ソケットー x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載巧能。 x 8 力ードは搭載不可。 

*2 N 81 03- 116 RAID コント□-ラで構築可能な構成は RAID 1のみとなりまず。 

*3 N 8103 -117 RAID コント□-ラで構築可能な構成は RAID 5 のみとなります。 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作しまず。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 

標準ネットワークについて 

* 標準ネットワーク（オンボード）で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

搭載可能なボードのサイズ 

* 5 V 力ード / Full Height 力ードは実装不可。 

* Low Pro 刊 e 力ードの場合：奥行き 131 mm まで、幅 64.4 mm まで。 
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取り付け 


次の手順に従ってライザーカードにボードを取り付けます。 


✓ • PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス 

□、ソトのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 

• RAID コント□-ラは、 rPCIe #2 J 側に取り付けてください。 


wO 本装置に取り付けることのでをる PCI ボードはショートタイプのみでず。□ン 
置3 グタイプは取り付けることびできません。 


1 . 114ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードを固定しているネ 
ジ2個を外して、ライヴーカード 
の両端を持つてまつすぐ持ち上げ 
て本体から取り外す。 


3. ライザーカードからネジ1本を外 
し、増設ス□ットカバーを取り外 
す。 




取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 










ハードウエア編 129 


4. ライヴーカードに PCI ボードを取 
り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 



W -0 • ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている 

国 a 電子部品の信号ピンには触れないでください。巧れや油び付いた状態で 

取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 
か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損するおそれびありまずのでま意してください。 


✓ PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し A まれて 
巨て巧！ いることを確認してください。 


日. PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 



6. 手順2で取り外したネジ1個で固 
定して、ライヴーカードをマザー 
ボードのス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、磕実に差し a みます。 



^ 差し込む際にライザーカードのフレームにある、屋体フレーム(こ引っかけるた 
巨!^ めのツメが正しく勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、 
図のようにライザーカードのフレームを指で押し、ライザーカードの端す部分 
が完全に見えなくなるまで押し込んでください。 
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7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. DianaScope を使って管理 PC から本装置の巨 I 0 S セットアップユーテイリテイを 
起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 
にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは148ページをご覧ください。 
また、必要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどうかを 
確認してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 


PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧く 
Bta ときは、コネクタのツメび手では}甲しにくくなつているため、マイナスドライ 
バなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、マイナスドライバ 
などが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分にミち意してくださ 
し、。 


ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていた増設ス□、ソ 
トカバーを必ず取りがけてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固をしてください。 



ボー ドの取りがしや交換•取り付け ス □ットの変更をした場合は BIOS セット 
アップ ユーテイリテイを 起動して、 「 Advanced 」 メニ ユーの [Reset Con ¬ 
figuration Da ね」を 「 Yes 」 にして、八ードウエアの構成情報を更新してく 
ださい。 
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N8 103-1 16/117 RAID コント□-ラ 

オプションの N 8103-116および N 8103 -1 17 RAID コント日ーラを取りがけると、本体内蔵 
の八ードディスクドライブやオプショ ンのへー ドディスクドライブベイに搭載した八ード 
ディスクドライブを 「 RAID システム構成」で使用することができます。 


• RAID コント□—ラは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか 5 RAID コント□一 
ラを取り扱ってください。また、 RAID コント□—ラの端子部分や部品 
を素手で触ったり、 RAID コント□—ラを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関ずる説明は113ぺージで詳しく説明していま 
す。 

• RAID システム構成に変更ずる場合や、 RAID を変更ずる場合は、 J \- 
ドディスクドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使用ずる 
J \- ドディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID シ 
ステムの構築を行ってください。 

• RAID システムを構築ずるには2台 ly 上の八ードディスクドライブび必 
要でず。 

• J \- ドディスクドライブはバックごとに同じ容量-性能を持ったものに 
して < ださい。 


RAID コント□-ラを取りがける場合は、 DianaScope を使って BIOS セット 
区エック I ア、ソプユーティリティの r Advanced J メニューの [PCI Configuration 」 で 
「PCI Slot n Option ROM」（n : ス □、ソ ト番号)のパラメータが 「 Enabled 」 （こ 
なっていることを確認してください。 



RAID 1 の RAID システム構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりに 
RAID システムを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使 
用できる容量が小さくなります。 


本体内蔵型の八ードディスクドライブでサポートしている RAID レベルとその説明は W 下のと 
おことなります。 

• RAID 1 (ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方まを「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に一方の八ードディスクドライブが故障しても、もう一方の正 
常な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用する 
ことができます。 



• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣りまず。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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• RAID 5 (ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより3台の八ードディスクドライブに分散してデータを記録します。ま 
たストライピングされたデータのパリティ情報もを八ードディスクドライブに分散して 
記録されます。ディスクは冗長性を持っています。 

W "0 • データを3台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 

pra ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• パリティデータを保存ずるため、3台の八ードディスクドライブの総容 
量より若干容量び少なくなりまず。 


ケーブルのルーティング 

オプションの RAID コント□ーラにインタフェースケーブルを取り付ける場合、ケーブルの 
ルーティングが必要です。下の國を参考にケーブルをルーティングしてください。 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の」11ピンの1番ピン（太線マーキング側）に接続して 
ください。 



取り付け 


RAID コント□ーラの取りがけは 「 PCI ボード」を参照してください。 SAS 八ードディスクド 
ライブを RAID システム構成にする場合は、別売の内蔵 SAS ケーブルが必要です。 


取り外し 


ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 

その際、」11ピンとマザーボード上の SGPI 01 コネクタを、インタフェースケーブルで接続し 
直してください。また、ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付け 
られていた増設ス □、ソ トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固を 
してください。 
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RAID システム構築時の注意事項 


オプションの RAID コント□ーラを取り付けて内蔵の八ードディスクドライブを RAID システ 
ム構成にする場合は、次の点について磕認してください。 

• ( N 8103 -1 16 RAID コント日ーラをご利用の場合)同じ容量を持つ SATA タイプの八ード 
ディスクドライブを2台]: i 上搭載していること。 

• ( N 8103 -1 17 RAID コント日ーラをご利用の場合)同じ容量を持つ SATA タイプの八ード 
ディスクドライブを3台搭載していること。 

• RAID システム構成の RAID(Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] Disks ) レ 
ベルの rRAIDU または 「 RAIDS 」 の RAID レベルを選択•設をすること。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、ボード上のチップに搭 
載されている 「 Web 目 I 0 S 」 を使用します。 WebBIOS は本体の電源を ON にした直後に起動す 
る POST の途中で起動することができます。詳しくは、を RAID コント□ーラに添がの説明書 
を参照してください。 
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冗長フアン 

本装置標準装備のファンとオプションのファンを巧換することにより、ぶま P ファンの冗長化 
をすることができます。 

[標準装備時] 


装置前面側 装置背面側 



[オプションフアン接続時] 

装置前面側 装置背面側 



コネクタ3、5、7、9、11にはシングルファンのケーブル（赤、黄、黒、茶）を接続、 
コネクタ4、6、8、1日、12にはダブルファンのケーブル（白、グレー、オレンジ、紫) 
を接続してください。 
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交換 


1 . 

2 . 


114ページを参照して準備をする。 
フアンケーブルを取り外す。 



3. ファン上部のプラスチック部分を 
軽く内側に押しながらつまみ、 
まっすぐ上に持ち上げ、取り外 
す。 



4. オプシヨンファン上部のプラス 
チック部分を軽く内側に押しなが 
ら装着する。 
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日.ファンケーブルを接続する。 

ファンケーブルはあらかじめツイ 
ストしておき、ケーブルがトップ 
カバーとファンまたはシャーシに 
挟まれないようにルーティングし 
てからコネクタに接続してくださ 
い 



ファンケーブルを接続するコネクタをよく確認してください。 

区エック I 


6. バックプレーンボード上の J 14ジャンパピンを変更する。 

下図を参照して変更してください。 



マザーボード 


も 


シングル時 

」14 
」16 
」18 
」20 

ダブルファン時 
J 14 
」16 
」18 
」20 


■ ' 

' 

' 


sC 




□ I 


バックプレーンボード 


wO その他のジャンパの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
0^ 因となりまず。 



オプシヨンファンから標準装備のファンに交換する場合もコネクタの位置に 
を意しながら手順2〜手順5を参照して行ってください。 
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システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 



SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更び 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンびインス!ルされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 
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起動は口 amScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press く F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、 パスつー ドを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C II 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます 。 r Used では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています）。 



現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


•夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものやお出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソル羊一 ( In i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソ J レ车一一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ < Ente 「> 丰一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 


□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 
n く F レ羊一 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこの丰一を押してください。 
SETUP の操作についてのヘルプ画面が表示されます。 〈 Esc 〉 车一を押すと、元の 
画面に戻ります。 

□ < F 9〉 キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 


n く Fio > 丰一 

SETUP の設を内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
を W します。 


日付-時刻関連 


rMain 」 一 fSystem Time 」 備刻の設を) 
rMain 」 一 「System Date 」 （日がの設定) 



rESMPRO / ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「 Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 [Power On 」 

- POWER スイッチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 FAC-LINKJ ->「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC □ゴ」の表示中に<£50>车一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： I Advanced 」 一 「Advanced Chipset Control 」 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control 」 

一 rWake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 

HW コンソール端末か 5 制御する 

「 Server」 ^ 「Console Redirection 」 一それぞれの設ををする 
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本体背面 


1□回 


© 


の目 




I U I I U I ryT!Tni：：：：：：fTTn 


本体前面 


マザーボード 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 
するとクリアされる 


「Memory Retest」 


「Yes」 一再起動 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「MairU 一 「Processor Settings」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 


「Main」 一 「Processor Settings」 
クリアされる 


[Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 


キーボー ド関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「DIMM Group #n Status」 一表示を磕 
認する (n : 1〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



DIMM #4 
DIMM #3 
DIMM #2 
DIMM #1 



メモ u 関連 


を 四回 


回 

Dn 


回- 

© 



in 山 in 山 


© 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 「NumLock」 一 fOnJ 馆効）/ 「Off」 （無効：初期値) 
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イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Conriguration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

["Security」 一 l"Set User Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor） 、ューザーパスワード （User） の順に設をします。 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

rAdvanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの I/O ポートに対して設ををする 


内蔵デバイス関連 


RAID コント□ーラボードなどを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [Reset Configuration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 

謂"〇 「 Advanced 」 メニユーの TPeripheral Confi 呂 uration 」 一 TSATA 
H 丰身 Controller Mode Option 」 をに nhanced 」 に設定し、 「 Advanced 」 メニユ ー 
の 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 「SATA RAID 」 を Enabled 」 に設定 
してください。初期値 （「 Disabled 」） のまま起動ずると八ードディスクドラ 
イブのデータび壊れる場合びあります。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー （一 14 日ぺージ） 

• Advanced メニユー（- ►IAS ぺージ） 

• Security メニュー（-日 4 ぺージ） 

• Server メニユー（— ►! 日 7 ぺージ） 

• Boot メニュー （一 1 目 4 ぺージ） 

• Exit メニュー （一 1 目日ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


System Time: 

System Date: 

[ 旧 :18:58] 

[10/04/2007 ： 

Item Specific Help 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[Disabled ： 

<Enter> selects field. 

► IDE Channel 0 Master 

[CD-ROM] 


► SATA Port 1 

[None] 


► SATA Port 2 

[None] 


► SATA Port 3 

[None] 


► Processor Settings 



k Lsngugge: 

[English] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH : MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM / DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[ Disabled ] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

SATA Port 1-3 


それぞれのチヤネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニユーで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 


プ□セ、ソサ ( CPU ) (こ関する情報や設定をする 
画面を表示します （147 ページ参照)。 

Language 

[English ( US )] 

Fran が is ( FR ) 

Deutsch ( DE ) 

Espanol ( SP ) 

Italiano ( IT ) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1〇で〜3己で.湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Processor Settings ヴブメニユー 

Main メニューで [Processor Settings] を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Main 


Processor Settings 


Item Specific Help 

Processor Retest: 

rjj[S|i 

Select 'Yes' , BIOS 

wiLL clear historical 

Processor Speed Setting: 

1860 MHz 

processor status and 
retest aLL processors 

Processor 1 CPUID: 

06 F6 

on next boot. 

Processor 1 し之 Cache: 

4096 KB 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology: 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


VirtuaLization Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

CEnabLed] 


Adjacent Cache Line Prefetch: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[ No ] 

Yes 

プ□セ、ソサのエラー情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプ□セ、ソサ(こ対してテス 
卜を巧います。このオプションは次回起動 
後(こ自動的に 「 No 」 （こ切り替わります。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ□セ、ソサのク□ック速度を 
表71^します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Disabled 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ□セ、ソサ1の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ□セ、ソサの故障、 「 N 饥 

Ins ほ lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L 2 Cache 


プ□セ、ソサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[ Enabled ] 

Execute Disable 目 it 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep ( R ) 
Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサーが提供する「省電力 
技術」の機能の有効/無効を設定します。こ 
の機能をサポートしている CPU のみ表示さ 
れます。 

C 1 Enhanced Mode 

Disabled 

[ Enabled ] 

C 1 Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[ Enabled ] 

インテルプ□セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。こ 
の機能をサポートしている CPU のみ表示さ 
れます。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[ Enabled ] 

八ードウェアのプリフェッチャの有効/ 

無効を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[ Enabled ] 

メモリか6キャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
71^されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

：0ff] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[ Disabled ] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 （こ設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[ No ] 

Yes 

Configuration Data ( POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「 Yes 」 

じ設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 じ切り替わります。 

NumLock 

On 

[ Off 」 

システム起動時(こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[ Boot ] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セ、ソサに異常をお出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーテイングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


W "0 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされまず 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定ずる前に、 
^^、ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 


601 KB 

Enables DIMM sparing 

Extended Memory: 

522752 KB 

feature- 

DIMM Group #1 

Status: 

Normal 


DIMM Group #2 

Status: 

Normal 


DIMM Group #3 

Status: 

Normal 


DIMM Group #4 

Status: 

Normal 


Memory Retest : 


clfflj] 


Extended RAM Step: 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1-#4 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

Error 

「Normal」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「Disabled」 は故障していることを、 
「Not Ins ね lied」 はメモリが取り付け6れて 
いないことを、 「Error」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1: DIMM #1 

Group #2: DIMM #2 

Group #3: DIMM #3 

Group #4: DIMM #4 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM (こ対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
(こ「N0」（こ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

riM 目」は 1M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1K 単位(こメモリテストを行い 
ます。 「Every Location」 はすべて(こメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となり <F2> 、 <F4> 、 
<F12>、<Esc> キーは無視されます。 


[]： 出荷時の設定 


















150 システム BIOS コンフィグレーション ( SETUP ) 


PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Onboard LAN 1 

► Onboard LAN 2 

► Onboard Video ControLLer 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled ： 

PCI Slot 2 Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 〜 2 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス□、ソトじ接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展開を有効じするか無効じす 
るかを設ちしまず。 


[]： 出荷時の設定 


两"〇 RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート)、円 breChannel コン 
■to 卜□ーラで、 0 S びインストールされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


Onboard LAN 1-2 ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 1-2 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□—ラ 1-2 の有効 


[Enabled] 

/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラ 1-2 の 


Disabled 

目 I0S の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Onboard Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ーラの有効/ 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動(こするか強制的(こするかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Contiguration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[EnabLed] 

USB ControLLer: 

[Enabled] 

User contiguration 

USB 2-0 ControLLer: 

[Enabled] 

ParaLLeL ATA: 

[Enabled] 


Serial ATA: 

[Enabled] 


Native Mode Operation: 

[Serial ATA] 


SATA ControlLer Mode Option: 

[CompatibLe] 


SATA AHCI: 

CEnabLed] 


SATA Transfer Rate: 

[3.0 GB] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


W -0 害 y り込みべ一刀/〇アドレスび他と重複しないようにを意してください。設定 
■to した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り} A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 
に F 8 h ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り} A みを設定し 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 目コント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のパラレル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有効 
/無効を設定します。 

Native Mode Operation 

AUTO 
に erial ATA ] 
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項目 

パラメータ 

説明 

SATA Controller Mode 

[ Compatible ] 

「Serial ATA 」 の設定を有効にしている場合 

Option 

Enhanced 

(こ機能します。 

マザーボード上の SATA コント□ーラの動作 
モードオプシヨンを選択します。 

「 Compatible 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的にお出後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的(こお化後、ネイ 
ティブ IDES - ドで八ードディスクドライブ 
を制御します。 

SATA AHCI 

[ Disabled ] 

SATA のネイティブインタフェース仕様であ 


Enabled 

る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface ) の有効/無効を設定します。 

SATA Transfer Rate 

1.5 GB 

[3.0 GB ] 

SATA の転送レートを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニュー 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control 」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

MuLtimedia Timer: 

Wake On LAN/PME: [Enabled ： 

Wake On Ring: [Disabled ： 

Wake On RTC Alarm: [DisabLed] 

EnabLe/DisabLe 

MuLtimedia Timer (HPET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

マルチメディア(こ対応するためのタイマー 


[ Enabled ] 

の有効/無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオン 


[ Enabled ] 

機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 


Enabled 

トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 


Enabled 

使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


，■〇 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
BM た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 呂機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを}甲下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Security 


User Password Is: 


Item Specific Help 

Clear 

Supervisor Password 

Supervisor Password Is: 

Set User Password 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

controls access to the 
setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


Disable USB Ports: 

[Disabled ： 


► Security Chip Configuration 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


m 


• os のインス I -- ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定:できる項目とその機能を示します 。 ["Security Chip Configuration 」 
は選択後、 < Ente 「> 羊一を押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ)。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面(こなります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューじアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの人力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA — ドディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では DE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイ、ソチ抑止機能の有効/無訊..を設 
定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Front + Rear 

本装置か6化ている USB Port の無効(こつい 
て言又ぉします。 


[]： 出荷時の設定 


Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["Security Chip Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと W 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します。 

Current TPM State 

- 

現在の TPM 機能の状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Diactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO rchan 呂 e TPM State」 で [No Chan 呂 e] 杉がのパラメータを選択し、 TPM 
S ね te の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワードの入 
力画面び表示されます。 Supervisor Password を入力すると、 lU 下のメッ 
セージび表示されまず。 

設定変更を行うためには Execute を選択してください。 

Enable & Activate び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Enable & Activate 

Note: 

This action will switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

N 饥 e: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear び選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「 ► 」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

> Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

: Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

CDisabLed] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: 20] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定!できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、く En ぉりキーを押してサブメニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not Disable BSP 
Retry 3 Times 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セッサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 

I-ールしていない 0S から起動する場合(こは、 
この機能を無効じしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効(こすると、温度の異常をお化した 
場合(こ POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）（こ割り} A みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中(こエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time 

に 0] - 2 己己 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒か 

62己己秒の間で設定します。 AC-LINK で 
[Last StateJ または 「Power On」 に設定 
している場合(こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]: i 上押し締ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 


無停電電源装置 (UPS) を利用して自動運転を行う場 S ま FAC-LINKJ の設定 
を 「PowerOn」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server H 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の售体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末か6のダイレクト接締を有効に 
するか無効(こするかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 
己 7.6K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
(こ継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセ、ソトを有効にするかどうかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで「目 MC LAN Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


BMC LAN 

ConTiguration 

Item Specific Help 

IP Address 

cBEH. 168.001.001] 

Display IP Address. 

Subnet Mask 

[255.255.255.000 ： 


Default Gateway 

[000.000.000.000 ： 


DHCP: 

[DisabLed] 


Web Interface 



HTTP: 

[DisabLed] 


HTTP Port Number: 

[ 80] 


HTTPS: 

[Disabled] 


HTTPS Port Number: 

[ 443] 


Command Line Interface 



TeLnet: 

[DisabLed] 


TeLnet Port Number: 

[ 23] 


SSH: 

[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

Subnet Mask 

に55.255 .255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーバか 

6IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP (こよる通信を 
使用する場合には [Enabled] に設定して< 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際(こ使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS (こよる通信 
を使用する場合には [Enabled] (こ設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 

Command Port Number 

- 

- 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続による通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続(こよる通信を使用する場合には 
[Enabled] じ設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接締(こよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 


Event Log Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで [Event Log Configuration 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Erite 「> 羊一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to dispLay. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

DispLay the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されている エラー □グ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニュー 

Server メニューの [Event Log Configuration 」 で l"System Event Log 」 を選択すると 、 JU 
下の画面が表示されます。 

下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく1>羊一/く t >キー、く+ >羊一/く->キー 、 く 
Home 〉 羊一/ く End 〉 羊一を押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server H 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor speciTic 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 邑 uration のを意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セツトアツ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻ずには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了ずるまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「DianaScope」 をご使用の 
場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のノ 'C ツクアツプを行つてください。 
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Boot 


カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する 


PhoenixBIOS Setup Utility 


USB CDROM: 

IDE CD: MATSHITADVD-ROM SR-8178-(P 
USB FDC: 

USB KEY 
IDE HDD 

PCI SCSI: #D50 ID06 LUNO SEAGATE ST 
USB HDD 

PCI BEV: IBA GE Slot 0C01 v0007 
PCI SCSI: #D50 ID07 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOS LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 ID09 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOA LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOB LUNO SEAGATE ST 

USB HDD: 

PCI BEV: IBA GE Slot 0C01 v0007 


-る Boot メニューが; 


が表示されます。 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device. 

<+> and く — > moves 
the device up or down. 
<x> exclude or include 
the device to boot - 
<Shift + 1> enables or 
disables a device. 


F1 Help 
Esc Exit 




Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デバイスとして登録されていないデバイス 
起動デノ \'イスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

DE 八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

— 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN。 に lot 0C00」 が LAN1 、に lot 0C01」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカード(こ接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. 目 IOS は起動可能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後してく X > キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に < Shif ゎ羊一を押しながら、くレ羊一を押すと選択したデバイスを有 
効/無効じすることができます。 

3. く t > 羊 一/くレ 羊 一とく 十 > 羊 一 / く一 >车 一で登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へ< t > キ ー/< i > 羊 一で移動させ、く 十>车 一/く 一>车 一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

、ノ欠に に ave before exiting ?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「 Yes 」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合がありまず。こ 
Bra の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要びありまず。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> 羊一を押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタム T ■'フォルト値を保存してし^なし^場合は、表ぁされません。 

Save Custom Defaults 


このメニューを選択して<[が6「>车一を押すと、現在の設を値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を t (前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
羊一を押してください。リセットを実行します。 


W"0 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約30秒ほど待ってから電源を ON じしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


irO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容びずべてデフオルト 
Ifai の設定に戻りまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイ、ソチは下図の位置にあります。 


W-0 その他のジャンノ くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
■to 因となります。 



左から2番目の 
ジャンパスイッチ 


左側の 

ジャン パ スイ、 ソチ 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 


警告 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ぺージ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取りがさない 
プラグを巧かずに取り扱わない 


A ミ主意 


爪瓜 

AA 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 
戸:曰す章 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


• CMOS のクリア 

1 . 114ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す。 

3. トップカバーを取り外す。 

4. CM 日 S クリア用のジャンノ くピンの位置を確認する。 

己.ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

W-O • 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようを意してください。 

目.日秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

7. 本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

8. P 日 ST 中にく F 2> キーを押して BI 日 S セットアップユーテイリテイを起動して設定 
し直す。 
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• パスワードのクリア 

1 . 114ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す。 

3. トップカバーを取り外す。 

4. パスワードクリア用のジャンノ くピンの位置を確認する。 

日.ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

W-0 • 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようを意してください。 

目.本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

7. P 日 ST 中にく F2> キーを押して BI 日 S セットアップユーテイリテイを起動してパス 
ワード設定し直す。 

8. 手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンパスイッチ元 
に戻す。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設ずるときな 
どに参考にして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

LANK LAN2 

5 

— 

17 

AHCI 

6 

— 

18 

PCI、VGA 

7 

PCI 

19 

PCI、DE 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

— 

22 

USB 

11 

SMBUS 

— 

— 
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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
InterSec 

Express 5800 /LB300f 


巧障かな？と思つたとをは 


r 故障かな？」と思ったときは、修理を依頼する前にここで説明する内容について確認してく 
ださい。また、この章では、修理を依頼する際の確認事項や NEC 、 および NEC が認をする保 
守サービス会社が提供するさまざまなサービスについても説明があります。 

曰常の保守 （ 174 ページ） 

日常使う上で磕認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明しています。 

障害時の対処 （ 177 ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の磕認方法やそ 
の対処方法について説明しています。 

移動と保管 （ 188 ページ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明しています。 

ユーザーヴポート （ 1 目〇ぺージ） 

本装置に関するさまざまなサービスについて説明しています。サービスは弊社 
および弊社が認をした保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用 
ください。 






174 日常の保守 


曰おの保守 

本装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行っ 
てください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を化 
頼してください。 


アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「にアラートが通報されていないか、常にを意するよう 
ムがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、「ア 
ラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPR 日でチェックする画面 



データビューア 



アラー トビ ユーア 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして電源を OFR こする前に、本体前面に 
あるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については2章をご覧くだ 
さい。万一、装置の異常を示す表示が確認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を 
イ衣頼してください。 



L 巨に関する設定:については 、 Management Console に接続し、 [ LoadBalancer ] アイコンー 
r 設を情報のセーブ」をクリックして、設を情報を管理 PC にセーブすることでバックアップで 
きます。なお、設定:情報を□-ドするには、 [ LoadBalancer ] アイコンー「設定:情報の □- 
ド」を行ってください。 
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ク ij — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 



警告 


A A 

c 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちにくいとき 
は、次のような方まできれいになります。 


wO • シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
Ito いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でめ5さないで < ださい。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた巧でふさ取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい巧を浸し、よく絞る。 

日.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめらしてよく絞った巧でもラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 

8. 乾いた巧で背面にある排気□に付着しているほこりをふき取る。 














176 日常の保守 


ディスクのクリーニング 

DVD/CD-ROM などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたり 
するとデータを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリー 
ニングを行います。 


1. 本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちながらトレーから取り出す。 


m 


ディスクの信号面に手び触れないようを意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 


光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となりまず。 


己.トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 
6. ディスクの信号面を乾いた柔らかい布でふく。 


ディスクは、中 f こ、か5外側に向けてふいてくださし、クリーナをお使いになる 
ときは、専用のクリーナであることをお確かめください。レコード用のスプ 
レー、クリーナ、ベンジン、シンナーを使用すると、ディスクの内容び読めな 
くなったり、装置にそのディスクをセットした結果、故障したりずるおそれび 
あります。 
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障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、ESMPRO/Se「ve「Manage「を使って障害の発生箇所を確認し、 
障害が八ードウエアじよるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 
ESMPRO/Se「ve「Manage「が便利です。ノ\-ドウエアによる障害をさらに切リ分けるには、^保 
守.管理ツール」の「システム診断」をご利用ください。システム診断じついては5章をご覧 
ください。 







囚宜嗎 B 画 的 


装置の障害発生簡所、および障害内容 
を確認 


を因囚 

卜 autvj ンゲストトシ， W ルシステム 


ESMPRO/Serverlvlanager 
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エラーメッセージ〜電源 ON 後のビープ音〜 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test ( POST ) 中にエラーを橫化すると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通知します。エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその 
内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□末を示します。エラーが起きたときは、お買い求めの販売店または 
保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取りがけ状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM またはマザーボードを巧 
換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直して<ださい。それ 
でも直らない場合は保守サービス会社に連 
絡してマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 

メモリの容量チェ、ソク中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
し連絡して DIMM 、 またはマザーボードを 
交換して < ださい。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連絡して CPU またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
をを換して < ださい。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取りがけ状態を確認して<ださい。 
それでも直らない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交換して<ださい。 



ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
され、システムの再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありま 
せん0 
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思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、処 
理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

初期導入時 

[?] システム起動直後に、システムが停止 

ーインス!-ール/初期導入設を用ディスクに化力された□グファイルを、テキス 
トエディタなどで磕認してください。□グファイルは、 elsetup.log(Unux 用）、 
または logging.txt(Windows 風です。ほとんどの原因は、パスワードの入力 
ミスで、この場合は、 "Cannot get authentication: root" の文字列が□グファ 
イルに化力されます。 


[?] Management Console び使用できない1(初期導入時) 


一本装置の起動には、数分かかります。念のため5分位経過してから、もう一度 
アクセスしてみてください。 

-初期導入後に、インストール/初期導入設を用ディスクに□グファイルが作成 
されていることを磕認してください。□グファイルがない場合、正しいイン 
スI-ール/初期導入設を用ディスクを使用していないか、もしくはインスI-一 
ル/初期導入設定用ディスクが壊れています。（を：インストール/初期導入設 
を用ディスクは書き込み巧の状態で使用してください。） 

ーインストール/初期導入設を用ディスクが壊れている場合は、インストール/ 
初期導入設を用ディスクを再作成する必要があります。再作成の手順は、 
下のとおりです。 

1 . Windows で MS - D 日 S (または、コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ DVD - R 日 M とフォーマット済みのフ□ッピーディスクを 
セットする。（じ(下、光ディスクドライブを D 、 フ□ッピーディスクドラ 
イブを A とします） 

3. " D :¥ dosutils¥rawrite -f D :¥ nec ¥ Windows ¥ initFD.inng -d A " を実行 
する。 

4. 完了 

インストール/初期導入設を用ディスクが壊れた場合も同様に、上記手順じて 
"¥nec¥Windows¥initFD.inng" ファイルを使って再作成してください。 

ーインストール/初期導入設を用ディスクの□グファイルに、 "completed." の文 
字列が化力されていることを確認してください。 

"Info: quitting with no change." の文字列が出!力されている場合、初期導入設定: 
でパスワードが入力されていないか、すでに使用済みのインストール/初期導 
入設を用ディスクを再度使用しています。（セ羊ュリティ保護のため、一度使用 
したインストール/初期導入設を用ディスクからは、パスワードなどの情報は 
削除されます） 






180 障害時の対処 


- すでに使用済みのインストール/初期導入設を用ディスクを再度使用する場合 
は、初期導入の手順からやり直してください。 


運用時 

[?1 Management Console び使用できない2(初期導入完了後) 

一回線が磕実に接続されていることを確認してください。 

-本装置に設をしたアドレスが闇違っていないことを確認してください。 

一 URL ウィンドウで https:// を指定:していることを確認してください。 https:// 
を付けずにアドレスを入力すると動作しません。 

一 Web ブラウザを起動しているクライアントマシンのネットワーク設をを確認 
してください。ネ、ソトワークアドレスを自動割り当てじしている場合は、 
DHCP を使用する設をにする必要があります。またこの場合、システムの起動 
後に、クライアントマシンを再起動する必要があります。 

一 Management Console をアクセスする URL が間違っていないことを確認して 
ください。特に、 Management Console のセ羊ュリティモードを変更した場 
合、アクセスする URL が変更されますのでを意してください。 

一 URL にドメインをの代わりに、 IP アドレスを使用してアクセスしてみてくだ 
さい。ドメインをを使用したアクセスが失敗するのに、 IP アドレスを使用した 
アクセスが成功する場合は、ドメイン (DNS) の設をが誤っている可能性があり 
ます。設をを確認してください。 

一 Management Console の操作可能ホストを指定していないかどうか確認して 
ください。操作可能ホストを指定している場合、 Management Console を使 
用できるマシンは限をされます。 

一]：>(上で問題が解みしない場合は、 W 下の手順で、本装置へのネットワーク接 
続を磕認してください。 

1 . Windows で MS - D 日 S (またはコマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. " pin 呂 ip - ad か ess " コマンドを実行する。 （ ip - ad か ess は、本装置に割り 
当てた IP アドレスです。） 

3. "Reply from ..." と表示される場合、ネットワークは正常です。この場合、 
本体にある P 日 WER スイッチを押すことで、システムの停止処理を実行 
してください。しばらくするとシステムが停止します。1日秒程待ってか 
ら、電源を再度日 N にして、システムの起動後にもラー度アクセスしてみ 
て < ださい。 

4. "Request timed out " と表示される場合、接続の確認は失敗です。続け 
て、他のマシンからも ping コマンドを実行してみてください。 

一一部のマシンから ping コマンドが失敗する場合は、失敗するマシン 
の設定の誤り、または故障です。ただし、クライアントマシンが非 
常に多い場合で、ネットワークアドレスの自動設をを行っている場 
合は、失敗するクライアントマシンのネットワークの設をを確認し 
てください。ネットワークアドレスを獲得できていない場合、本装 
置の DHCP の設定を見直す必要があります。 




故障かな？と思つたときは 181 


一すべてのマシンから ping コマンドが失敗する場合は、 HU 巨などの 
ネットワーク機器の設をを確認してください。ケーブルが外れてい 
たり、電源が入っていなかったりすることがよくあります。ネット 
ワーク機器の設をが誤っていない場合は、ネットワーク障害の可能 
性があります。 


[?] Management Console び使用できない3 


□ 認証に失敗する (Authorization Required ) 

ーユーザ ID を確認してください。管理者権限で Management Console を使用す 
る時のユーザ ID は、 admin (すべてル文字)です。 

一初期導入設をにおいて設をしたパスワードを確認してください。パスワード 
の大文字とル文字は区別されるのでを意して<ださい。また、初期導入設を 
において、管理者パスワードを設をしないと 、 Management Console は使用 
できないようになっていますので、を意してください。 

[?] Management Console へのアクセスび途中か5できなくなった 

n サポートされていない[ドメイン情報]のアイコンをクリックすると、 
Management Console にアクセスできなくなる場合があります。 

一 Management Console へアクセスできなくなった場合は、本体の POWER ス 
イッチを押して一度、電源を OFF にしてから再起動してください。 
Management Console へアクセス巧能となります。 

[?] すべてのサービスの応答び非常に遅い 


一 Management Console を使用して、 CPU 使用率を確認してください。 CPU 使 
用率が、90%を超えている場合、「プ□セス実行状況」で特定のプ□セスの 
CPU 使用時闇 ( TIMS がミくなっていないかどうか確認してください。特定の 
プ□セスの CPU 使用時闇がをくなっている場合、10秒程してから、再び CPU 
使用時間を調べてみてください。 CPU 使用時間が、5秒じ(上増力日している場 
合、そのプ□セスは暴走している可能性があります。 

一暴走しているプ□セスがある場合、そのプ□セスのを前を控えておいてから、 
システムを再起動してみてください。再びそのプ□セスが暴走する場合は、 
何らかの異常が発生しています。 


一 Management Console を使用して、ディスクの使用状況を確認してください。 
いずれかのディスク使用率が、90%を超えている場合、対処が必要です。 

Management Console を使用して、ネットワークの利用状況を磕認してくだ 
さい。正常の値に対して、異常/破棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、 
対処が必要です。 

一暴走しているプ□セスがない場合、 Web サーバのアクセス状ミ兄を調べてくだ 
さい。本装置へのアクセスが集中している場合、本装置をもう一台導入する 
ことを橫討してください。 

一 Web サーバへのアクセス状況が特に問題ない場合は、システム□グを確認し 
て、ファイ " V ウォールに関する□グが短時間に多く化力されていないかどう 
かを磕認してください。短時間に多くのパケットを拒否 ( DEN 丫または 
REJECT ) している場合、原因の調査が必要です。（を ： Management Console 
のセ丰ュリティの設をで、「□グを採取する」をあらかじめチェックしておい 
てください） 
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[?1 ブラウザアプリケーションから設定した変更内容に更新されていなし、 

一設定を変更したら、[設定]をクリックして、変更を有効にしてください。 

[?1 ウィンドウのサイズを変更したり、リ□ードしたりするとトップ画面に戻ってしまう 

一 Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設をによっては、 
ウィンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻るこ 
とがあります。 

[?1 れ P や telnet 、 ssh ヴーバでの Lo 邑 in に失敗する 

n □グインユーザをは正しく設をしていますか？ 

-仮想ドメインでの□グインをは「ユーザーを@グループを」、もし<は「ユー 
ザーを@ドメインを」のいずれかを指をします。実ドメインユーザーの場合 
は、単純に「ユーザーを」を指をしてください。 

[?1 ドメイン情報追加時に r 指定されたグループ名は、すでに/ etc / 旨 roup に登録されてし、 

ます。」とエラー表示び出る 

n 既存のグループをと同じを称で設をしていますせんか？ 

-> 既存のグループをと同じを称は使用できません。 

n システム登録されているグループをと同じを前を使用していませんか？ 

ーシステム登録されているグループを ( ftp 、 「0饥、 bin など)は登録できません。 
異なるグループをを使用してください。 

[?1 0 S のシステムエラーび発生した場合 

ーシステムじアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシス 
テムエラー(パニック)が発生している可能性があります。パニック発生時には 
ダンプが探取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システ 
ム再起動時にシステムエラーの発生が ESMPRO / ServerAgent により横化され 
On 9 〇 

システムエラーの障害調査には/ va 「/ c 「 ash 配下のファイルすべてと/ var / log / 
messages ファイル、および ksyms - a 〕 マンドを実行して、その結果をファイ 
ルに化力したものを採取する必要があります。採取の方法は、管理 PC (コン 
ソール）から障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバから FTP で情報 
を採取します。 / va 「/ c 「 ash 配下のファイルは最大4世代保持し、システムエ 
ラー（パニック）が発生するたび、自動的に更新されます。事前に削除した 
い場合は、 / va 「/ c 「 ash 配下の127.0 .0.1 で始まるディレクトリ毎削除してくだ 
さい（他のファイルは削除しないでください）。 

[?1 本化の電源が自動的に OFF になった 

n 装置の温度が高<なりすぎた可能性があります。通気が妨げられていないか確認 

し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が OFF になる場 

合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[?1 起動完了ビープ音が定期的に何度ら鳴る 

n 一度電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビープ音が 

を期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡してください。 
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[?] 管 I 里 PC に画面び表ちされなし、 

□ DianaScope で正しく設をしていますか？ 

一添付の 「 EXPRESSBULDER 」 DVD にある 「 DianaScope オンラインド羊ュメ 
ント」を参照して正しく設定してください。それでも表示できない場合は、 
保守サービス会社に連絡してください。 

[?] 内蔵デバイスやが付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

-> インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が磕実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順唐が正しいかどうか確認してください。 

n 電源 ON の順番を聞違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源 
を ON にします。 

n ドライバをインス I -ールしていますか？ 

- 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインス 
卜ールしてください。 

[?] フ□ツピーディスクにアクセス（読み込み、または書き込みび）できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに「カチ、ソ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

n 書き a み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを「書き a み巧」にセット 
してください。 


[?] DVD / CD - ROM にアクセスでさなし、 

n 光ディスクドライブのトレーに確実にセツトしていますか？ 

ートレーに確実にセツトされていることを確認してください。 

[?] 光ディスクドライブの回短音び大きし、 

n いったん、 DVD / CD - ROM を取り化し、再度 DVD / CD - ROM をセットし直してくだ 
さい。 


一光ディスクドライブのオートバランス機構を再度機能させることで、回転音 
をおさ无ます。 
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インストール/初期導入設定用ディスクの作成について 


何らかのエラーによりインストール/初期導入設定用ディスクを作成できない場合の確認事項 
と対処方法について説明します。 

[?] 夕のページに進めない 

n を入力項目が正し<ないと次のページに進めません。 

必要な項目が正しく入力されていることを磕認してください。 

[?1 r パスワードの項目が入力されていません」と表示される 

n 変更前の管理者パスワードをパスワードの項目に入力していますか？ 

一新しい管理者パスワードを入力する場合は変更前の管理者パスワードをパス 
ワードの項目に入力する必要があります。化荷状態では、同捆の別紙「管理 
者パスワード」に記載してある値に設定されています。 

[?1 r ホスト名 （ FQDN ) の項目は FQDN のお式で入力してください。」と表示される 

n FQDN の形式で入力していますか？ 

-> FQDN の形式は W 下の通りです。 

-ラベルしで区切られた部分)の先頭、末尾が a - z ，0-9 であること 
-ラベルの途中の文字が a - z ， 0-9,八イフン (-) で構成されていること 
-ホストをとドメインをとをわけるドットし）が最低ひとつは存在すること 
-ラベルすべてが数字ではないこと 

[?] r サブネットマスク」の項目に不正なネットマスク値び入力されていまず」と表示される 

n 入力した数値に誤りがありませんか？ 

- サブネットマスクは2進数で現した時に、 

例えば、11111111.11111111.11111111.11110000のように1が続いて 


その後に0が続< ような値でなければなりません。 

にの例の場合は、255.255 .255.240) 

[?] rrxxxj の項目に不正な IP アドレスび入力されています」と表示される 

n 「 XXX 」で示された項目に正しい値を入力していますか？ 

一正しい IP アドレスを入力してください。 


EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBULDER から起動できない場合は、次の点じついて確認してください。 

[?] 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か S 本装置を起動できない 

ーシステム目 IOS の起動デバイスが正し <設をされていない可能性があります。 
正しく設をできているか磕認してみてください。 


POST を実行中に 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、再起動しないと 
エラー メッセ ー ジが表示されたり、 0 S が起動したりします。 
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オートランで起動するメニューについて 

[?] オンラインドキュメントび読めない 

n Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

-> オンラインド羊ュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されてい 
ます。あらかじめ Adobe Reader をインス I -- ルしておいてください。 

n 使用している os は 、 Windows XPSP 2 ですか？ 

-> SP 2 にてオンラインド车ュメントを表示しようとすると、ブラウザ上にじ(下 
のような情報ノ \一が表示されることがあります。 

「セ羊ュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示するには、ここをクリックしてください..」 

この場合、じ(下の手順にてド车ュメントを表示させてください。 

(1) 情報バーをクリックする。 

ショートカットメニューが現れます。 

(2) ショートカットメニューから、「ブ□、ソクされているコンテンツを許可」 
を選択する。 

「セ丰ュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスにて「はい」を選択。 

[?] メニューが表示されなし、 

n ご使用の os は 、 Windows Vista ですか？ 

一 Windows Vista で実行した場合、下のようなメッセージが表示されるとき 
があります。 

「認識できないプ□グラムがこのコンピュータへアクセスを要求しています。 
dispatcher . exe 」 

この場合、「許可する」をクリックして先へ進んでください。 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows XPJU 降、または Windows 2003降ですか？ 

一 本プ□グラムは、 WindowsXPJU 降または Windows 2003降のオペレー 
ティ ングシステムにて動作させてください。 

一 Windows 2000の場合は、あらかじめ E 6.0をインス I — ルしてください。 

n く Shif わ羊一を押していませんか？ 

一く3わげわ车一を押しながらディスクをセットすると、オートラン機能が车ャン 
セルされます。 

n os の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設定やディスクをセットするタイミングによっては、メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから「マイ 
コンピュータ」を選択し、セットした光ディスクドライブのアイコンをダブ 
ルクリックしてください。 
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[?1 メニュー項目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

- 実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 

[?1 メニューび巧語で表おされる 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


システム診断-保守ツールについて 

システム彰断や保守ツールの実行中にエラーメ 、ソ セージや警告メッセージが表示された場合 
は、速やかに保守サービス会社までエラーやメッセージの内容を連絡し、保守を依頼してくだ 
さい。 


ESMPRO について 

[?1 ESMPRO で思うように監視できない-動作しなし、 

一本体に添付の DVD にあるオンラインドキュメントを参照してください。本体 
にインストールされている ESMPRO / ServerAgent については、「添付のバッ 
クアップ DVD - ROM : / nec / doc /300/ esmpro . sa / users _ v 42 .pdfj を参照して 
ください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「については、 「 EXPRESSBUILDER 」 
DVD 内にあります。 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD を Windows にセットすると 
自動的にメニューが表示されます。メニューからオンラインド羊ュメントを 
選択してください。 

[?1 画面が文字化けしている 

-> シリアル接続の管理 PC から設を作業をする場合は、管理者として□グインし 
た後、設を作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更してくださ 
し、デフォルトのシェル環境の場合は、じ(下のコマンドを実行することで変 
要できます。 


#export LANG 二 C 
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システム情報の確認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状ミ兄は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
することができます。詳しくは4章をご覧ください。 

さらに詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO / ServerManager 、 ServerAgent を使用しま 
す。詳しくは5章またはオンラインドキュメントを参照してください。 

本体にインストールされている ESMPRO / ServerAgent じついては、「添付のバックアップ 
DVD - ROM :/ nec / doc /300/ esmpro . sa / users _ v 42 .pdfJ を参照してください。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「については、 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内にあります。 
rEXPRESSBUILDERJ DVD を Windows じセットすると自動的にメニューが表示されます。メ 
ニューからオンラインド车ュメントを選択してください。 
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装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


移動と保管 


本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください C 



A ミ主意 


A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 


フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとつておいて < ださい。 

本装置には八ードディスクドライブび内蔵されていまず。 A - ドディス 
クドライブに衝撃を与えないようにを意して本体を移動させてくださ 
い。 

再度、運用する際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：- 10° C 〜已已で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと)。 


1. 本体にフ□ッピーディスクや DVD / CD - R 日 M をセットしている場合は取り出す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザからシステムのシャットダウン処理をして電 
源を日 FF ( P 日 WER ランプ消'打）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 


警告 


池® 戀 


4. 
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日.本体をラックに搭載している場合は、2章を参照して本体をラックから取り出す。 

なるベ<複数をで行うことをお勧めします。 

6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと徊包する。 


W -0 輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確 
■to 認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となります。 
装置の移動後や保管後、再び運用ずる場合は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 


• 轉社製於が（ヴードパーティ）の製品、または薛社び認定していない装 

置 3 置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業者名、 
製造国び明記された銘板び貼ってあります。販売店にお問い合わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の製造番号と保証書の保証蚕 
号び一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
5れないことびありますのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （177 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウエアが正しくインストールされている 
ことを確認します。 

W 上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの弊社または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


W -0 この装置は日本国内仕様のため、轉社の海が拠点で修理することはできませ 
Bra ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報（ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状況） 
n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧ヴービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および弊社が認をした保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けじなる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守ヴービスメニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくは 
この後の説明をご覧 < ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたりまず。保守または修理料金は 
その都度精算ずる方式で、作業の内容によって異なります。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 



m 


• サービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


J \- ドウエアメンテナンスヴービス 

維持保守 

を期的な点橫により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が化張して修理します。（緊急障害復旧) 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害（アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異常 
等）が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します。お客様への連絡時間帯は、月曜日〜金 
曜日午前9:00〜午後5:00です。 

「八ードウエアメンテナンスサービス」または「マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約され 
たお客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには「申込書」び別途必要です。 P ぶ売店、当社営業担当にお申し付けください。） 
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オプションヴービス 

下記のオプションサービスちございますのでご利用ください。 


基本ヴポートサービス 

Express 5800シリーズの InterSec シリーズを対象に、運用する中で生じる疑問やトラブル対 
応といったニーズにお応えするために、 W 下のサービスを提供します。 

• インストールされているソフトウエアに関する電話 - FAX • 電子メールによる問合せ対 
応(運用支援、障害解ま支援） 

• FAQ などの情報提供（間い合わせをする回数によってソフトウエアサポートサービス 
(5)、または（無制限）をお求めください。） 

W 下のサービスは提供する NEC 販売店により、を称、内容が異なる場合がございますので、お 
磕かめの上、ご用命ください。なお、じ(下のサービスは NEC フィールディング（株）が提供す 
るちのです。 


マルチベンダ H / W 統括ヴービス 

マルチベンダ製品（本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ-システムに対 
し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を巧いまず。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取かし、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取がけ、 

動作確認、修理内容報告、引ミ度しを行います。 

頭り保守形態 

お客様が送がされた故障品を修理し、完了後にご返送しまず。 


* 仕^製品とは... 

NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことでず。 


LAN マルチベンダ保守サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器（ルータ - HUB • ブリッジなど）につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアント 
およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、予備機 
保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サービ 
ス内容はネ 、ソ トワークノー ドの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サービス曰 
時は、24時間‘365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は毎月報告書を発行しま 
す。修理は八ードウ エア メンテナンスサービスで対応します。 
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情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (イ戈表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は「エクスプレス受付センター」でお受 
けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express ] : [Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www.fielclin 呂 . co . jp / 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、 
施設工事などの情報をご紹介しています。 
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付録 A 



型 名 

Express 己 800 /LB 30 Of 

N 8100 -14 巨 4 

CPU 

タイプ 

Intel ® Pentium ® デュアルコアプ□セ、ソサー E 2160 

ク□ック/キャッシュ 

1.80 GHz / 800 MHz /1 M 

標準 

1個 

最大 

1個 

チップセット 

Intel 3200 (800/1333 MHz ) 

メモリ 

標準 

1 GB (1 GB X 1) 

最大 

4 GB (1 GB X 4) 

増設単位 

1 枚単位 

増設機会 

3 回 

メモリモシ'' ュ-ル 

DDR 2-800 

Check 方式 

ECC 

表示機能 

グラフィ、ソクアクセ 
ラレータ 

Server Engines ™ 2 nd Gen Server Management Controller 内蔵 

ビデオ RAM 

SMB 

グラフィック表示 

640 X 480 慮大 1，6 W 万色）、 800 X 600慮大1,677万色)、 

1,024 X 768 (最大1,677万色）、1,280 X 1,024撮大1,6 W 万色） 

補助入力装置 

フ□、ソピーディスク 
ドライブ 

3.5 インチ X 1 (1.44 MB / 720 KB 対応） 

八ードディスクドラ 
イブ（標準） 

SATA 2 16日 G 己 X 1 

八ードディスクドラ 
イブ（最大） 

RAID 1 SATA 2 160 GB X 2 

RAID 1+ スペア SATA 2 160 GBX 3 

RAIDS SATA 2 160 GBX 3 (320 GB ) 

八ードディスクドラ 
イブ（ホ、ソトプラグ） 

Hot Plug SATA HDD x 3 

光ディスクドライブ 
(標準） 

CD - RW / DVD-ROM ドライブ X 1 

DVD : 3 倍速 U 上最大 8 倍速 、 CD : 10 倍速 U 上最大24倍速 

拡張ス□ット 

PCI 

PCI Express ( x 8) x 1 、 PCI Express (4) x 1 

ディスクアレイ 

オプション 

N 8103-116( RAID 1) 

N 8103 -117 ( RAID 己） 

内部インタフェース 

SATA 

3 チヤネル 

か部インタフェース 

キーボード 

MINI DIN 6 -pin ( PS /2) x 1 

マウス 

MINI DIN 6 -pin ( PS /2) x 1 

シリアル 

前面： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠 ） X 1 
背面： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠 ） X 1 

ネットワーク 

1000 BASE - T (1 日 0 BASE - TX /10 BASE - T 対応 ）LAN コネクタ （ RJ 45) x 2、 

マネージメント用 LAN (100 BASE - TX /10 BASE - T ) コネクタ （ RJ -45) x 1 

ディスプレイ 

D-sub 15 -pin X 1 

USB 

4- pin コネクタ（前面 x 2、 背面 x 2) バージョン2.0対応 

崖体デザイン 

ラックマウントモデル (1 U ) 

外形寸法 

フ□ントべゼル/ 
突起物含まず 

428 mm (幅 ） x 579 mm (奥行き） x 43 mm 搞さ） 

フ□ントべゼル/ 
突起物含む 

485 mm (幅 ） x 651 mm (奥行き） x 43 mm 搞さ） 
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型 名 

Express 己 800 /LB 30 Of 

N 8100 -14 巨 4 

質量（最大） 

12.1 kg (14.2 kg ) 

電源 

AC 100 V + 1096、 50/60 HZ + 1% 

消費電力 

210 VA . 205 W 

環境を件 

動作時 

温度：10〜35で、湿度:20〜80% (ただし、結露しないこと） 

保管時 

温度：-10〜55で、湿度:20〜80% (ただし、結露しないこと） 

標準添付品 

電源〕ード 、 FEXPRESSBUILDERJ DVD 、 スタートアップガイド、使用上のごま 
意、保証書、ユーザサポートのご案内 

標準添がソフトウエア 

なし 
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付録己巧巧ヴービスを社網一質 


NEC Express 5800シリーズ、および関連製品のアフターサービスは、お買い上げの弊せ販売 
店、最寄りの弊せまたは NEC フィールディング株式会せまでお問い合わせください。下記に 
NEC フィールディングのサービス拠点所在地一覧を示します。 

優付時間： AM 9:00 〜 PM 5:00 ±曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

次のホームページじち最新の情報が記載されています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

このほか、弊社販売店のサービス網がございます。お買い上げの販売店にお問い合わせくださ 
い。 

トラブルなどじついてのお問い合わせは下記までご連絡ください屬話番号のおかけ間違いに 
ごを意ください）。その他のお問い合わせについては、下表を参照してください。 

【IT 機器の修理窓□】 

修理受付センター（全国共通） 01 20- 日3目-111(フリーダイヤル） 

携帯電話をご利用のお客様 0570-064-21 1(通話料お客さま負担） 


2008年1月現在 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

化海道 

札幌支店 

011-221-3705 

060-0042 

札幌市中央区大通西 4-1 新大通ビル 9 F 

東札幌営業所 

011-833-8640 

003-0001 

札幌市白石区東札幌1条1了目6番33号 

訓路営業所 

0154-32-7100 

085-0816 

訓路市錦巧 5-3 王、ソ輪ビル 2 F 

旭川支店 

0166-24-2098 

070-0033 

旭川市三条通9 了目左1号明治安田生命旭川ビル 1 F 

オホーツク 

営業所 

0157-25-7520 

090-0024 

化見市化四条東 3-1-1 富±义災化見ビル 3 F 

苦ル牧営業所 

0144-36-3846 

053-0022 

苦ル牧市王子巧 3-2-23 朝日生命苦ル牧ビル 2 F 

室蘭営業所 

0143 -46-3 180 

050-0083 

室蘭市ま巧 2-24-4 石井第5ビル 3 F 

函館支店 

0138 -54-5642 

040-0001 

函館市五穆郭巧 1-14 五穆郭114ビル 3 F 

道ま支店 

0155-25-4892 

080-0013 

帯広市西王条南 10-32 日本生命帯広駅前ビル 5 F 

ル樽営業所 

0134-24-5685 

047-0036 

ル樽市長橋 3-4- 14 

青森 

青森支厂占 

017-735-8501 

030-0802 

青森市本巧 1-2-20 住ち生命青森柳巧ビル3 F 

八戸営業所 

0178-44-4354 

031-0081 

八戸市お崎 1-10-2 八戸第一生命ビル 1 F 

弘前営業所 

0172-34-9083 

036-8002 

弘前市駅前 2-2-2 弘前第一生命ビル 1 F 

岩手 

盛岡支店 

019-635-3011 

020-0866 

盛岡市本宮 3-13-2 日 

一関営業所 

0191 -25-6531 

021-0041 

一関市赤获字月巧2 18-2 

宮城 

仙台支店 

022-292-1900 

983-0852 

仙台市宮城野区檔岡 3-4- 18タカノボル22ビル 4 F 

秋田 

秋田支店 

018-863-7938 

010-0951 

秋田市山王 1-3-29 

山形 

山形支店 

023-631-3502 

990-2445 

山形市南栄巧 3-6-34 

鶴岡営業所 

0235-25-8386 

997-0013 

鶴岡市道形巧 23-31 山庄ビル1階 

米が営業所 

0238-24-1418 

992-0027 

米が市駅前 3-5-22 かなつビル 1 F 

福島 

報山支店 

024-938-5209 

963-8022 

報山市西ノ内 22- 13 

福島支店 

024-536-3703 

960-8074 

福島市西中央五了目6番1号 

いわき営業所 

0246-28-8371 

970-8034 

いわき市平上荒川字桜巧 34- 1 

会津若松営業所 

0242-28-7624 

965-0818 

会津若お市東千石 2-1-45 

巧城 

鹿島営業所 

0299-82-4860 

314-0014 

鹿嶋市光3住ち金属構内 

つ < ば支店 

029-860-2000 

305-0821 

つくば市春日 3-22-8 

水戸支店 

029-257-1860 

310-0911 

水戸市見巧 3-575-3 

栃木 

宇都宮支店 

028-632-8140 

321-0954 

宇都宮市元今泉 2-7-6 

ル山営業所 

0285-21-1495 

323-0807 

ル山市城東 1-14-12 ウェルストン1ビル 1 F 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

群馬 

群馬支店 

027-255-5461 

371-0855 

前橋市問屋巧 2-4-3 NF 3 ビル 4 F 

太田営業所 

0276 -4 己-0666 

373-0853 

太田市浜巧 58-24 

埼玉 

さいたま化支店 

048 -660- 1881 

331-0812 

さいたま市化区宮原巧 2-85-5 

熊谷営業所 

048-527-0597 

360-0036 

熊谷市搭木巧 1-1-1 秩父鉄道熊谷ビル 4 F 

さいたま南支店 

048-859-7360 

338-0832 

さいたま市お区西堀 8-21-35 カタヤマビル 3 F 

川越支店 

04-2955-7695 

350-1331 

狭山市新狭山 2-11-10 

越谷営業所 

048-978-9500 

343-0042 

越谷市千間台東 1-7-25 エムケービル 1 F 

千葉 

千葉支店 

043-221-7660 

260-0843 

千葉市中央区末広 1- に-15 

成田営業所 

0476-22-5390 

286-0044 

成田市不動ヶ岡 2152-2 成田旭ビル 1 F 

君津営業所 

0439-55-7278 

299-1144 

君津市東お田 1-3-2 京葉君津ビル 3 F 

船橋支店 

047-434-1611 

273-00 に 

船橋市浜巧 2-1-1 ららぽ一と兰井ビル 7 F 

柏支店 

04-7135-2400 

277-0827 

お市松葉巧 2-5-1 

巧西営業所 

0476-46-4250 

270-1352 

巧西市大塚 1-9 

千葉ニュータウンエネルギーセンター1階 

東京 

東京中央支店 

日 3-3431-9191 

10己-00に 

港区ち大門 2-5-5 住友ち大門ビル 3 F 

大占 

03-3764-0007 

140-0013 

品川区南大井 6-25-3 ビリーヴ大森ビル 8 F 

王田支店 

03-3452-6168 

108-0073 

港区王田 1-4-28 兰田国際ビル 1 F 

おく谷占 

03-5458-3341 

150-0032 

渋谷区誦谷巧2番3号 C 0 MS (コムス） 2 F 

新宿支店 

03-5155-7810 

169-0072 

新宿区大义保 1-3-21 新宿 TX ビル 6 F 

日本橋支店 

03-3297-0783 

104-0032 

中央区八了堀 4-5-8 KDX 八了堀ビル2 • 3 F 

ミエ東支店 

03-3649-3230 

13己-0016 

江東区東陽 2-2-20 住友不動産東陽駅前ビル 1 F 

秋集原支店 

03-5821-2474 

111-0052 

台東区柳橋 2-19-6 秀巧柳橋ビル 8 F 

足立営業所 

03-3888-7151 

120-0034 

足立区千住 1-11-2 カーニープレイス千住 7 F 

神田支店 

03-3233-241 1 

101-0064 

千代田区猿楽巧 2-7-8 住ち水道橋ビル 8 F 

東京流通サービ 
ス部 

03-5459-6051 

150-0032 

渋谷区震谷巧2番3号 C 0 MS (コムス） 2 F 

立川支店 

042-527-2527 

190-0022 

立 J 11市錦巧 2-4-6 住ち生命立川ビル 3 F 

ル金井支店 

042-385-7666 

184-0013 

ル金井市前原巧 5-9-7 

神奈川 

神奈川支店 

045-314-7625 

220-0004 

横浜市西区化幸 2-8-4 横お西 □ KN ビル1 1 F 

横須賀営業所 

046-827-3188 

238-0004 

横須賀市ル川巧 14-1 二、ソセイ横須賀センタービル 1 F 

川崎営業所 

044-244-1083 

210-0011 

川崎市川崎区富±見 1-6-3 T 0 K に0事務棟ビル 3 F 

巧模支店 

042-746-61 11 

228-0803 

巧模原市巧模大野 7- 1 -6 巧模大野第一生命ビル 4 F 

厚木支店 

046-225-041 1 

243-0018 

厚木市中巧四了目 16-21 プ□ミティあつぎビル己階 

平塚支店 

0463-21-4777 

254-003 己 

平塚市宮の前 1-2 あいおい損保平塚第ービル 2 F 

藤が営業所 

0466-22-0204 

251-0055 

藤が市南藤が 17-10 コア湘南田村ビル1 F 

玉川支店 

044-814-1551 

213-0002 

J 11崎市高津区二子 5-1-1 高津ノ ゥづぅ ザビル 4 F 

山梨 

甲府支店 

055-226-7564 

400-0858 

甲府市巧生 2-3-16 三井住ちミ毎上甲府ビル 3 F 

富±吉田営業所 

0555-23-9515 

403-0005 

富±吉田市上吉田3726ヤマナシ文具センタービル 1 F 

長野 

松本支店 

0263-27-7070 

399-0033 

お本市径賀 6096-1 

岡谷営業所 

0266-24-4870 

394-0031 

岡谷市田中巧 2-8-5 岡谷サンプラザビル4階 

長野支店 

026-224-0050 

380-0824 

長野市南石堂巧1293長栄南石堂ビル 1 F 

上田営業所 

0268-27-6336 

386-0032 

上田市諷訪形 5-1 豊成ビル己 F 

飯田営業所 

0265-53-7043 

395-0815 

飯田市松尾常盤台 73-10 

新漏 

新漏支店 

025-243-2315 

950-0986 

新漏市中央区神道寺南 2-4-15 

長岡営業所 

0258-35-5217 

940-0034 

長岡市福住 2-3-6 ル林石ミ由ビル 

富山 

田 山支ぶ 

076-442-2605 

930-0004 

富山市搭橋通り 1-18 住ち生命富山ビル 1 F 

黒部営業所 

0765-54-0447 

938-0031 

黒部市兰日市字新光寺 1880-1 

高岡営業所 

0766-25-4212 

933-09 に 

高岡市丸の内 1-40 高岡商エビル 8 F 

石川 

金が支店 

076-223-3188 

920-0864 

金が市高岡巧 1-39 住ち生命金が高岡巧ビル 1 F 

ルネ公営業所 

0761-24-3782 

923-0926 

ルネ公市竜助巧36ルお東京ミ毎上日動ビルディング 3 F 

"t 尾営業所 

0767-54-0298 

926-0801 

た尾市昭和巧5 1-2 

福井 

福井支店 

0776-54-6637 

918-8206 

福井市化四ツ居巧518 

岐阜 

東ミ農営業所 

0572-55-4578 

509-5132 

±岐市泉巧大富 261-8 

岐阜支店 

058-275-8801 

500-8367 

岐阜市宇佐南 3-4-7 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

静岡 

静岡支店 

054-202-6 に0 

422-8061 

静岡市駿河区森下町 1-35 静岡 MY タワー 2 F 

富±営業所 

0545-64-6735 

416-0944 

富±市横割1 - 1 7-24 FC ビル 2 F 

沼津支店 

055-973-6001 

411-0906 

駿東報清水巧八幡 88-1 

浜松支店 

053-466-0205 

435-0047 

浜ネ公市原島巧111 

掛川営業所 

0537-23-2181 

436-0056 

掛川市中央 1-4-2 タウンビル 3 F 

愛巧 

さ!古屋中央支店 

052-264-7525 

460-0007 

さ!古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

さ)古屋東支店 

052-264-7581 

460-0007 

さ!古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

を古屋西支店 

052-264-7561 

460-0007 

さ!古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

さ!古屋南支店 

052-694-1031 

457-0862 

さ!古屋市南区内田橋 1-8-5 了ー トライフ-タケセイ 1 F 

半田営業所 

0569-22-2762 

475-0903 

半田市化□巧 1-130-1 森田ビル 4 F 

ル牧支店 

0568-75-5594 

48己-0029 

ル牧市中央 1-271 大垣共立銀行ル牧支店ビル 4 F 

岡崎営業所 

0564-23-5020 

444-0044 

岡崎市康生通南 3-5 住ち生命岡崎第ニビル 1 F 

豊橋営業所 

0532-55-3063 

440-0084 

豊橋市下地巧瀬上83 

兰河支店 

0565 -34- 1168 

471-0034 

豊田市ルお本巧 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 3 F 

兰重 

兰重支店 

059-227-1622 

514-0042 

津市新巧 3-2-1 

四日市営業所 

0593 -51-0425 

510-0075 

四日市市安島 1-5-10 KOSCO 四日市西浦ビル 2 F 

滋賀 

滋賀支店 

077-525-3156 

520-0043 

大津市中央 4-5-4 BK ビル 

彥根営業所 

0749-24-1784 

522-0073 

彥根市旭巧 8-2 日 

東お江営業所 

0748-25-0680 

527-0022 

東お江市八日市上之巧 2-7 ウイング八日市 3 F 

京都 

京都支店 

075 -8 に-5800 

604-8804 

京都市中京区壬生巧城巧 24-1 古川勘ビル 4 F 

福巧山営業所 

0773-23-6287 

620-0942 

福巧山市駅南巧 3-6 竹下駅南ビル 2 F 

亀岡営業所 

0771-25-7320 

621-0805 

亀岡市安町中皇 1-2 スカイビル 7 F 

大阪 

本巧支店 

06-6264-2810 

541-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

大阪支店 

06-6264-2828 

己4 1-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

淀川支店 

06-6305-5444 

532-0011 

大阪市を j 11区西中島 1-11-16 住ち商事淀川ビル 3 F 

千里支店 

06-6835-0017 

560-0083 

豊中市新千里西巧 1-2-2 住ち商事千里ビル南館 2 F 

東大阪支店 

0729-24-6780 

己8 1-0803 

八尾市光町 1-61 嶋野-住ち生命ビル 7 F 

南大阪支店 

072-223-8595 

590-0075 

排市巧区南花田□巧 2-3-20 
住友生命排東ビル南館 4 F 

兵庫 

豊岡営業所 

0796-24-0331 

668-0043 

豊岡市桜巧 15-1 幸栄ビル 1 F 

神戸支店 

078-332-5431 

650-0031 

神戸市中央区東巧に6神戸シルクセンタービル 3 F 

姫路支店 

079-289-2684 

670-0948 

姫路市化条宮の巧113 

奈良 

奈良支店 

0742-36-1161 

630-8001 

奈良市ま華寺巧2 19-1 

僵原営業所 

0744-23-6240 

634-0813 

僵原市四条巧 277-1 シエ-ホーム-ヤマ 2 F 

和歌山 

和歌山支店 

073-428-3222 

640-8154 

和歌山市六番 T 5和歌山第一生命ビル 

鳥取 

鳥取営業所 

0857-25-6322 

680-0845 

鳥取市富安 2- 159义本ビル 4 F 

米子営業所 

0859-22-8280 

683-0805 

米子市西福原 2-1-1 YNT 第10ビル2階 

島根 

山陰支店 

0852-21-0988 

690-0049 

松江市袖師巧 2-38 NKT ビル 7 F 

浜田営業所 

0855-22-6092 

697-0033 

お田市朝日巧 70-5 朝日第2ビル 1 F 

岡山 

岡山支店 

086-246-9606 

700-0976 

岡山市辰己 19-1 日2 

倉敷営業所 

086-426-1371 

710-0057 

倉敷市昭和 2-4-6 住ち生命倉敷ビル 2 F 

津山営業所 

0868-31-2821 

708-0023 

津山市大手巧 6-8 城南ビル 4 F 

広島 

l/x 島支化 

082-248-4222 

730-0042 

広島市中区国泰寺巧 2-5-1 1西橋屋ビル 4 F 

吳営業所 

0823 -21-5 に9 

737-0051 

吳市中央 1-6-9 センタービル吳駅前 6 F 

東広島営業所 

0824-22-6411 

739-0015 

東広島市西条栄巧 10-27 栄巧ビル 2 F 

福山営業所 

084-931-8907 

720-0973 

福山市延広巧 1-2 明治安田生命福山駅前ビル 8 F 

山 □ 

山□支店 

083-973-1858 

754-0011 

山□市ル報御幸巧 4-9 山陽ビルル報 1 F 

山□周防営業所 

0833-44-1621 

744-0011 

下ネ公市西豊井 1375-3 

岩国営業所 

0827-22-9534 

740-0018 

岩国市麻里布巧 1-5-26 岩国通運ビル 2 F 

下関営業所 

0832-57-2939 

751-0877 

下関市秋根東巧 8-1 日トワムールエクスビル 3 F 

徳島 

徳島支店 

088 -622 -に70 

770-0852 

徳島市徳島巧 2-19-1 あいおい損保徳島第ービル 4 F 

罰 II 

高松支店 

087-833-1708 

760-0008 

高お市中野巧 29-2 住ち生命高おパークビル 7 F 

丸亀営業所 

0877-23-8563 

763-0034 

丸亀市大手巧 3-5-18 ジブラルタ生命丸亀ビル 7 F 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

愛媛 

ネ公山支店 

089 -945-4 145 

790-0878 

ネ公山市勝山巧 1-19-3 青木第ービル 5F 

八幡浜営業所 

0894-23-0173 

796-0010 

八幡浜市江戸岡 1 Tg 4-6 江戸岡ビル 2F 

宇和島営業所 

0895-24-1471 

798-0032 

宇巧島市恵美須巧 2-4-14 井上ビル 

今治営業所 

0898-31-5741 

794-0063 

今治市片山 1-2-20 

新居浜営業所 

0897-34-4772 

792-0003 

新居浜市新田巧 3-2 新居浜ビル 5F 

川之江営業所 

0896-58-6208 

799-0113 

四国中央市妻鳥巧 1010 番地 8 共和ビル 102 号室 

高巧 

高え□支店 

088-873-8851 

780-0870 

高巧市本巧 4-2-40 二、ソセイ高巧ビル 3 階 

福岡 

福岡支店 

092-472-2853 

8 に- 0004 

福岡市博多区慢田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

化九州支店 

093-522-0581 

802-0014 

:!ヒ九州市ル倉化区砂津 1-5-34 ル倉興産 23 号館 4F 

飯塚営業所 

0948 -24-09 19 

820-0066 

飯塚市大字幸袋 526-1 福岡ソフトウてアセンター 2F 

义留米営業所 

0942-44-5298 

839-0809 

义留米市東合川 2-4-29 

大牟田営業所 

0944 -51-265 己 

836-0843 

大牟田市不知义巧 2-7-1 中島物産ビル己 F 

佐賀 

佐賀支店 

0952 -31-9301 

849-0937 

佐賀市鍋島 3-2-19 

佐賀西営業所 

0954-22-6567 

843-0022 

武雄市武雄巧大字武雄 5014 -1 東洋リーセントビル 5F 

唐津営業所 

0955-75-0745 

847-0861 

唐津市二夕す 1-17-6 サンライズビル 1-2 号室 

長崎 

長崎支店 

095-820-0525 

850-0032 

長崎市興き巧 6-5 興善イーストビル 4 階 

佐世保営業所 

0956 -34-381 1 

857-1161 

佐世保市大塔巧 1266-24 

諫早営業所 

0957-23-0471 

854-0016 

諫早市高城巧 5- 10 諫早商工会館 5F 

五島営業所 

0959-75-0876 

853-0033 

五島市木場巧 252 番地 8 F ビル 1 F 

熊本 

熊本支店 

096-383-6777 

862-0925 

熊本市保田達本巧 1-40 

大分 

大分支店 

097-503-2555 

870-0921 

大分市获原 4-9-65 

中津営業所 

0979-23-1182 

871-0058 

中津市豊田巧 2-423-10 6 BILL 5F 

宮崎 

宮崎支店 

0985-27-4477 

880-0806 

宮崎市広島 1-18-7 大同生命宮崎ビル 9F 

延岡営業所 

0982-35-7545 

882-0847 

延岡市旭巧 3-1-1 

旭化成ネットワークス（株）本社棟 1F 

都城営業所 

0986-23-4821 

88 己- 0021 

都城市平江巧 13 街区 1 日富±义災ミ毎上保険ビル 3F 

鹿児島 

鹿児島支店 

099-285-2266 

890-0062 

鹿児島市与次郎 2-4-35 KSC 鴨池ビル 1 F 

出水営業所 

0996-62-8922 

899-0202 

出水市昭和巧 13-1 第二丸义ビル 2F 

沖縄 

沖縄支店 

098-876-2788 

901-2132 

浦添市伊祖 2-7-11 
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用語解説 


ソフトウエアに関する用語について解説します。 

anonymous FTP 

FTP (File Transfer Protocol ) の利用 
方法のひとつで、 FTP サーバをイン 
ターネット上で公開し、誰でも使用で 
きるようにしたもの。利用者は特をの 
アカウントを持たない匿をでちサーバ 
じアクセスすることができる。 

BIOS (Basic Input/Basic Output) 

基本的な入化力を行うプ□グラムのこと。 

CGI (Common Gateway interface; 

Web サーバの HTML 文書から外部プ□グ 
ラムを呼び出すための仕掛け。 Web サー 
バ機能をさまざまな用途に掘張できる。 

CIDRCCIassless Inter-Domain Routing) 

クラスを使わない IP アドレスの割当 
と、経路情報の集成を行う技術です。 

DHCP(Dynamic Host Configuration 
Protocol) 

ネットワークに接続されたを端末は IP 
アドレス、 DNS サーバなど、各種の設 
をを行う必要がある。 

これらに関する情報を DHCP サーバに 
登録しておくと、 LAN ポートに接続さ 
れた機器の設定を DHCP サーバが自動 
的に行う。 

DNS (Domain Name System) 

ネットワーク上のマシンのを前と IP ア 
ドレスを相互に変換するシステム。 

覚えにくい IP アドレスを使わずに、マ 
シンをであるドメインを （ 例えば 
www . riec . co . jp ) を使つて通信を巧能に 
する。 

DNS ソフトウエアはネームサーバとリ 
ゾルバと呼ばれる二つの機能を持つ。 

ネームサーパは、ドメインネームと IP 
アドレスを管理するデータベースにア 
クセスし、マシンをと IP アドレスを変 
換する機能を持つ。 

リゾ J レバはクライアントの要求に応じ 
て、ネームサーバに間い合わせを行う 
機能である。代表的な DNS ソフトウエ 
アに、巨 IND がある。 


Ethernet ( 一「イーサネット」） 

FQDN(Fully Qualified Domain Name) 

TCP / IP ネットワーク上で、ドメインを 
やサブドメインを、ホストをを省略せ 
ずにすべて指をした記述形式のこと。 

FTP (File Transfer Protocol) 

TCP / IP ネットワークでファイルを転 
送するために使われるプ□トコル、ま 
たはプ□グラムを指す。 FTP でファイ 
ルを転送するには、通常はユーザーを 
とパスワードが必要であるが、 
anonymous (匿名)の意晰という ユー 
ザーをで、誰でち使用できる FTP サー 
パもあり、これは 、 anonymous FTP 
サーバと呼ばれる。 

HTML(Hyper Text Markup Language) 

Web サーバで公開する情報を記述する 
ための言語。文字や画像を結び合わせ 
た八イパーテキスト文書を作成でき 
る。 

HTML を記述するには、文書の論理構 
造を、タグと呼ぶ記号を使って示さな 
ければならないが、現在は HTML を簡 
単に作成するツールが数多く存在して 
いる。 Web ブラウザは、 Web サーバ上 
にある HTML ファイルを実際に表示す 
るソフトウェアである。 Web サーバに 
アクセスするには 、 URL (ユニフォーム 
リソース□ケータ）、例えば rh 啼:// 
www . nec . co . jp /」 を指定する。 

HTTP (Hyper Text Transfer Protocol) 

Web サーバと Web ブラウザがファイル 
などの情報をやり取りするためのプ □ 
トコル。 

IP(lnternet Protocol) 

ネットワーク闇でのデータの中継経路 
を巧をするためのプ〇トコル。通信プ 
□トコルの体系において、 TCP と IP は 
非常に重要なので、これら二つを合わ 
せて TCP / IP とも呼ばれる。 
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IP (Internet Protocol ) アドレス 

TCP / IP 通信においてネットワーク上 
のを端末の位置を特定するためじ使用 
される32ビットのアドレス。通常は8 
ビットずつ4つに区切って〇〜255.0〜 
255.0〜255.0〜255という10進数の 
数字列で表される。ルータは IP アドレ 
スを複数持つ。 

例）130.158.60 .5 

LAN (Local Area Network) 

同ーフ□アーや敷地内の比較的小さな 
規模のネットワークのことをいう。 

Linux 

Linus Torvalds 巧を中ノこ、じ、世界中の 
開発者がインターネットを利用して、 
柜互に協力しながら開発-保守してい 
る UNIX 互換 0 S 。 

Management Gonsol 白 

Web ブラウザを利用した本装置のシス 
テム設定:ツールのさ)称。 Web-based 
Management Console の略称として 
WbMC と表記することもある。 

MIME (Multipurpose Internet Mail 
Extention) 

インターネットを介してさまざまな 
データを送るための拡張仕様。 

PING(Packet InterNet Groper) 

ある端末から他の端末への接続が正常 
に行えるかどうかを試験するプ□グラ 
ム。 

POP (Post Office Protocol) 

TCP / IP のアプリケーションプ□トコ 
ルの一つで、クライアントがサーバか 
らメールを取得するときに用いられる 
プ〇トコル。 

SMTP (Simple Mail Transfer Protocol) 

TCP / IP のアプリケーションプ□トコ 
ルの一つで、電子メールの配送のため 
のプ〇トコル。 

SS し (Secure Socket Layer) 

Web サーバが信頼で きるちのかの 認証 
を行ったり、 Web ブラウザのフォーム 
から送信する情報を暗号化するために 
用いられる技術。 SSL を用いるには、 
Web サーバに秘密鍵と証明書を設定す 
る必要がある。証明書はベリサインな 


どの認証局に署をしてもらうものと、 
自己署をのちのがあるが、前者を用い 
るとサーバ認証と暗号化が、後者を用 
いると暗号化のみが有効になる。 

TCP(Transmission Control Protocol) 

事実上インターネット標準となってい 
る TCP / IP プ□トコルの基礎をなすプ 
□トコ ル。 IP の上位プ □トコ ルとして 
位置づけられ、 IP がコネクションレス 
型の配送サービスだけを提供するのに 
対して、 TCP はコネクション型の配送 
サービスを提供す る。 

TCP/IP(Transmission Control 

Protocol/Internet Protocol) 

インターネットの標準通信プ□トコ 
ル。 TCP を IP はそれぞれ固有のプ□卜 
コルをだが、一般に UDP ( Use 「 

Datagram Protocol ) などを含めたプ〇 
トコル群を TCP / IP と総称することが 
多し、 

TCP を使う代表的なネットワーク機能 
には、 HTTP 、 FTP などが、 友る。 UDP 
を使う代表的なネットワーク機能に 
は、 DNS などがある。 

Telnet(Telecommunication Network) 

TCP / IP で接続されたコンピュータに 
遠隔地から□グインするためのサービ 
ス、またはプ□グラムを指す。インター 
ネットに接続された特定のコンピュー 
夕じ接続し、そのコンピュータを遠隔 
操作する目的で使われるちの。 

イーヴネット (Ethernet) 

米ゼ□、ソクスせ、米 DEC 社、米インテ 
ルせの3社が共同開発した LAN のを称。 

インターネット 

ほぼ全世界にまたがるコンピュータ 
ネットワークの集合体。元々は 、 UNIX 
の LAN を相互接続することで形成され 
たきた。現在ではパソコン LAN とも接 
続しており、巨大な通信インフラと 
なった。 

インターネットへの接続じは、専用線 
による IP 接続、ダイヤルアップ接続な 
どの方法がある。 

イントラネット 

インターネットの技術を企業内の通信 
基盤に取り入れた形態。 
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クライアント 

ネットワークにおいてサーバに対し、 
情報の提供などの何らかのサービスを 
要求し、その返答を受ける機器または 
アプリケーションの総称。 

ヴーパ 

ネットワークにおいてクライアントに 
対し、何らかのサービスを提供する機 
器のことをいう。提供するサービスご 
とじ、ファイルサーバ、 DNS サーバと 
いったを称で呼ばれる。 

サブネット 

IP アドレスの範囲内で管理者は自分の 
管理するネットワークをサブネットマ 
スクを使用して、いくつかのルネット 
ワークに分割することができる。こう 
してできたルネットワークを、サブ 
ネットと呼ぶ。 

ヴブネットマスク 

IP アドレスじはネットワークの情報と端末 
の情報が含まれているが、 IP アドレスのう 
ちどこまでがネットワークの情報で、どこ 
からが端末の情報かを識別するために 
用意されているちの。 

IP アドレス同様に〇〜255.0〜 255.0 〜 
255.0〜255という10進数の数字列で 
表される。また、これの値で管理者はサ 
ブネットを設をすることができる。例え 
ば、サブネットマスク 
は、8ビットの2進数では 
11111111 . 11111111 . 11111111.00000000 
となる。 IP アドレス192.168.60 .5 のうち 
1で覆われている部分がネットワークを、 
0の部分がネットワーク内の端末を表す。 
この場合、192.168.60 .0 がネットワーク 
を、5はその中の端末のことを表す。 

システム運用管理 

構築したシステムが円滑に稼働するよ 
う継続的に保守を行っていくこと。 

八ードやソフトの障害をお化して復旧 
する障害対策、八ードの配置やディス 
クの空き容量を管理する構ぶ管理、卜 
ラフィ、ソクやプ□セスの使用率を管理 
する性能管理、パスワードやアクセス 
権を制御するセキュリティ管理などが 
ある。 


デフオルトゲートウェイ 

IP パケットを他のネットワークへ転送 
するときじ使用する回送先。接続して 
いるネットワーク上じないホスト 
(ルータを超えた他のホスト）とのデー 
夕の送受信をする際に複雑な経路制御 
を特定のホストに任せる方式において 
「特定のホスト」のことをデフォルト 
ゲートウェイと呼ぶ。 

ドメイン 

大規模なネットワークを論理的なグ 
ループに分割して、個々のコンピュー 
夕や ユーザーを 識別.管理するための 
概念。 

インターネットの世界では、 IP アドレ 
スに対応して付けられるを前の範囲を 
ドメインと呼ぶ。 IP アドレスとドメイ 
ンをは DNS サーバが対応づける。 LAN / 
WAN の世界では 、 Windows NT サーバ 
などのネットワーク管理単位をドメイ 
ンと呼ぶ。 

ネームヴーバ 

ネットワーク内でユーザー名)やコン 
ピュータをに関ずる情報を提供する 
サーバ。代表的なものとして DNS サー 
バなどがある。 

パケット 

LAN や通信回線を介して、デジタル 
データを伝送する際に、データをある 
一を長の固まりに区切って、宛先など 
の情報を加えたもの。 

パケットフィルタリング 

パケットに含まれた送信元などの情報 
を基に、そのパケットを通過させてよ 
いかどうかの選別を行うセ车ュリティ 
の手段。 

フアイアウ オール 

インターネットと LAN との間に配置す 
ることでデータ通信を管理し、外部か 
らの不正アクセスから内部のネット 
ワークを保護するシステムや役割をさ 
す。 

ブラウザ 

複数のデータやファイルを整理して表 
示し、そこからユーザが必要な情報を 
選択できるようじするソフトウェアの 
総称。 
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プ□キシ 

インターネット環境で、クライアント 
からの要求を受けると、クライアント 
に代わってサーバに アクセスし、 サー 
バ から受け取ったデータをクライアン 
卜じ転送するソフトウエア。 

クライアントが気ががかずに動作する 
場合を特に、透過プ□车シと呼ぶ。 
セキュリティの向上と、ネットワーク 
負荷の集中を避ける（车ャ、ソシング機 
能の)ために使用される。 

プロトコル 

ネットワークを介してデータを巧換す 
るための取り巧め。通信規約。 
通信ケーブルの種類などの物理的な規 
定から、アプリケーションプ□グラム 
へのデータの受け渡し方法の規定ま 
で、さまざまなレベルのプ□トコルが 
ある。 


プ□バイダ 

商用インターネット接続サービス業者 
のこと。正式には、インターネットサー 
ビスプ□バイダり SP )。 

ポー ト番号 

TCP や UDP で通信相手を特定するため 
に用いられる識別子。 


ホスト名 

ネットワーク全体の管理、または制御 
を行うコンピュータに付けられたを 
前。 

ルータ 

複数のネットワークを相互に接続する 
ための通信装置の1つ。 

インターネットは TCP / IP を使うネッ 
トワーク同±がルータで結ばれた巨大 
なネットワークである。 

□グ 

コンピュータの利用状況やデータ通信 
の記録をとること。またはその記録を 
指す。 

操作や データの 送受信が行われた日時 
と行われた操作の内容や送受信された 
データの中身などが記録される。 
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The BSD Copyright 


Copyright © 1991, 1992, 1993, 1994 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the fol¬ 
lowing conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following dis¬ 
claimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of 也 is software must display the following acknowledgement: 
This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products 
derived from tnis software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MER¬ 
CHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PRO¬ 
CUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2, June 1991 

Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public License is intended to guarantee your freedom to share and change free software-to make sure 
the software is free for all its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's 
software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software 
is covered by the GNU Library General Public License instead.) You can apply it toy our programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed 
to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), 
that you receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces or it in new 
free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to sur¬ 
render the rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the soft¬ 
ware, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all 
the rights that you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show 
them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(l) copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no war¬ 
ranty for this free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know 
that what they have is not the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistribu¬ 
tors of a free program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent 
this, we have made it clear that any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying 
it may be distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such pro¬ 
gram or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright 
law: that is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or 
translated into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 
Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. 
The act of running the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents con¬ 
stitute a work based on the Program(independent of having been made by running the Program). Whether that is true 
depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, pro¬ 
vided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer 
of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any 
other recipients of the Program a copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection 
in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Pro¬ 
gram, and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also 
meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the 
Program or any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started run¬ 
ning for such interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropri¬ 
ate copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that 
users may redistribute the program under these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itselr is interactive but does not normally print such an announcement, your work 
based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Program, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program(or with a work based on 
the Program) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable 
form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under 
the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more 
than your cost of physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the correspond¬ 
ing source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or 
executable form with such an offer, in accord with Subsection b above.) 



The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable 
work, complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface defi¬ 
nition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the execut¬ 
able runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though 
third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 


4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under 出 is License 
will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you 
indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modify¬ 
ing the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives 
a license from the original licensor to copy, distribute or modify the Program suDject to these terms and conditions. 
You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent inmngement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simuhaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free 
redistribution of the Program by 

all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and tms 
License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to inrrmge any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system, which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time 
to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License 
wnich applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version 
number of this License, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are differ¬ 
ent, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the 
two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 



NO WARRANTY 


11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH 
YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PRO- 
GRAMAS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPE¬ 
CIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE PROGRAM 
TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Programs 


If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to 
achieve this is to make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to 
most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer 
to where the full notice is found. 

<one line to give the program's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C)19yy <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU General Public License as published by 
the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 
(at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License 

along with this program; if not, write to the Free Software 

Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111 -1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 
Gnomovision version 69, Copyright (C)19yy name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. 

This is free software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. 
Of course, the commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be 
mouse-clicks or menu items—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright dis¬ 
claimer" for the program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

〈signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program 
is a subroutine library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If 
this is what you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2.1, February 1999 


Copyright (C)1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public 
License, version 2, hence the version number 2.1.] 


Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make 
sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages—typically 
libraries—of the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest 
you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use 
in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if 
you wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of 
it in new free programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that foroid distributors to deny you these rights or to ask you to 
surrender these rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 
library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the 
rights that we gave you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code 
with the library, you must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library 
after making changes to the library and recompiling it. And you must show them these terms so they know their 
rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the 
library is 

modified by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, 
so that the original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. 
Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full free¬ 
dom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This 
license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the 
ordinary General Public License. We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries 
into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is 
legally speaking a combined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore 
permits such linking only if the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the 
ordinary General Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over compet¬ 
ing non-free programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many 
libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, 
so that it becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more 
frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to 
gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use 
a large body of free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many 
more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 



Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified ver¬ 
sion of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the differ¬ 
ence between a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived 
from the library, whereas the latter must be combined with the library in order to run. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 


0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public 
License (also called "this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with appli¬ 
cation programs (which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A 
"work based on the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a 
work containing the Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightfor¬ 
wardly into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, com¬ 
plete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, 
plus the scripts used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its 
scope. The act of running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered 
only if its contents constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing 
it). Whether that is true depends on what the Library does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; 
and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protec¬ 
tion in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, 
and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet 
all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application pro¬ 
gram that uses the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a 
good faith effort to ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still 
operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined indepen¬ 
dent of the application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by 
this function must be optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute 
square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Library, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 



3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given 
copy of the Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordi¬ 
nary GNU General Public License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordi¬ 
nary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make 
any other change in these notices. 


Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public 
License applies to all subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or execut¬ 
able form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by 
being compiled or linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative 
work of the Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the 
Library (because it contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is 
therefore covered by this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for 
the work may be a derivative work of the Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a 
library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and 
small inline functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether 
it is legally a derivative work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms 
of Section 6. Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly 
with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, 
provided that the terms permit modification of the work for the customer's own use and reverse engineering for 
debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its 
use are covered by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copy¬ 
right notices, you must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. (It is understood that the user who changes the contents of definitions 
files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses 
at run time a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library func¬ 
tions into the executable, and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs 
one, as long as the modified version is interface-compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials spec¬ 
ified in Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access 
to copy the above specified materials from the same place. 


e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 



For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs 
needed for reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need 
not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (com¬ 
piler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompa¬ 
nies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not nor¬ 
mally accompany the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library 
together in an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with 
other library facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate 
distribution of the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided 
that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any 
other library facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and 
explaining where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this 
License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will auto¬ 
matically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indi¬ 
cate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 
the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a 
license from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and condi¬ 
tions. You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redis¬ 
tribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you 
could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide il he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License 
which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license 
version number, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 



14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incom¬ 
patible with these, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the shar¬ 
ing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANYKIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH 
YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SER¬ 
VICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, 
SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE LIBRARY 
TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Libraries 


If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making 
it free software that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these 
terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source 
file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a 
pointer to where the full notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU 
Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public 
License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if 
necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 

library 、 Frob’（a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

〈signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 


That's all there is to it! 
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落了、乱了はお取り替えいたします 
◎ NEC Corporation 2008 

日本電気株式会社の許巧なく複製-改変などを行うことはできません。 





く本装置の利用目的について > 

本製品は、高速処理が巧能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指 
導対象になっております。 

ご使用に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行わ 
れるおそれがある場合には、事前に製社相談窓□までご連絡<ださい。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに製社相談窓□までご連絡<ださい。 

製社相談窓 □ ファーストコンタクトセンター 

電話番号 03-3455-5800 


ま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づ<クラス A 情報技術装 
置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には 
使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 


高調波適台品 

この装置は、高調波電流規格」に C 61000 -3-2 適合品です。 

:」に C 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 巧当たりの 
入力電流が 20AJ：_^ 下の機器）」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


回線への接続について 

本体を公衆回線や専用線に接続ずる場合は、本体に直接接続せず、技術基準に適合し認定されたボードまたはモデム等 
の通信端末機器を介して使用して < ださい。 


電源の瞬時電圧お下巧策について 

この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策として 
は、交流無停電電源装置 （UPS) 等を使用されることをお勧めします。 


レーザま全基準について 

この装置に標準で搭載されている光学ドライブは、レーザに関する安全基準 （JSC- 6802、 IEC 60825-1) クラス1に 
適合しています。 


海がでのご使用について 

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、ミ毎か各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがっ 
て、この装置を輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し ffl 金、事故による補償等の問題が発生することが 
あっても、蝶社は直接-間接を問わず一切の責任を兔除させていただきます。 




